
    
      
        
      
    

  






















			※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。本作品の内容を無断で改変、改ざん等行うことも禁止します。また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

			※本作品は電子書籍配信用に再編集しております。
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			序章　桜とともに散った告白

			


			　春先の、まだ冷たい風が通る放課後の教室で。

			「きょ……きょうちゃん、好きっ…………です……」

			　告白の声が甲高く裏返った。大事な、とても大事な言葉をつまずかせ、佐さ崎さき鈴りんは、耳まで熱くなった顔を俯かせる。

			　控え目なバストの下で、弱々しく握る小さな両の手。チェック柄のプリーツスカートから伸びた、内股の華奢な脚。そして、制服のブラウスと白いカーディガンに包まれた小柄な身体。その全部が、寒さに耐える仔犬のように小刻みに震える。

			　それでも、気が遠くなるような緊張の中、鈴はサクランボのように丸くて小さな唇を必死に結んで、相手の返事を待った。

			「あの……あの…………」

			　気を張りすぎて、自分の声にさえ身体が驚く。跳ねた肩に釣られるように、背中の半ばほどまで伸びた髪がかすかに揺れた。

			　それは、少女が初恋の人に想いを告げる、ありふれた場面。

			　でもただひとつ、普通の告白とは違う点が、ここにはあった。それが、ただでさえ人より何倍も内気な鈴から冷静さを奪っている。

			「……何を言っているのかしら」

			　自分の座席で文庫を読んでいた少女が、不思議そうに鈴を見上げる。切れ長の瞳で、不思議そうに小首を傾げて。

			　さらさらと流れる、絹のように細くて艶やかな長い黒髪に、胸がときめく。

			　鈴の初恋の人。それは同じクラスの、同性の、女の子だった。

			「きょうちゃん……あの……」

			　濡れたように輝く、深い藍色の瞳に見詰められ、鈴の視線が左右に泳ぐ。友人の名を口にするのが精一杯で、それ以上の言葉が出てこない。

			「放課後に残ってって言うから、何かと思ったら……。大事な話って、それ？」

			　少女が文庫を鞄にしまって立ち上がる。その声にも顔にも、目立った感情は窺えない。

			　彼女は──鹿か波なみ香佳きょうかは、いつもそうだった。

			　誰もが振り返る美貌を持っているのに、まるで氷の仮面を被っているように表情の変化が乏しい。すらりとした長身と、見事に発達したスタイルも手伝って、威圧的な雰囲気が人を寄せつけようとしなかった。

			　そんな、親しい人のいない香佳だけど、なぜか鈴にだけは優しくしてくれた。人見知りで孤立しがちな鈴と何か惹き合うものがあったのか、いつの頃からか、ふたりでいることが多くなっていた。

			「私も、鈴が好きよ。……友達って呼べるのは、あなただけだもの」

			　黙り込んでしまった鈴の髪を、香佳が撫でる。細くて白い指先が、くすぐるように耳朶を掠め、心地いい痺れに身体を震わす。

			（あたしだって、そう思ってた……。でも……）

			　今は、違う。いつそうなったのか自分でも分からないけど、鈴の中で、香佳という存在は、もう友達や親友なんて言葉では表せない。

			　気持ちを言葉にしてしまったら、きっと「友達」ですらいられなくなる。それでも告白しようと決めたのは理由があった。

			「違うの、きょうちゃん。あたしが言いたいのは……！」

			「……違う？」

			　香佳の訝いぶかるような瞳に、言葉が詰まる。鈴の必死の想いは、全然伝わっていない。それも仕方のないこと。女の子同士で、鈴が香佳に恋愛感情を抱いていたことなんて、きっと彼女は想像もしていないはずだから。

			　息が止まりそうだった。鈴の小さな胸に香佳への想いが詰まって、いっぱいになって、収まりきらなくなった分が大粒の涙になって零れ落ちる。

			「あたし……あたしは……」

			「ど、どうしたの鈴!?」

			　親友に突然泣き出され、いつも冷静な香佳も、さすがに動揺を隠さない。膝を屈め、鈴の頬に掌を当てながら顔を覗き込もうとする。

			　しかしその前に、何かの衝動が鈴の身体を動かした。弾かれるような勢いで香佳に抱きつく。全身はスレンダーなのに、そこだけは豊かなずるい胸が、鈴の小さな身体をふわりと受け止める。

			「きょうちゃん……」

			　優しいぬくもり、お菓子のように甘い匂い。彼女の冷たいイメージとは程遠い柔らかな感触に頬を押し付け、うっとり眼を閉じる。

			　いつまでも、この温かさに包まれていたい。でもその欲求は、鈴に安らぎをもたらしてはくれなかった。むしろ、逆に激しい焦燥を生み出した。鈴は弾かれるように顔を上げ、爪先立ちで彼女の肩に指をかける。

			「きょうちゃん……あたしの好きは、友達の好きじゃなくて……」

			「──!?」

			　顔を傾け、彼女の唇に唇を寄せる。自分でも思いもよらない行動に戸惑うけれど、止められない。唖然としていた香佳も、互いの吐息が混じり合う距離で、ようやく鈴の本気に気づいた。

			「や……やめて鈴!!」

			　金切り声が教室に響いた。同時に、香佳の両手が鈴の胸を突き飛ばす。冷静な少女の瞳が、驚愕で見開かれている。

			「きょう、ちゃん……」

			　よろけた鈴は壁にもたれ、救いを求める眼で香佳を見詰めた。しかし彼女は、怯えたように小さく首を振る。そしてひったくるように鞄を掴むと、教室を飛び出してしまった。たなびく長い黒髪が、扉の向こうに消える。それを、鈴はただ呆然と見送った。

			「やっぱり……言わなきゃよかった……」

			　こうなると、分かっていたはずなのに。

			　視界が歪んだ。鉛を飲み込んだように胸の奥が重くなって、涙が瞳を遮っているのだと気づくことすらできない。嗚咽が漏れるのに、自分を嘲るような、悲しい笑みで唇が引き攣る。女の子同士で告白しても、香佳を困らせるだけ。分かっていたのに、もしかしたらという希望を、欲求を、抑えることができなかった。

			　だから、彼女に一番伝えなければならないことを、言いそびれる羽目になった。

			「きょうちゃん、あたしね…………来週、転校するんだ……」

			　その前に、鈴の気持ちを知っておいて欲しかった。でも、言うべきじゃなかった。そうすれば、いい友達のままでお別れができたのに。人づきあいが苦手なくせに、もっと香佳を欲しがって、友達のままじゃ嫌だなんて欲張ったばっかりに。

			「…………さようなら」

			　日が傾く。薄暗くなった無人の教室で、鈴はひとり、ほんの数分前まで親友だった少女に、別れを告げた。

		

	

			第一章　初めてのキスは突然に

			


			　最初に声をかけてきたのは、香佳の方からだった。

			　彼女も鈴も、休み時間は自分の席で読書をしているようなタイプ。あまり他人と関わりを持たない者同士だったから、それまで、ほとんど言葉を交わしたこともなかった。

			　ただ、地味な鈴と違って、香佳は入学式の時から人目を引く存在だった。男子生徒はもちろん、同性の女子でさえ、すらりとした長身と、整った容貌に見惚れていた。極端に口数が少なく、冷たい眼差しで人を寄せつけない美少女はどこかミステリアスで、みんなの興味を抱かせずにはいなかった。

			「鹿波さんて、ひとつ年上なんだって。一年間、休学していたらしいよ」

			　女子の間で情報が流れるのは早い。入学の翌日には、すでにメールやＳＮＳで学年中にその話が回り、話の輪に加わっていなかった鈴の耳にも届くほどだった。

			　中でも一番質たちが悪かったのは、同じクラスの女子たち。本人が何も語らないのをいいことに、病気だケガだ、挙句には痴情のもつれだと、勝手な想像で盛り上がっていた。男子生徒の関心を一身に集めていたので、羨望がやっかみに変化したのかもしれない。

			　けれども鈴は、そんなゴシップには無関心だったから。

			（そっか。鹿波さんて年上なんだ……）

			　くらいの感想しか持たなかった。むしろ、香佳の落ち着き方に納得したくらい。大人びた雰囲気や優雅な物腰に憧れこそすれ、彼女の事情を詮索しようなんて気は少しも起きなかった。もちろん彼女も、自分が噂話の的になっていたのは自覚していたはず。悠然として見えても、内心ではどう思っていたのかは分からない。

			　そんな中で、香佳が近付いてきたのは、五月も半ばを過ぎた頃。

			　本当に突然のことだった。ある日の昼休み、中庭のベンチで読書をしていた鈴の前に、彼女は膝の上の文庫に影を落とすようにして現れた。

			「あなたは、他の子とは違うみたいね」

			「…………な、何が？」

			　唐突な物言いに、鈴は目を真ん丸にして香佳を見上げた。長い睫毛。感情を読み取りづらい切れ長の瞳に見下ろされ、激しくうろたえてしまう。

			「隣、いいかしら」

			「えっと…………どうぞ」

			　静かなのに、拒否を許さない圧力。鈴は慌ててベンチを横移動し、彼女の分のスペースを空けた。香佳は、まるで当然という顔で隣に腰を降ろす。

			　しかし、それだけだった。彼女は、ただ黙って座っているだけ。お弁当を食べるでもなく、鈴のように読書するでもなく、話しかけてくる気配さえない。

			（…………綺麗だなぁ）

			　意図が分からず居心地の悪さを感じながら、それでも鈴は、彼女に見惚れた。読書を続けるふりをして横顔を盗み見る。背筋をまっすぐに伸ばし、無言で正面を見据える少女の姿は、凛として美しい。普通の女の子のようにグループで群れることもなく、孤高というのは、こんな人を言うのだろうか。

			（……いい匂い……）

			　春風に吹かれ、ふわりと届いた柔らかな髪の匂いに、鼓動の調子が一拍、高くなる。

			　とはいえ、鈴は戸惑いから回復できずにいた。彼女の視線を辿ってみても、その先は教室の窓が並ぶ校舎の壁で、でもそこを凝視しているとも思えない。

			「あ、あの～……鹿波さん？」

			　文庫で口元を隠しながら、遠慮がちに話しかける。沈黙は慣れているけど、無言で隣に居座る美人の圧力に耐えられるほど、肝は据わっていない。時折通りかかる生徒たちの視線が、ちんちくりんな自分とナイスバディの香佳を見比べているような気がして、早くこのプレッシャーから解放されたかった。

			「なに？」

			　小首を傾げるように、香佳が視線を向けた。綺麗なのに、どこか深い憂いを含んだ色の瞳に見詰められ、自分が何も話題を用意していなかったことに気づく。

			「えっと……その……あ、そうだ！　さっきのあれ、どういう意味？　あたしが、他の子と違うって……」

			　クラスのみんなと馴染めない、という点では確かに違うと言えるかもしれないけど、だからといって、格別に個性豊かな方という自覚もない。

			　すると香佳は、心の奥底を探るように、鈴の眼をじっと見詰めた。

			「あなたは、私のことをあれこれ詮索しないから」

			「あ、ああ……そういうこと」

			　彼女の言わんとすることは納得できた。けれど、それはそれで困ってしまう。

			「それは……単に、そういう話をする友達がいなかっただけだよ」

			　顔の下半分を覆っていた文庫を膝におろすと、口元が自然と自嘲の形になった。

			　確かに、彼女が一年遅れた理由とか、個人的な事情を知りたいと考えたことはない。でも、これっぽっちも興味がないかといえば、それは嘘。もしクラスの女子の輪に加わっていたら、鈴も噂話に興じていたに違いない。

			「だから、買いかぶらないで」

			　鈴の困ったような笑みに、しかし香佳ははっきりと言いきった。

			「そう言えるあなただから、信じられるのよ。あまり自分を卑下するものではないわ」

			「は……はいっ」

			　香佳の真摯な眼差しと真剣な口調の忠告に、思わず姿勢を正してしまう。大人びた物言いは、たったひとつ違いだけれど、やはり年上なのだと鈴に実感させるに十分だった。

			　以来、ふたりは何かと一緒にいることが増えた。最初は、美少女と並んで居心地が悪かったけれど、静かな環境を好む同士、やがて隣にいるのが自然になっていた。入学してからの、初めての友達。昼休みや放課後、特に何を話すわけでもなく、ただ隣で本を読んでいるだけの不思議な関係。お喋りなんかしなくても、そばにいてくれるだけで心地いい。

			　互いに下の名前で呼ぶようになるのも時間はかからなかった。

			　もしかしたら香佳は、何事においても鈍い自分を憐れんだだけなのかもしれない。それでも彼女は、紛れもなく鈴の親友だった。

			　そんなある日。

			　トイレに入っていた鈴は、クラスの女生徒が数人、大きな声で話しているのを聞いた。

			「最近、佐崎と鹿波って、いっつも一緒だよねー。むかつくー」

			　自分たちの名前が出て、レバーに伸ばしかけた手が止まる。

			「佐崎って、いつもひとりで本ばっか読んでて暗いじゃない？　オモチャにちょうどいい、って思ってんだけどなー。なーんか、鹿波のお気に入りらしくってさー」

			「何で？　別に鹿波が一緒でも構わないでしょ。あいつもムカつくし、シメようよー」

			　穏やかでない内容に戦慄する。これは「イジメ」の相談だ。騒がしいのが好きな彼女たちにとって、自分はつまらない人間に映っているだろうとは思っていたけど、まさかそんな風に目をつけられているとまでは考えていなかった。

			「……げっ！」

			　急に、そのうちの誰かが気まずそうな声を上げた。何が起きたのだろうと、ドアに耳をつけて様子を窺う。

			「……あなたたち、何の相談？」

			「や、やだなぁ鹿波さん。あたしら、別に悪いことなんか……ねぇ？」

			　どうやら、香佳が入ってきたらしい。安心したのも束の間、彼女もイジメの標的なのを思い出す。助けなければと思うのに、恐怖で足がすくんで動けない。

			「あなたたちのすることに興味なんてないけれど……前にも言ったわよね。鈴に手を出したら、私が、絶対に許さないって」

			　でも、彼女に鈴の助けなんて必要なかった。それどころか、凄みのある宣言に、悪巧みをしていた少女たちは一様に沈黙。香佳が出ていって、ようやく一息吐ついたように声を荒らげた。

			「な……なによあいつ、偉そうに！　ねえ、鹿波の奴もシメちゃお！」

			「バカやめとけって。知らないの？　いやアタシもよく知らないけどさ、鹿波の父親って偉い代議士？　……らしいよ。ウカツに佐崎に手ぇ出したら、アタシらがヤバイことになるかもしれないっての」

			　自分の周りで、自分の知らないことが起きていた。衝撃を受け、個室の中でひとり震えていた鈴は、お喋りをしていた娘たちが立ち去るのを待ってトイレを飛び出した。

			「きょうちゃん！」

			　廊下を歩く香佳の後ろ姿を見つけ、無我夢中で抱きついた。廊下にいた生徒の何人かが何事かと振り向いたけど、鈴は構わず、蒼白となった顔を親友の巨乳に擦りつける。普段は冷静な香佳も、さすがに異常を察して切れ長の眼を見開いた。

			「り、鈴!?　……何かあったの？」

			「…………なんでもないよ、きょうちゃん。なんでもないから……」

			　呟く鈴の背中を、香佳の腕が優しく抱き締める。その刹那、身体に電撃のような衝撃が走った。自分の身体に何が起きたのか理解できない。

			（な……なに？　あたし、どうしちゃったの？）

			　彼女に触れている頬が、熱い。胸のドキドキが止まらない。イジメに対する恐怖なんて忘れてしまいそうな不安に襲われ、震えながら香佳の制服にしがみつく。

			「あ……」

			　震えは止まらない。でも、親友の温かさに包まれて、正体不明の不安は瞬く間に溶けていった。眼を閉じ、彼女に強く抱きすくめられて、そして鈴は理解した。

			　彼女が、自分に接近してきた理由を。きっと、どこかであの娘たちの悪巧みを知り、楯になってくれたのだろう。親友の温かさに包まれて、守られていたのだと実感する。

			（でも……どうして、あたしを？）

			　詮索されることを嫌っていた彼女が、自分の立場を利用してまで。そして、彼女が話しかけてきた時のことを思い出す。

			　──あなたは、違うみたいね。

			　きっと、彼女にはそれだけで十分な理由だったに違いない。

			「大丈夫よ、鈴。あなたは、私が守ってあげる……」

			　囁かれ、胸がいっぱいになって、鈴は、溶けてしまうのではないかと思うほどの火照りで身体を熱くした。でも同時に、寂しくなった。なぜかは自分でも分からない。ただ、痛いくらいにきつく抱き締め合っているのに、もっと強く触れ合えないのかと、胸がキュッと痛くなる。なぜか無闇に泣きたくなって、睫毛を伏せながら彼女の服を掴む。

			　思えば、これが恋に落ちた瞬間だったのかもしれない。鈴は人目もはばからず、ただ愛しい親友にすがりついた。

			　それからというもの、鈴の視界には、以前にも増して香佳がいた。それだけでは飽き足らず、夜、寝る前に親友のことを考えただけで切なくなって、ベッドの中で身悶えした。

			（きょうちゃん、好き……。でも、もしあたしが女の子に好きって言われたら……？）

			　その時の自分の気持ちも反応も、全く想像できない。ましてや、他人である香佳がどう思うかなんて、分かるはずがない。

			「どうして……あたしは、女の子を好きになっちゃったの？」

			　自問を繰り返す毎日。香佳の姿を見るたび、声を聞くたび、息が詰まるほどの苦しみが生まれる。もし、普通に異性を好きになっていたら、とっくに告白して恋人同士になっていただろうか。

			「そんなの、無理だよ」

			　どの道、引っ込み思案な自分が告白なんてできるはずがない。そう考えれば、少しは気持ちが軽くなった。どうせ明かせない想いなら、ずっと内側に秘めていればいい。

			　そんな鈴の背中を、急に決まった転校が強く押した。焦燥と悲しみで、せめて本当の気持ちを知っていてもらいたいという欲求を、抑えきれなくなった。

			　なのに──。あの香佳が、走って逃げた。

			　鈴は、大事な親友を傷つけた。守ってくれると言った彼女を、しなくてもいい告白で混乱させ、困惑させた。自分がするべきだったのは、ただ綺麗にお別れを言うことだけだったはず。それなのに──。

			「…………きょうちゃん」

			　頬に涙の感触を覚え、沈んでいた意識が眼を覚ます。いつの間にか寝てしまっていたようだ。その間に、鈴を乗せたバスは街中を遠く離れ、林に囲まれた山道を上っていた。かなり高いところを走っているらしく、木立が途切れた隙間から、はるか下方にさっき降りた鉄道の駅が見えた。

			　遠い場所に来たのだと実感する。香佳との距離を思い、また涙が溢れそうになる。

			「バカなあたしで、ごめんね……」

			　あれから、何度心の中で謝ったか分からない。

			　バスが揺れ、短くなった髪の先端が首筋をくすぐった。肩より少し長いくらいまで伸ばしていたそれは、ショートボブになっている。失恋して髪を切る、なんて今どき古いかもしれないけれど、長いままにはしておきたくなかった。

			　元々、入学したての頃はこのくらいだった。香佳の艶やかな長髪に憧れて伸ばしていただけ。けれど、伸びた分に香佳への想いが込められているような気がして、その重みに耐えかね思いきってばっさり。なのに、少しも軽くなった気がしない。

			「手紙でも、書こうかな。でも……きっとあたしを嫌いになったよね」

			　なら、そんな余計なことをして、さらに彼女を傷つける必要なんてない。

			「そうだよ。あたしみたいな悪い子、忘れてもらった方がいいんだ」

			　悲しいけれど、泣きたくなるほど辛いけど、それが親友を傷つけた罰。そう自分に言い聞かせる。少し気分が落ち着いた鈴は、ゴシゴシと眼を擦り、車内の様子を窺った。乗った時は何人かいたはずなのに、途中で降りたのか、乗客は自分ひとりだけ。

			「……どこまで行くんだろう」

			　エンジンを低く唸らせ、バスはひたすら山道を上り続けた。道沿いには民家もないし、本当に、こんなところに学園なんてあるのだろうか。編入試験は引っ越し前の地元でできたので、訪れるのはこれが初めて。乗るバスを間違えたのかもと不安になった頃、急に前方の視界が開けた。

			「うわあ……！」

			　さっきまでの感傷とは正反対の、間抜けた声が漏れる。そこに、山の中腹とは思えないお洒落な門と洋館が現れたからだ。

			「お嬢さん、ここが聖リス女学園だよ」

			　何も言っていないのに運転手さんが教えてくれる。なぜなら、ここが終点だったから。

			「あ、はい！　降ります、降りますっ！」

			　女の子が持つには色気不足な紺のキャリーバッグを慌てて持ち上げ、運転手さんに一礼してステップを降りた。バスが走り去るのを見送り、改めて学園を振り返った鈴は、しばし、唖然とする羽目になった。

			「な……なにこれ？」

			　ここは、本当に人里離れた山の中なのだろうか。

			　見上げるほど背の高い門扉。その巨大さだけでも驚きなのに、内側は、ここまでの殺風景さが嘘のような絢爛さだった。桜並木に彩られた煉瓦の石畳は、まるでヨーロッパの古風な街並み。そして、涼しげな音を奏でる巨大な噴水の向こうに見えるのは、重厚な石造りの白亜の校舎。威容と優雅さが同居した、まるで少女マンガから抜け出たような光景が、異世界に迷い込んだかのような錯覚を起こさせる。

			「でもでも、バスの運転手さんは、ここが学園だって言ってたし……」

			　門柱の青銅板にも学園の名前が彫られているし、ここが目的地で間違いない。

			　今日は日曜なので、学園内に生徒の姿は見えない。その代わり、花壇に咲き乱れる色とりどりの花や、桜のピンクの花びらが舞い散り踊り、まるで転校生を歓迎するかのよう。でも肝心の本人は、現実離れした外観の学園に、完全に飲まれていた。

			「あたし……本当にここに通うの？　無理無理、絶対に無理っ!!」

			　いいとこのお嬢様が多い、お上品な女子校とは聞いていたけど、その中にいる自分が想像できない。逃げ出したくなったけど、ここから街まで歩いたら何時間かかるだろう。

			「そ……そうだ、バス！」

			　道路の向かいにバス停を見つけて駆け寄れば、運行は朝夕一回だけ。ということは、さっきのが今日の最終便。

			「こんなので、生徒はどうやって通学してるのっ!?」

			　自問して、ハッと思い出す。この学園は全寮制。自分もそこに入るため、こんな場所まではるばるやってきたことを。

			「そ、そうだ。最初は寮に行けって言われてたんだっけ……」

			　さっきから感情の振れ幅が大きくて、頭が思考をサボっていたみたいだ。でも重要なことを思い出したおかげで、ちょっとだけ冷静になった。コートの胸ポケットから地図をメモしたものを取り出して、寮の場所を確認する。

			「ええっと、ここが学園の正面だから……寮は……この裏？」

			　とりあえず、地図に従って学園前の車道をとぼとぼと歩き始めた。元から平地があったのか斜面を切り拓いたのか、運動が苦手な鈴でも苦にならないほどの、山道らしからぬ平坦さに少なからず驚かされる。一本道を、約十分。それらしい建物が見えてきた。

			「わぁ……可愛い……」

			　背の低い木立に囲まれた三階建てが、道から見える限りで三、四棟。学園の校舎ほどの重厚さはないものの、洋館風のお洒落なデザインに、つい感嘆の声が漏れる。

			「でも、今日からここに住むのかぁ……」

			　色々あって、地に足がついていない状態で到着してしまったけれど、突如として現実的な不安が襲ってきた。どんな娘たちがいるんだろう。うまくやっていけるだろうか。初めてのひとり暮らしに、今さらながら身震いする。

			　しかも、いざ入寮という段階で、思いもよらないトラブルが待ち受けていた。

			「部屋が……ない？」

			「いえね。その、正確には、部屋はあるの。でも掃除も整理もまだ全然で。だってほら、あなた半端な時期の転入でしょう？　てっきり、来週だと思い込んでいたものだから」

			　玄関の受付室にいた寮監のおばさんは、申し訳なさそうに言い訳を並べ立てながら、鈴と背後の壁のカレンダーを何度も見比べる。今日の日付の下の日に、赤丸印。一体どんな種類の手違いか、転校生が来る日を一週間ずれてチェックしたらしい。

			「あ、あの。ちょっと散らかっているくらいなら、あたしが自分で掃除しますけど……」

			「あー女の子ひとりじゃ無理無理。物置として使ってたから荷物がいっぱいで。とても人が生活できるような状態じゃないわ」

			　寮監さんが困った顔をする。でも本当に困るのは鈴の方だ。

			「そんなぁ……」

			　ただでさえ新生活への不安に怯えていたのに、皮肉にも無事に届いた宅配の荷物を足元に置き、途方に暮れる。

			「…………何を騒いでいるの？」

			　廊下の奥から、女性の声がした。柔らかで温かな、春風のように優しい声。穏やかな音色は、咎めるというより騒ぎに興味を引かれたといった感じ。なのに受付の窓から顔を覗かせた寮監のおばさんは、あからさまに緊張で表情を強張らせた。

			「さ、紗彩さまっ!!」

			（さあや……さま？）

			　寮監が「さま」付けで呼ぶなんて、どんな偉い人が来たのだろう。ショックから立ち直れないまま声の方に振り向いた鈴は、身体に電撃のような戦慄が走るのを感じた。

			（…………きょうちゃん!?）

			　一瞬、そこに香佳が立っているのかと思った。けれどよく見れば、背格好こそ似ているものの、まるで別人。腰まである長い髪は鈴の栗色より明るく、緩やかに曲線を描く。それだけでも、香佳の濡れたような黒いストレートヘアとは全然違うのに。

			（…………そうだよ。きょうちゃんがここに居るはずないじゃない）

			　動揺に拍車をかけられ、跳ね上がった心臓を押さえるように、胸に手を当てながら深呼吸する。他人を香佳と見間違えるなんて、どれだけ彼女のことを引きずっているかを、自分自身にまざまざと思い知らされた気分だ。

			　しかし──ふと鈴は、視線を感じて顔を上げた。紗彩と呼ばれた女性が、自分をじっと見詰めている。まるで矢で射抜くように、まっすぐに、鈴の瞳を。

			（な……なに!?）

			　誰かに凝視されるのは苦手だ。慌てて視線を逸らし、そして様子を窺うように戻すと、彼女の目線は寮監に向けられていた。訳が分からないけど、ひとまず胸を撫で下ろす。

			（それにしても……何でこの人が「さま」って呼ばれるの？）
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			　すらりとした長身。優美な立ち姿。襟元や腰にリボンをあしらった白いワンピースを上品に着こなしてはいるけれど、どこからどう見ても鈴と同じ世代の少女。大人びた雰囲気や態度から、おそらく先輩だろう。それでも、寮監が恐縮するような人には見えない。

			　その少女が、優雅な足取りで歩み寄ってきた。唇に淡い笑みを浮かべながら。

			「あなた、もしかして新しく入寮する転入生？　でも……予定は来週ではなかったの？」

			「そ、それがですね……」

			　恐る恐る寮監が説明する。この女性がどんな立場かは知らないけれど、部屋がないのはどうしようもないはず。しかし彼女は笑みを崩すことなく、こともなげに言ってのけた。

			「それなら、わたしと同室にすればいいじゃない」

			　寮監の目と口が、真ん丸に開かれる。まるで、理解できないものに出くわしたように。

			「いけません！　紗彩さまと同室なんて、絶対に許されません！」

			「わたしがいいって言ってるんだから、許されるんじゃない？」

			「ありえません！　私どもが叱られます！」

			「そんなことにはならないわよ。大袈裟ね」

			　紗彩のトーンは変わらない一方で、寮監の声がヒートアップ。当事者なのに状況を飲み込めない鈴は、紗彩と寮監の顔を何度も何度も見比べる。

			「それに、この寮はふたり部屋が基本でしょ。現状、ひとりで部屋を使っているのはわたしだけなのだから、わたしと同室になる以外の選択肢があって？」

			「で……でもそれは、単なる空きとは意味が違いますし……」

			　よく分からないけど、紗彩が理詰めで寮監を責め立てる。そうこうしているうちに、周囲が騒がしくなってきた。激しい応酬に、他の寮生も、何事かと部屋や階段から顔を覗かせ始めたみたいだ。玄関ホールは見る間に黒山の人だかり。彼女たちの視線が、最初は紗彩の背中に、そして次第に、見覚えのない少女である鈴に集まる。凝視されるのも注目されるのも大の苦手なのに。じっとりとイヤな汗が背中に滲む。

			「あの、あの……あのぉ～……」

			　自分が騒ぎの中心にいるのが耐えられない。おろおろと狼狽しながら伸ばした手が、不意にぐっと掴まれた。

			「話はついたわ。さ、行きましょ」

			「──え？　え？　あの、え……？」

			　思いのほか強く引っ張られ、バランスを崩しながら紗彩についていく。振り返ると、寮監が受付の窓口で力尽きたように突っ伏していた。どうやら、鈴が目を回していた間に決着がついていたようだ。しかし、今度は玄関ホールに集まった女生徒たちの間に、静かながらも異様なざわめきが、さざ波のように広がった。彼女たちの反応は、一様に寮監と同じ。見知らぬ少女と、その手を引く「紗彩さま」に戸惑っている。

			「さ、こっちよ。わたしの部屋は一番上、三階よ」

			　とりあえず、何も分からない鈴には、彼女に従う以外の選択肢がない。さもなくば今夜は宿なし。不審者を見るような無数の視線を背中に感じながら、寮の階段を昇る。

			　そんな中にありながら、紗彩は涼しい顔。彼女が歩みを進めると、まるで海が割れるように人波が左右に別れる。

			（すごい……。なんなの、この人……）

			　気さくだし、決して女王のように振る舞っているわけではない。でも、この強引さに逆らうことができない。生徒はもちろん、寮監さえ黙らせてしまうこの少女は、一体何者なのだろう。詮索しないのがいいところと言われたこともあるけれど、こんなの、あれこれ想像せずにいられるはずがない。

			　でも、先に探ってきたのは、紗彩の方だった。

			「…………この学園は、ご不満？」

			「え……ど、どうしてですか？」

			　急におかしなことを尋ねられ、階段の途中で足が止まる。すると彼女は振り返り、困ったように小首を傾げた。

			「だって……あなた、なんだか辛そうな眼をしているから」

			　ドキンと心臓が跳ね上がる。心の中を見抜かれたような気がして息を飲む。それでも鈴は動揺を隠し、強引に笑顔を作った。

			「そ……そんなことないです。すっごく素敵なところで、緊張しちゃって……」

			　表情の硬さを感じる。こんなので隠しきれるとは思わない。しかし紗彩は、それ以上の詮索はせず、優しくにっこり微笑んだ。

			「そうよね。知らない土地にひとりで来たんですもの」

			　繋いだ手をグッと握り締められて、胸が痛くなった。簡単に話せることじゃないから。

			（……この人、とっても優しいんだ……）

			　柔らかな手から、見守るような瞳から、それが伝わる。でも、今はそれが辛い。初対面なのに、これ以上優しくされたら、泣きついてしまいそうだ。

			　鈴は、彼女の眼から逃れるように、再び階段を上り始めた。

			「あの……寮監の方、どうしてあんなに恐縮していたんですか？」

			　そして懸命に話題を変えた。どうしても気になっていたことだし、思いきって尋ねてみる。すると紗彩は、柔らかな表情はそのままに、こともなげに答えてくれた。

			「ああ……それはね、この学園を経営しているのがわたしの父だからよ」

			「はぁ、お父様が……って！　先輩って、そんな偉い人だったんですか!?」

			　なるほど、寮監にしてみれば彼女は雇い主の娘。ご機嫌を損ねないように必死だったのも納得がいく。

			「違うわよ。偉いのは父。わたしは普通の学生にすぎないわ。みんな大袈裟なのよ」

			　紗彩は困ったようにクスクス笑うけど、大袈裟ではないだろう。学園で一番偉い人の娘となれば、きっと教師だって遠慮する。さっき騒ぎを遠巻きに眺めていた寮生たちの眼差しからも、彼女の立ち位置は容易に想像できた。そこに見えたのは、憧れと尊敬。

			（でも……それだけとも、ちょっと違うような？）

			　声をかけるのは畏れ多いというか、まるで芸能人とそのファンのような一線が、そこには明確に存在していた。

			　偉い人の娘。みんなの注目を一身に集める存在。頭の片隅に、またあの少女の面影が浮かび上がる。鈴は小さく頭を振って、その幻影を振り払った。

			（それにしても……）

			　紗彩もさることながら、寮の内装も並はずれていた。

			　広い廊下は毛足がふかふかの赤絨毯が敷き詰められ、天井の照明は、小さな朝顔を集めて逆さにしたような、可愛らしくてお洒落なシェード。それに対して各部屋の扉は、大企業の重役室かと思うほど重厚な木製。学生の住まいとは思えない豪華な造りに圧倒され、おのぼりさんのようにキョロキョロ見回してしまう。

			「一階は主に共用施設。食堂や大浴場、それに談話室があるわ。食事は時間厳守ね。浴室は各部屋にもあるけれど、たまに大きなお風呂に入るのは気持ちいいわよ。それと、消灯は十一時だけど……みんな良家のお嬢様ばかりと思っているからかしら、実はここ、寮監さんの見回りがないの。だから、意外とみんな夜更かしさんなの」

			　そんな鈴に、紗彩は寮の説明をしてくれた。悪戯っぽく微笑む彼女は、鈴に少しも警戒心を抱かせず、なんだか安心できる。そうこうしているうちに、目的地に着いたようだ。

			「さ。ここがわたしたちの部屋よ」

			　そこは三階の一番奥にある、突きあたりの部屋。扉の向こうに広がるのは、さながら宮殿のような夢の世界──ということはなかった。

			　ベッドと学習机、鎧戸のクローゼットがふたつずつ。入口を中心に、シンメトリーに配置されている。見た目はいたって簡素。しかしよく見れば、机や家具には細やかな彫刻が施されているし、高級品なのは間違いない。しかも、ベッドはそれぞれがダブルサイズだし、それを置いてなお、フローリングの床には、かなりの余裕が残されている。

			「あの……他の方の部屋も、みんなこんなに広いんですか？」

			「まさか。だいたいこの半分。この部屋は特別なの」

			「そ、そうですよね」

			　その点はちょっと安心した。けれど、特別とはどういう意味だろう。

			「あなたは、こちらの窓際をお使いなさい。ええっと……」

			　しばらく使われた気配のないベッドと机を指して、紗彩が顔を覗き込んでくる。数秒の間沈黙が続き、名前を訊かれているのだと気がついた。

			「あ……さ、ささっ……佐崎です。佐崎、鈴です！」

			「そう、鈴ちゃん。可愛らしいお名前ね。わたしは紗彩。織おり部べ紗彩よ」

			「き……綺麗なお名前ですね」

			　硬い笑みを浮かべたら、クスクスと笑われた。名前を可愛いと言われて舞い上がり、こちらも褒めないといけないと思ったのだけど、何かおかしかっただろうか。

			「あの……」

			「いいえ。何でもないわ、ごめんなさい」

			　紗彩がベッドに腰を降ろしたのにならい、鈴も自分にあてがわれたベッドに座る。向かい合って、恥ずかしくなった。綺麗に脚を揃え、膝に軽く手を置く彼女の姿勢は、芯が通ったようにまっすぐで美しい。それでいてどこにも力みがなく、完全にリラックスしている。ガチガチになっている鈴とは大違い。

			（これが育ちの違い、なのかなぁ……）

			　赤くなって俯く鈴をどう解釈したのか、紗彩は柔和な笑みを浮かべて話題を変えた。

			「それにしても、ずいぶん中途半端な時期の編入ね。新学期が始まってからなんて」

			「あ、はい。母が、急に海外へ転勤になって……。それで、あたしも一緒に行くか、日本に残るかってなった時、お母さんたら、どっちも心配だって言い出したんです」

			「どっちも？」

			「あたしがひとり暮らしなんかしたら、すぐ飢え死にするとか、外国に行ったらすぐ誘拐されちゃうに決まってるとか。娘を信用しなさすぎだと思いませんか？」

			「ふふっ、面白いお母様ね」

			　膨れる鈴に、クスクスと紗彩が笑う。話しているうちに緊張がほぐれ、珍しくお喋りになっていた。彼女の前では、不思議と人見知りが鳴りをひそめる。

			「ところで、お父様は？　お母様と一緒に外国なのかしら」

			「父はいないんです」

			「まぁ……」

			　あっさりと答えると、紗彩の顔が申し訳なさそうに曇る。その表情で、誤解を与えてしまったことに気づいた。

			「ああ違います。生きてます。ずっと前に離婚したってだけで」

			「そうなの？　いけないことを聞いてしまったかと思ったわ」

			　慌てて両手を振って取り繕うと、紗彩は安堵の笑みを浮かべた。鈴も胸を撫で下ろす。彼女の悲しい顔を見たら、なぜだか異様に胸が痛んだからだ。

			「ええ、そうなんです。なんていうか……やけに威圧的というか、無闇に威張ってばかりの人で、母も、二度と顔を見たくないっ！　なんて言ってるくらいで」

			「あらあら。でも、わたしの父も似たようなものよ。男の人って、威張らないと死んじゃう生き物なのかしら」

			　紗彩の人懐っこい笑みは、鈴の口を滑らかにする。でも、それだけではない気がする。初対面のはずなのに、彼女には少しも壁を感じない。むしろ、その瞳に見詰められるだけで、不思議な高揚感に胸がざわめく。

			「それで、日本にあなたひとり残すくらいなら、この全寮制の学園に、というわけね」

			「ええ、まぁ……。女子校なら悪い虫もつかないし、あたしみたいな子でも衣食住の心配しなくていいからって。……実際、あたしってぼんやりしているから、母の言う通りだとは思うんですけど……」

			　なのに、喋っているうちに、その感覚は急激に萎んでいった。人見知り屋の本能か、話が悪い方に流れていくのを、無意識のうちに感じ取る。

			「でも、あたしの知らないところで急に転校が決まって……。びっくりしたけど、あたしをひとりで育ててくれたお母さんを困らせたくなくて、でもやっぱり嫌で……」

			　そして、心の整理のつかないまま──。

			　駄目だった。せっかく明るい気分になれたのに、どうしても話が「そこ」に繋がってしまう。再び顔を伏せてしまった鈴の心情を察してか、紗彩はそれ以上尋ねようとせず、ゆっくりと立ち上がった。

			「ちょっとお喋りが長くなってしまったわね。あなたの荷物を運んでしまいましょう」

			　自分の家以外の場所で寝ることなんて、珍しいことじゃない。修学旅行や林間学校、そんな機会は何度もあった。なのに、今夜の新しい寝床は、やけに気持ちが寒い。

			　懸命に耳を澄まさなければ届かないくらい静かな寝息が、隣のベッドから聞こえる。紗彩が、向こうを向いて深い眠りについている。

			　引っ越しの荷物は、結局、全部自分で運んだ。手伝おうとした紗彩を、寮監が必死に止めたからだ。それはそれで構わなかった。たいした量もなかったし、彼女には力仕事なんて似合わないと思ったし。荷ほどきの時に服や下着を覗き込んでくるのには参ったけど、お喋りしながらの作業は楽しかった。久しぶりに、楽しい時間だった。

			　それだけに、この薄闇と静寂は、まるで身体を芯から冷やすかのようだ。いくら布団に潜り込んでも、逆に寒々とした気持ちに沈んでいくばかり。香佳に抱きついた時の、あの温かさには遠く及ばない。むしろ、親友だった少女への罪悪感だけが募る。

			「きょうちゃんに、悲しい顔させちゃった……」

			　女の子相手に告白したばかりか、衝動的にキスまでしようとした。驚かない方がどうかしている。眼を閉じるたび、逃げる香佳の困惑に歪む横顔が脳裏に甦る。あれからもう何日も経っているのに。なのに、むしろ、後悔は、一日ごとに重くのし掛かる。

			「きょうちゃん、ごめん……ごめんね……」

			　一番大事な友達にあんな顔をさせた自分が、許せない。悔やんでも悔やみきれない自分の愚行に唇を噛み、涙を零しながら、鈴は、ベッドの中で小さな嗚咽を漏らした。

			　転校初日は、驚くほどつつがなく過ぎていく。

			　もちろん、転校生にお決まりの儀式である机を囲んでの質問責めはあった。放課後になっても絶賛取り囲まれ中だけど、こちらが戸惑うような貪欲さはない。

			「佐崎さんは、どちらからいらしたの？」

			「どうしてこんな時期に転校を？」

			　このクラスに限らず、学園が全体的におっとりのんびり。こんな調子で、生き馬の目を抜く現代社会を生きていけるのだろうかと、鈴が心配になってしまうほど。でも自他共に認めるのんびり屋には、このくらいが心地いい。

			（それに、この制服も可愛いし……）

			　前の学校のは流行りのカジュアルなデザインで、それはそれで悪くなかったけど、制服という以上、やはりフォーマルな感じが落ち着く。

			　聖リスの制服はブレザー型で、シックなカラーのアイボリー。太腿半ばまで露わなミニスカートがちょっと意外だけど、不思議と上品さは失っていない。肩を覆う大きな襟、裾や袖の折り返しを飾るフリルも、お嬢様っぽくて可愛らしい。

			　襟元を飾る大きなスカーフは、何色かあるうちから好きな色を選べる。目立つのが苦手な鈴は、落ち着いた青を買っていたのに、今朝になって、急遽、赤に変更になった。

			　紗彩に、彼女の予備を押し付けられたからだ。

			「ダメダメ。転校生なんだから明るい印象を与えなきゃ」

			　というのがその理由だけど、鮮やかな色彩は、鈴に合っているとは、とても思えない。

			（ううっ、やっぱり恥ずかしい……！）

			　周囲を見回しても赤は少数派で、ほとんどいない。それに紗彩自身のスカーフは黒。上級生らしい落ち着きがあるし、似合うとは思うけど、なんだか騙された気分だ。ただでさえ転校生という時点で目立つのに、今すぐ解いてしまいたい衝動に駆られる。お世話になって文句を言うのは筋違いだけど、ここだけは有難迷惑と言わざるを得ない。

			「そうそう聞きましたわ。佐崎さん、寮で華はな姫ひめ様と同室なんですって？」

			　クラスメイトがパンと手を叩く音で、居眠りから眼を覚ましたように鈴の肩がビクンと跳ね上がる。彼女たちと会話しながら物思いに耽っていたらしい。我ながら器用だ。

			　それよりも、耳慣れない言葉に首を傾げる。

			「はなひめさま、って……何ですか、それ？」

			　目をパチクリとしばたたかせて尋ねると、鈴を囲んだクラスメイトたちの方が驚いたように顔を見合わせた。おまけに教室中がざわつき始める。寮の部屋問題については、それが話題に出るのは必至と思って今朝から何度も言い訳を練習していた。なのに、鈴の質問で、その準備は全く不要のものになった。

			「この学園にいらっしゃるのに、華姫をご存じないの？」

			「ご、ごめんなさい。初耳で……」

			　口にするのもちょっと躊躇う、そこはかとない痛々しさを感じる言葉だけど、ここでは知らないと恥ずかしい常識らしい。恐縮して肩を竦める。

			「まあまあ、そんな顔をなさらないで。遠くからいらしたのだもの。佐崎さんが知らなくても無理はないわ」

			　どこの世界にも教えたがり屋さんはいるらしい。取り囲み組のひとりが、嬉々として説明を始めた。

			「華姫様というのはですね、我が学園の至宝。みなで崇める華なのです」

			「…………」

			　気持ちよさそうに天を仰ぎ、そして自慢げに見下ろしてくる彼女には悪いけど、正直、それでは全然分からない。さすがに説明になっていないと思ったのだろう。別の娘が進み出て、補足するように続けてくれた。

			「華姫様は、学園を代表する生徒のことです。毎年、秋に投票を行い、学年を問わず全生徒の中から選ばれるのです」

			「それって……一般的に言うところの、生徒会長？」

			「いいえ。会長は別にいらっしゃいます。華姫は、もっと上位の存在と思ってください」

			「上位……ですか？」

			「ええ。全生徒の模範となる存在。主なお仕事は対外的なもので、来賓の応対や、学外で学園の宣伝など様々です。そうですね……生徒会長が総理大臣なら、華姫様は、それより偉い外務大臣といったところでしょうか」

			　この娘の説明も、ところどころ抽象的で漠然としている。いったん頭の中で整理したかったけど、調子が出てきた彼女の口は止まらない。

			「一年間、学園の顔となる方なので、選出も厳格です。成績優秀なのはもちろん、人格に優れ、幅広い知性と教養、もちろん容姿の上品さも求められます。そして何より重要なのは、コミュニケーション能力とプレゼン能力。これらを兼ね備えて、初めて我が聖リス女学園を背負うことができるのです」

			　相変わらずよく分からない。でも分からないなりに、華姫が学園にとっては重要なポストであり、大変そうな役職だという雰囲気だけは伝わってきた。

			「はぁ……凄いんですね……。でも、そんなに優秀な人が、毎年？」

			「まさか。そこまで完璧に兼ね備えた人は、滅多にいないそうです。でも現在の華姫様は違います！　一年の春、入学するのを待って、当時の華姫様がその地位をお譲りになったほど。以来、対抗馬はなく、二年間、華姫様であり続けていらっしゃるのです！」

			　もしかして、経営者の娘だからではないだろうか。それをストレートに聞くのも失礼な気がして感心したふりをしていたら、その疑問の答えはあっさりと与えられた。

			「学園関係者だから、という理由で選ばれていると揶や揄ゆされる方もいますが、それだけで華姫様は務まりません。それだけ紗彩様が優秀なのですわ」

			　紅潮した彼女の頬で、どれだけ紗彩に心酔しているのか分かる。確かに、人見知りの鈴でさえ親しく話ができたくらいだし、器の大きさというか包容力のようなものは感じた。

			「華姫様の仕事は多岐に渡ります。なので、様々な権限や特権を与えられているのです。そのひとつが、専用の部屋……」

			　説明に陶酔していたクラスメイトは重大なことに気づき、我に返った顔になった。

			「そうです！　佐崎さんが華姫様と同室になった経緯をお聞きしたかったのですわ！」

			　せっかく話が逸れたと思ったのに、そこに戻ってきてしまった。当事者である鈴もすっかり忘れていたので、改めて詰め寄られ、冷や汗を流す。

			「そうですわ、そうですわ！　どうして転入してきたばかりの佐崎さんが？」

			　十数人の少女が圧力をかけてくる。人の話題の中心になった経験が乏しい鈴は、それだけで目眩を起こしそうになった。そんな中、補足説明してくれていた娘が他の少女たちを制し、でも、さっきよりも真剣な眼差しで鈴に尋ねてきた。

			「あの部屋は華姫様専用。そのルームメイトになるという意味がお分かりですか？」

			「華姫様のルームメイトって……あれ？」

			　そういえば、専用なのに、どうしてふたり部屋なのだろう。考えもしなかった。鈴が理解していないのが伝わったのか、彼女は諭さとすように言い聞かせてきた。

			「華姫は、本来ふたり選ばれるものなのです。つまりは、ルームメイトも華姫様。あなたは、その席にいるも同然なのです」

			「え、ええっ!?」

			　華姫は、みんなの憧れと尊敬を集める存在。彼女たちから見れば、鈴は選ばれもしないのに、勝手に居座った不届き者ということになる。

			「ご、ごめんなさいっ。あたし、知らなくて……」

			「ああ、責めているのではないのです。ただ、どうしてなのかを知りたいだけで……」

			　鈴が肩を竦めて縮こまってしまったため、クラスメイトも慌てて言葉を取り繕った。どうやら彼女たちも、寮に住んでいながら満室状態なのは知らなかったらしい。とにかく、用意した言い訳が無駄にならずに済むと思った、まさにそのタイミングだった。

			「きゃーっ!!」

			　教室の一角で黄色い悲鳴が上がった。何事かと、鈴の周囲にいた少女たちも一斉にそちらを振り向く。鈴も、腰を浮かせて騒ぎの中心に目を向ければ、そこには、ひとりの上級生が、まるで一輪の花のように凛とした立ち姿を見せていた。

			（織部先輩!?）

			　その周囲を、二重三重に女生徒たちが取り囲む。まるで芸能人でも登場したような大騒ぎに、鈴は呆気に取られるばかり。

			（人気があるのは分かったけど……同じ学園内にいるんでしょう!?）

			　言っては何だけど、ここは学生数が三百人にも満たない小さな学園。歩いているところを見かけることだって、日常的に、普通に、あるはず。

			「華姫様が、下級生の教室に来るなんて……」

			　鈴の傍らにいた生徒が、信じられないと言わんばかりの口調で呟いた。どうやら、彼女がこの場にいる光景は珍しいことらしい。それなら理解できなくもない。いつの間にか、紗彩の背後の廊下にも人が集まり始めている。

			「みなさん、はしたなくてよ。聖リスの子女たるもの、慎みを忘れてはいけません」

			　紗彩が軽くたしなめると、騒ぎが一瞬にして収まった。それだけで、いかに彼女がこの学園で信頼を集める存在なのか見せつけられる。とはいえ、浮足立つような熱気までが消えたわけではない。スターのご尊顔を拝して、女の子たちがそわそわする。その人の林の向こうを紗彩が覗き込んだ。

			「あ、いたいた。鈴ちゃーん」

			　ニコニコと呑気な笑みで小さく手を振る紗彩に、さっきとは異質のざわめきが走る。紗彩に注がれていた熱視線が一斉に鈴に突き刺さる。しかし、一番面食らったのは本人だ。

			（り……鈴ちゃん!?）

			　彼女は気楽に呼んだだけかもしれないけれど、それでみんなの反発を呼んだらどうするのだろう。周囲の反応を気にしつつ、鈴は慌てて紗彩に駆け寄った。

			「あの……先輩っ！　あ……あたしなんかに、そんな親しげな……」

			「どうして？　同室の娘こと仲良くして駄目って規則はないわよ。それより、学園内を案内してあげる。いらっしゃい」

			「え？　あの……あの……」

			　手招きされても、行っていいのかどうか判断できず棒立ちになる。何しろ彼女は学園のアイドル。最初からそんな雰囲気は察していたけど、自分のような新参者が一緒にいていい人ではないのだと、今さらながらに思い知る。

			　ならば、きっと、ここは遠慮するのが正解。せっかくの申し出だけど断ろう。

			「さ、行くわよ」

			　しかし、紗彩は鈴の逡巡など待っていなかった。人垣を掻き分け手首を掴み、一瞬にして教室から連れ出されてしまう。背後から「きゃー!?」と悲鳴が聞こえたけれど、彼女は意に介さず、ファンの視界から消えてしまった。

			「いいんですか？　あたしなんかに構って……」

			「後輩の世話をするのは、先輩として当たり前。それにあなたはルームメイト。何かおかしなところがあるかしら」

			「そういう問題じゃ……。あの……先輩って、華姫様なんでしょう？」

			「ああ、それ？　そんなの、気にする必要なんてないのに」

			　紗彩がコロコロ明るく笑う。その呼び名に、紗彩は動じた様子もない。さっき聞いた話では、かなり重要なポジションのはずなのに、それを重責に感じている様子もない。

			　けれど、まだ華姫様がどんなものかよく知らない鈴でも、クラスメイトや寮にいた少女たちを見れば分かる。

			「あたしは……織部先輩の隣にいちゃいけないんです……」

			　この人と並ぶべきは、もっと優秀で、大勢の信頼に応えられる人。例えば──。

			　ひとりの少女の姿が浮かび、不意に身体が硬くなる。口をつぐんだ鈴の手を、紗彩は改めて握り直した。

			「学園内を歩くのは、また後にしましょう。とっておきの場所にご招待するわ」

			　そこは、校舎から離れた学園の一番隅。二階建てほどの高さの、ガラス張りの大きな建物だった。扉を開け、奥までエスコートされる間中、鈴は口を開きっぱなしだった。

			「す、すっごーい……」

			　教室ふたつ分はあろうかという面積を埋め尽くす、種類豊富な植物。艶やかな大輪の花から小さくて可憐なものまで、色とりどりの花を咲かせている。ゼラニウムやカトレア、コスモス。時期的に、春から初夏にかけての花が多い。

			　温室の一角はロフトのような階層になっていて、陽の当たる上には花が咲き、下には道具類や種、肥料などが置かれている。まるで植物園かお花屋さんだ。学園と寮の他にもこんな施設まであって、山の中とは思えない光景の数々に驚かされっぱなしだ。

			　それにしても、温室というだけあって、ここはさすがにポカポカと温かい。外はまだ肌寒いくらいなのに、すでに肌はしっとりと薄く汗を滲ませ始めている。

			「こんなところに、こんな温室があるなんて……」

			「ええ。ここは華姫専用のお花畑。色々な行事で使う植物を育てるのも、華姫の重要な役目のひとつなの」

			「え、これ全部を先輩ひとりで!?」

			「もちろん」

			　自信たっぷりの紗彩に、改めて温室を見渡す。百種類はあるのではないかという花々をひとりで育て、しかもそれが役目のひとつに過ぎないなんて、どんな超人なのだろう。呆気に取られていると、鈴の背後で紗彩がクスクス笑った。

			「そんなわけないでしょ。実際の作業は園芸部に担当してもらっているわ」

			「そ、そうか。そうですよねー……」

			　からかわれたのだと知り、鈴は赤くなって俯いた。ひとりでできる作業量でないのは、普通に考えれば分かること。華姫様やら紗彩様の人気やら、浮世離れした話を直前に聞かされて、少し感覚が麻痺していたみたいだ。

			「ただ、何をどのくらい育てるか、行事によって何を使うかを決める権限は、わたしにあるの。だから責任重大よ」

			「な、なるほど……」

			　これ全部を管理しろと言われたら、それだけで相当な知識と労力を必要とされるのは想像に難くない。自分だったら絶対に遠慮したいと思った。正直なところ、華姫様というネーミングで少し馬鹿にしていた部分もあったけど、その大変さを垣間見た気がする。

			　それにしても、いとも簡単に騙される、単純な自分が恥ずかしい。ごまかそうとして逸らした視線が、背の低い、薄紫色の花でとまった。

			「あ。か、可愛い花……」

			「気に入った？」

			　ちょっと気になった程度だけど、いかにも道端に咲いていそうな地味さが自分に合っているようで、鈴は「はい」と小さく答えた。紗彩が、何か言いたげな顔になる。しかし思い直したように、穏やかな笑みに戻った。

			「……それはイフェイオン。ハナニラともいうわ。可愛いでしょ？　ちょっと、葉っぱの匂いに癖があるけれど」

			　初めて聞く花の名だった。それが即座に出てくる紗彩に感心する。

			「へぇ……先輩って、意外に物知りなんですね。…………あ」

			　口が滑った。とぼけた態度ばかり取っているけど、彼女は華姫様とやらに選ばれる知性と教養を持つ人。意外に、なんて失礼なことを。勝手に恥を掻いた鈴は、再びごまかすための話題の変換を余儀なくされた。

			「で……でも先輩。どうしてあたしをここに……」

			　焦って振り返った鈴の身体が、温かくて柔らかいものにふわりと包まれた。突然のことに言葉が途切れる。抱き締められたと認識するまで数秒を要した。そして、頬に当たっているのが彼女の乳房だと気づき、鼓動の早さが一気に跳ね上がる。

			「せ、先輩っ…………んぷ!?」

			　鈴の小さな鼻先が、紗彩の豊かな膨らみに埋まる。視界は彼女の制服の色。前触れのない抱擁に動揺し、思考が少しも働かない。温室の熱気と、むせるように濃厚な花の匂い。そして、どこか懐かしいような、紗彩の甘い匂いに包まれて、身体が酔ったように芯から火照る。

			「あ、あの…………あ……っ」

			　髪を撫でられ、静電気のような痺れが走って、鈴は呟くような喘ぎを漏らした。思わず彼女の背中にしがみつく。脚が震えて、膝に力が入らなくて、そうしていないと立っていられなくなりそうで。

			「は……離して…………」

			　なんだか怖い。どうしてかは分からないけど、髪に感じる手つきの艶めかしさに、これ以上、彼女に触れていてはいけない予感がする。必死の思いで、ほんの数センチ、紗彩を押し返す。でも、眼が合って動けなくなる。

			　そして、瞳の奥を見詰めるように囁いた彼女の言葉に、鈴は、頭が真っ白になった。

			「…………好き」

			　それは、声と呼ぶにはあまりに甘くて、心地よくて、蕩とろけてしまいそうな吐息。たった二文字の言葉で、鈴の全身から力が抜けていく。

			「好き……好きなの。……どうしてかしら。初めて見た時から、わたし……あなたのことばかり……。ああ……可愛いわ鈴ちゃん。とっても可愛い……」

			「せ……先輩。からかわないでください。何を言って……あ…………!?」

			　切ない声で、鈴を掻き抱く。紗彩の指先が背中を逆撫でする。制服越しなのに、まるで直接触れられたかのように全身の肌が粟立った。快感に耐えかね身じろぎすると、衣擦れの音がやけに大きく耳に響く。それで初めて、この空間の静けさを、そしてそこにふたりきりという事実を再認識する。

			（や、やだ……。あたし、どうして……っ？）

			　紗彩の熱い吐息に耳朶をくすぐられ、腰が抜けてしまいそうだ。心臓の音が、外に漏れ出すかと思うほど激しく高鳴る。彼女と会ってから、まだ一日しか経っていない。そんな人に愛を囁かれて、普通なら心が動くはずがない。それなのに。

			「好き……。好きになっちゃったの……。こんなに誰かを欲しいと思ったの、初めて……」

			「せ、先輩……」
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			　声が、まるで鈴の全てを搦め捕ろうとするかのように、ぽっかりと胸に開いた穴に沁み込んでくる。鈴の手が、彼女の背中に回りかけた。寂しさが、悲しさが、紗彩を求めてしまいそうになる。彼女の言葉に、すがってしまいそうになる。

			（でも……でも……！）

			　それは、鈴があの娘に告げた言葉。そしてあの娘から欲しかった言葉。でも拒まれてしまった今の鈴に、紗彩の言葉を素直に受け取ることはできない。

			「あたしには……先輩に好かれる資格なんてないんです……！」

			　鈴は身体の欲求に逆らって、自分を紗彩から引き剥がした。脱力していた膝のせいで離れた拍子に姿勢を崩し、よろめきながら数歩後ずさった。

			「資格って……どういうこと？」

			　やっとの思いで離れて立ち尽くす鈴に、硬い声で紗彩が尋ねる。まるで怒っているように聞こえて、その顔を直視できない。それでも鈴は、深呼吸して必死に声を絞り出した。

			「あたしは……誰かを、好きになっちゃいけないんです……」

			「それって、どういう意味？」

			　紗彩の問いに、鈴は答えることができない。唇を噛んで視線を外すと、彼女は、それ以上は尋ねようとしてこなかった。

			　とはいえ、帰る場所は同じ部屋。ふたりの間に流れるのは、ひたすら気まずくて重い空気。食堂での夕食も別。部屋に備え付けの浴室を鈴に譲り、紗彩は別館の大浴場へ。

			　結局その日は、ベッドに入るまで、ほとんど言葉を交わさなかった。

			（あんなに親切にしてくれたのに……）

			　ベッドの中から紗彩の背中を見詰める。距離は昨日と同じなのに、ひどく遠くにいるように見える。自分のために寮監に掛けあってくれたのが、遠い昔のことのようだ。

			　鈴は寝返りを打ち、彼女に背中を向けて眼を閉じた。

			（先輩……どうして、あたしなんかに……）

			　父親が学園の経営者で、理事長で。そしてその娘である紗彩は、学園を代表する華姫様。自分で言っていたような、普通の生徒なんかではない。

			（……そういえば、きょうちゃんのお父さんも、代議士さんって噂だったっけ……）

			　彼女が望まないので、正確なところは最後まで聞かずじまいだったけど、偉い人なのは間違いない。そんな共通点があるふたりでも、自分の境遇に対する姿勢は、正反対だ。

			　香佳は、自分の事情を知られることを、極端に嫌がった。鈴を助けるために例外的に立場を利用したけど、それだって自ら何かを宣伝したわけではなく、周囲が勝手に想像して手を引いただけ。

			　対して紗彩は、自分の置かれた立場を自然に受け入れているように見えた。華姫様と呼ばれることにも抵抗は感じていないようだし、だからといって、学園代表という肩書に気負っているわけでも、それを鼻にかけているわけでもない。まるで、生まれながらの王女様。そう振る舞っているのに、少しも嫌味に感じない不思議な女性。

			　そんな人に好意を示され、嬉しくないはずがない。でも、その「好き」だって、どこまで本気か分からない。

			（先輩は、あたしみたいなつまんない子の、どこを気に入ったの？）

			　──あなたは、違うみたいね。

			　香佳の、あの言葉が脳裏に甦る。もしかしたら紗彩の「好き」は、それに近い意味なのかもしれない。この学園のお嬢様たちは、純粋培養された温室の花。それに比べたら自分は雑草のようなもの。珍しいものに興味を引かれただけ。

			（そうだよ。先輩みたいな素敵な人が、あたしなんかを本気で好きになるはずないし）

			　すぐに飽きられる。そうと分かっていながら、鈴は、紗彩の言葉にすがりたい自分も感じていた。この寂しさを埋めてくれるなら誰でもいい。そんな自暴自棄に陥りそうになる。

			（駄目だよ、そんなの……！　あたしは…………きょうちゃんを苦しめた）

			　鈴は小さく頭を振った。その罰をまだ受けていないのに、誰かに好きになってもらっていいはずがない。

			「ごめん……ごめんね…………」

			　きょうちゃんと唇は動いたけれど、声にならない。転校初日の疲れが出たのか、重くなった目蓋が降りてくる。まどろみの中で、鈴は繰り返し香佳に謝る。

			　前の学校で、担任が鈴の転校を告げた時、香佳はどんな顔をしていたのだろう。最後に見たのは、鈴から逃げたあの横顔。一年近くも一緒にいたのに、今は、それ以外の表情を思い出せない。

			　零れる涙で枕を濡らしていると、部屋の中で何かが動く気配がする。急に意識が覚醒するけど、それが何かを確かめる前に誰かが髪に触れてきた。

			「きゃっ……!?」

			「ごめんなさい。起こしてしまった？」

			　パジャマ姿の紗彩が、鈴を見下ろしていた。窓から射す、青白い月明かりに照らされた彼女の表情に、怒っている様子はない。むしろ心配そうに眉を下げている。昼間のこともあって、どう答えればいいのか分からない。枕に隠れるように視線を逸らすと、紗彩が、髪を撫でてきた。

			「ごめんなさい……。わたしが想像していた以上に、あなたは辛い思いをしていたのね」

			「え……？」

			「時々、ひどく沈んでいることがあったから」

			　香佳ほどではないにせよ、自分では、あまり感情が面おもてに出る方ではないと思っていたのに。昨日今日会ったばかりの紗彩にお見通しだったなんて。

			「わたしならあなたを救える、なんて自惚れたりはしないわ。でも同じ部屋の子が悲しい顔をしているんだもの。無理にとは言わないけれど、せめてお話くらいは聞かせて？」

			　髪に触れながら、鈴のベッドに腰を降ろす。

			　鈴は、逡巡した。簡単に他人に話せるようなことじゃない。でも、髪を梳けずる紗彩の優しい指に、凍えきった鈴の心は抗いきれなかった。

			「あたし……好きな人がいたんです」

			　鈴は上半身を起こし、彼女に髪を委ねながら、ぽつりと呟いた。

			　紗彩の手が、止まる。しかしその表情に変化はなく、鈴の言葉をどう受け取ったのかは分からない。ただ、何も言わずに鈴が言葉を続けるのを待っているようだった。

			「その人は、女の子で……転校する前、思いきって告白したんですけど……だけど……」

			　布団をギュッと握り締めた手で、その先を察したのだろう。身体を寄せて、温室でそうしてくれたように、抱き締めてきた。

			「あ、当たり前……ですよね。女の子が……女の子を好きになるなんて、普通じゃないから……。大切な友達だったのに……。嫌われるのが分かってたのに……！」

			　感情が昂たかぶり、声が悲鳴に近くなる。紗彩は、わずかに眉を曇らせたものの、それを抑えようとはせず、淡々と呟いた。

			「あなたが温室で見ていたイフェイオンの花言葉はね……『悲しい別れ』なの」

			「悲しい……別れ……」

			　そんな意味があったなんて。小さな花にまで自分の全てを見透かされたような錯覚に、寂しさがぶり返す。零れそうな涙を堪えるけれど、抑えきれず、嗚咽となって溢れ出す。

			「ごめんね、鈴ちゃん。あなたを悲しませるつもりはなかったの。ただ、少し気になってしまったものだから……。花言葉なんて、ただの遊び。気にすることないわ」

			「でも、あたしがあの娘を傷つけてしまったのには変わりないんですっ。あたしが……女の子が女の子を好きになったのが間違いなんです……!!」

			「……どうして？」

			　パジャマの裾を握って唇を噛む。そんな鈴に、紗彩は不思議そうな顔で首を傾げた。

			「どうしてって……だって、そんなの普通じゃないし……」

			「そうかもしれない。でも忘れたの？　わたしも、あなたに好きって言ったわ」

			　感情のままに叫んでいた鈴は「あ……」と言葉を詰まらせた。それで悩んでいたはずなのに、これでは紗彩まで普通じゃない人になってしまう。

			「で、でもそれは……。そう、ただの同情……」

			　そうに決まっている。そのはずなのに、紗彩はふるふると首を振り、まっすぐな瞳で鈴を見詰めてきた。

			「その娘は受け入れられなかったのかもしれない。でも、だからといって、女の子が女の子に惹かれるのは、いけないこと？」

			　何を言っているのだろう。鈴は呆然と彼女を見上げた。月明かりに光る瞳があまりに綺麗で、逆上のぼせ上がった鈴の耳には、彼女の言葉が意味を伴って入ってこない。

			「人が人を好きになるのは自然なこと。だったら、女の子同士でも、それを後ろめたく感じる必要なんて何もないはず。そうでしょう？」

			「でも…………でも、あっ……！」

			　再び抱きすくめられた。さっきよりもきつい抱擁に、身動きひとつできなくなる。頬と頬とが擦れ合って、ゾクゾクするような心地よさに、鈴も思わず彼女の背中に腕を回す。

			「だって仕方ないじゃない。あなたのこと、好きになっちゃったんだもの……」

			「お、織部先輩……」

			「だめ。名前で呼んで。紗彩って……」

			　彼女の指先が、甘えるように鈴の唇をなぞる。触られたところがピリピリ痺れて、頭の中までぼやけていく。

			「さ、さ…………さ、あや……せん……ぱい……」

			　呼び方を変えただけなのに、鼓動が一気に加速した。こんなに速くて大丈夫なのかと不安になるほど、心拍数が跳ね上がっていく。

			「紗彩先輩……ッ！」

			　急激な身体の変化に不安になって、紗彩の首に腕を巻きつける。泣き出しそうな顔で助けを求める。鈴の控え目な胸を、彼女の豊かな乳房が受け止めた。パジャマ越しに柔らかな膨らみを感じ、反射的に身体を引こうとした。しかし紗彩は逃がしてくれない。逆に背中と首筋を押さえつけるようにして、さらにきつく抱き締める。薄い布地が女性特有の弾力を生々しく伝え、鈴の身体は、まるで凍えるように激しく震えた。

			「んふ、こんなに震えちゃって……。あぁ……可愛い。鈴ちゃん、好き……大好き……」

			「あッ……はぁぁ……」

			　紗彩の囁きに耳朶をくすぐられ、鈴も熱くて深い吐息を漏らす。本当はあの娘から欲しかった言葉が、鈴の情緒を激しく揺さぶった。

			　頬に、掌が当てられた。自然に上向いた唇に、紗彩の吐息を熱く感じる。

			「…………!!」

			　焦点が合わないほど間近で、紗彩の長い睫毛がそっと閉じられた。呆けた頭にも彼女の意図を察し、さすがに躊躇する。

			「好き……」

			　甘い囁きに唇がくすぐられ、思わず引き込まれそうになった。でも、香佳への気持ちを断ち切れないまま紗彩に応えることはできない。なのに、迫る瞳から目を逸らせない。

			（…………この眼、どこかで……）

			　目尻は垂れ気味ながら、長い睫毛と切れ長の綺麗な眼。鈴の脳裏に誰かの面影が浮かんでくる。それはすぐに像を結び、紗彩に重なる。

			（……そうか。先輩の眼……何となく、きょうちゃんに似てるんだ……）

			　紗彩の顔に香佳が重なる。それは哀しみが見せた幻。そうと知りながら、胸を掻き毟りたくなるような悲哀に錯乱した鈴は、眼を閉じ、彼女の求めに応じていた。

			「ン、は……あっ……」

			　重なり合う唇。混じり合う吐息。身じろぎすると触れたところがわずかに擦れて、心地よさに頭の中がぼやける。

			（あれ……あたし、何を……！）

			　我に返り、そこで初めて自分がしていることを自覚した。

			（あぁ……あたし、キス……してるんだ……。先輩と……女の人と……）

			　それは、あの娘に捧げるはずだった、初めての口づけ。叶わなかった想いと、諦めにも似た罪悪感に胸が苦しくなる。

			「……ンッ！」

			　息ができないほど塞がれていたわけではないけれど、鈴は小さく身じろぎした。そのせいで、軽く触れ合うだけだった唇が簡単に外れる。

			「キス、初めて？」

			　紗彩の問いに、鈴は熱に浮かされたような顔で頷いた。こんなわずかな接触なのに、口元に生まれた快感で頬が火照る。できることなら、もっと素直な気持ちで初めてのキスを体験したかった。それが顔に出たのだろう。紗彩が、少し顔を曇らせる。

			「やっぱり、初めてがわたしでは嫌だった？」

			「ち、違います……。紗彩先輩が嫌なんじゃなくて、あたし……自分が許せない」

			　香佳を諦めきれないまま、紗彩とキスした自分が。そんなの、どっちにも失礼だ。香佳にも、紗彩にも。そう言うと、彼女は少し考え、そして悪戯っぽい笑みを唇に浮かべた。

			「なら……一緒に悪い子になっちゃいましょう」

			「悪い子？　一緒にって……？」

			「わたしは、好きな人がいる娘を誘惑せずにはいられない弱くて悪い人。あなたは、そんな誘惑に負けてしまう弱くて悪い子。……どう？」

			「先輩……」

			　そんなのメチャクチャで、デタラメだ。でも、鈴の心を少しでも軽くしようとしてくれている。同時に、自分の欲求を満たすことも諦めていない。

			（そんなの、ずるい。ずるくて……優しい……）

			　どう答えていいのか考えがまとまる前に、不意打ちのように再び唇を塞がれた。

			「んぐ!?　むーっ!!」

			　驚いて肩を押し返そうとする鈴の手首を押さえつけ、唇を捻ねじ込んでくる紗彩。甘い疼うずきに気が遠くなりかけ、慌てて紗彩の首にしがみついた。彼女も鈴を支えるようにしっかり抱き締め、押し倒す勢いで覆い被さってくる。

			「ン！　む……あふ、せんぱ…………ふぁ、あふぅぅ……」

			「鈴ちゃん……あぁ…………ちゅ、ちゅぱっ」

			　紗彩の唇が鈴のそれに、わずかな隙もないほどぴったり吸いつく。かと思えば、小鳥のように上下の唇を交互に啄ついばむ。

			（ダメッ！　こんなの……いけない……！）

			　紗彩はああ言ってくれたけど、よく考えたら恋人同士になったわけじゃない。それなのに、キスしている。悪いことと思っても、唇と唇が擦れる甘美な接触から逃れられない。心と身体が酔い痴れて、弄ばれるままに背筋を震わせてしまう。

			「あふ……ふぁ…………あぅンッ！」

			「あは……可愛い声。名前の通り、鈴みたいに、綺麗で可愛い……。ねえ、もっと聞かせて？　あなたの声、わたしに聞かせて……」

			「あ、そんな……先輩……ン、っむ……ん、きゅッ、ふぁぁぁ……」

			　唇と吐息を激しく吸われ、だんだん意識が朦朧となってきた。彼女にのし掛かられるままベッドに押し倒される。両手首を掴まれながら唇を貪られると、まるで辱めを受けているような錯覚に陥った。

			（やだ、恥ずかしい……でも先輩の唇、柔らかくて、熱くて……あたし……あぁッ!!）

			　甘美な恥辱に耐えきれず、腰が勝手にシーツの上でくねくね踊る。突き上げた顎を紗彩が吸い、そして唇に戻ると、さらに激しく、唾液ごと吸引する。

			「ちゅ、ちゅぱっ。ちゅ、ちゅりゅぅぅぅっ！」

			「ン、むぅぅぅっ！　せ、先輩、激し……あぅ、むあぁぅ！　あむ……みゅうぅぅッ!?」

			　不意に、蠢うごめくような感覚が腰の奥に生まれた。それはたちまちお腹の下辺りを覆い尽くし、恥ずかしい脚の付け根の中心へと集まってくる。

			（な……なにこれ……。やだ、やあぁぁぁん！）

			　香佳を想った時にも感じた股間の疼き。でも、こんなに激しいのは初めてだ。戸惑う間も、紗彩は鈴の頬を両手で挟み、下唇を甘噛みした。ちょっと待って欲しいのに、その余裕は与えられず、仕方なく内腿を擦り合わせ、必死に疼きをごまかそうとする。

			「はぁうン！　せ、先輩それ……それ、あ……！」

			「はぁ……はぁ……鈴ちゃん……好き、鈴ちゃん……あぁぁ……」

			　紗彩の喘ぎとともに、とろりとした唾液が半開きの口腔に零れた。それは、ほんの一滴。なのに鈴の舌先は敏感にそれを捉え、無意識のうちに喉の奥に流し込む。同性の唾液を口にする背徳感に、頭の奥がゾクゾク痺れる。
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			「先輩……さあや、せんぱい……」

			　呆けた鈴の唇をチュッと啄み、月明かりの逆光の中、妖しく光る紗彩の瞳。

			「あなたは、わたしのものよ……」

			　それはまるで、呪文のように鈴の心を縛った。キスしただけなのに、身と心の全てが紗彩のものになってしまったかのように、抗う気持ちが少しも湧かない。かぶりつくようなキスに、身体が悦び、のたうつ。

			「あ……先輩っ！　先輩っ……ふぁむ、あむ……ん、あむッ！」

			「鈴ちゃん……ちゅば、ちゅる、ちゅ……ちゅばッ」

			　学園で誰もが憧れる華姫様が、自分をこんなに激しく求めてくる。キスの快感に酔いながら、鈴は、紗彩という存在に圧倒されていた。

			（も、もう……窒息しそう……！）

			　何かが身体の奥から湧き上がる。熱くて激しく、妖しい感覚が怖くて、彼女のパジャマの袖をグッと掴む。すると、まるでそれが合図になったかのように、紗彩の手が股間に潜り込んだ。モジモジ擦り合わせていた内腿を割り、一瞬で身体の中心に到達する。

			「──!?」

			　パジャマと下着を挟んでいるとはいえ、自分のものでない指に恥ずかしい場所をまさぐられて鈴はパニックに陥った。

			「せ、先輩そこは……ひッ!?」

			　突き離そうとすると、紗彩の舌が口腔に侵入し、鈴の舌をぬるりと搦め捕った。同時に股間を擦り上げられる。

			「ンぐ!?　んむっ、むっ…………むぅぅぅぅッ!!」

			　上と下で起きた異常事態が、激しい痺れで身体を一直線に貫いた。怖くなって紗彩の肩にしがみつく。そんな鈴の反応を見ておきながら、彼女は指の動きを速めた。下着を食い込ませるように、恥ずかしい亀裂を何度も何度も激しく撫でる。

			「な、何これ……いやぁぁぁ……！」

			　初めての感覚に鈴は怯えた。お腹の奥で、何か熱い塊が渦巻いている。それは激流のように全身を駆け巡り、今にも身体が爆発しそうだ。

			「い……いや先輩！　怖い……助け……ンむ！」

			　でも紗彩は、助けを求める鈴の唇を淫靡な笑みで塞ぎ、舌で嬲なぶった。

			「あは……鈴ちゃん、イッちゃうの？　いいわ……イカせてあげる……」

			「イ……イッちゃう？　イクって……あぁぁッ!?」

			　彼女の指が、性器の敏感な突起を擦った。同時に舌を舌で擦られ、甘美で鮮烈な電流が頭から爪先まで一瞬で駆け抜ける。

			「先輩、先輩！　あたし、あた……っ、あたし……いやぁぁぁぁあッ!!」

			　悲鳴が迸る。背中がしなる。眼を見開いて激しく仰け反る。自分の身体に何が起きたのか理解する前に、鈴の意識は、真っ白な世界へと飛んでいった。

		

	

			第二章　サヨナラきょうちゃん

			


			「お……おはよう、ございます……」

			　普段なら、お嬢様たちの爽やかな挨拶の声が、まるで小鳥のさえずりのように交わされるであろう登校風景。しかし今朝は、みんなどこか戸惑い気味。無理もない。学園の象徴的存在である華姫様が、パッとしない地味な転校生を従えてご登場なのだから。

			「ほら、みんなが変な顔で見ているわ。ちゃんと並んで歩きましょうよ」

			「い、いえ先輩……。そういう問題ではないと思います……」

			　根本的に認識を間違っている。鈴が紗彩と一緒にいること自体が、みんなに怪訝な顔をさせているのに。いくら本人に催促されようと、申し訳なさそうに三歩後ろを行くのが精一杯。ましてや肩を並べて歩くなんて、彼女のファンにケンカを売るようなもの。

			　案の定、逆の意味で、鈴はすっかりクラスの人気者だ。

			「華姫様と一緒のご登校。うらやましいですわぁ～」

			「わたくしたちなんて、お近づきになるだけでも夢のようですのに」

			　席に着くなりクラスメイトによる嫉妬の嵐。皮肉の波状攻撃。鈴にできるのは、せいぜい「すみません……」と首を竦めることだけ。

			（スターのお気に入りになるのって、大変なのね……）

			　もちろん、紗彩に対する熱の入れようには個人差があるのだろうけど、そもそも内気で人づきあいが苦手な鈴には、ほんの数人に嫌味を言われるだけで、学園中が敵に回ったかのような感覚に陥った。おっとりした校風は自分に合っていると思っていたのに、これだから女社会は油断がならない。

			（やっぱり、昨日、部屋の件を話しそびれたのが痛いかも……）

			　だったら早く説明すればいいだけの話。だけど、常日頃、他人との会話を可能な限り避けてきただけに、いったんタイミングを逃すと、どう仕切り直せばいいのか分からない。

			　始業のチャイムが鳴って、皮肉部隊も各々の席に散っていく。

			「はぁ……」

			　溜め息が漏れた。ますます人づきあいが苦手になりそうだ。それに鈴を悩ませているのは、クラスメイトによる嫉妬だけではなかった。

			　昨夜のことを思い出すだけで、気分が変になる。そっと唇を指でなぞると、あの胸が高鳴る感触が、まざまざと甦る。

			（あたし……紗彩先輩と……）

			　キスをした。初めてのキスを、同性と。香佳には自分から求めたとはいえ、内気な自分が、誰かとキスをする日が来るなんて。ましてや、それ以上の行為なんて想像すらしていなかった。頭が真っ白になって、身体の中で何かが弾けて、その先は何も覚えていない。

			（あれが……イクってこと、なの？）

			　鈴だって、人並みに興味はある。若者向けの小説や文芸書にだって、性に関する描写は少なくない。でも、知識を溜め込むばかりで、実践は皆無だった。自分で自分の身体を慰めるひとり遊びだって、何となく怖くて、したことがない。恋人どころか友達も少ない鈴にとって、性行為はリアルではなく、フィクションの中の出来事に過ぎなかった。

			　それなのに。

			「はぁ……」

			　放課後になっても、鈴は図書室で何度も溜め息を吐いていた。思ったより大きな吐息になり、慌てて片手で口を塞ぐ。そして周囲を見渡して、中途半端に残った息を、掌の内側でゆっくりと吐き出した。

			（……行き場所がないって、困るな）

			　昨日、ちゃんと学園内を案内してもらっておけばよかった。孤独を好む文学少女は、ただでさえ落ち着いて本を読める場所探しに苦労するもの。まだ寮と教室間のルートしか知らなかったけど、たまたま見つけた案内板で、この図書室に辿り着いたのだった。

			　一度は、あの温室に足が向きかけた。他に知ってる場所なんてなかったから。でも紗彩と顔を合わせづらいのに、その彼女のテリトリーに行くのは本末転倒。

			（紗彩先輩のこと、嫌いになった？）

			　眼を閉じ、自分に問い掛けてみる。彼女の顔を思い浮かべても、嫌な気持ちにはならない。ただ、今は会うのが怖かった。自分でもうまく説明できない漠然とした不安が、紗彩から足を遠のかせていた。

			　部屋に戻ってもよかったのかもしれない。華姫様の仕事がどんなものかはよく知らないけれど、きっと多忙なのだろうし、すぐには帰ってこないはず。でも、せっかく見つけた図書室だし、ゆっくりしていくのも悪くない。

			（結局、あたしの逃げ場は本だけか……）

			　自嘲しながら、本から顔を上げた。

			　二階建て吹き抜け構造の図書室は書架がぎっしり。一階に閲覧室、二階に自習席が設けられ、そのいずれも八割がたが埋まっていた。読書をしている人と、勉強をしている人が半々といったところ。呑気な校風とはいえ、良家のお嬢様方には、それなりの成績が求められるのだろう。それに比べて今の鈴は、机に開いた本の内容すら頭に入ってこなかった。こんなに読書に集中できないのは初めてだ。

			（あ……。また、これ…………）

			　身体に起きた異変に眉を顰める。唇だけじゃない。今日は一日中、脚の間が疼いて仕方がなかった。紗彩に触れられた場所が、熱い。それは授業中も続き、忘れようとすればするほど意識はそこに集中し、鈴を悩ませる。あの、気を失ってしまうほどの甘い衝撃。怖いと同時に、また体験したいという気持ちが、心の隅でむくむくと頭をもたげる。

			（したいの？　また、あんないやらしいこと。……違う、びっくりしただけ！）

			　自問自答と、自分への言い訳の繰り返し。もはや読書どころではなくなって、衝動的に立ち上がる。床と椅子の擦れる大きな音に、かなりの人数が鈴に非難の目を向けた。

			「す、すみませぇん……」

			　蚊の鳴くような声で謝って、唐突に立ってしまった不自然さをごまかすため、本を二階の書架へ返しに行く。

			「仕方ない……。これは後で読み直すとして……」

			　別の本を求めて、狭くて薄暗い書架の間を物色して歩く。学園の規模に対して蔵書は豊富。背表紙を眺めていれば、きっとあれやこれやの悩みも忘れられるはず。

			「行政関係に……各種資格？　お堅いのが多いなぁ。こっちは趣味関係か。編み物、料理……あ、ぬいぐるみの作り方。きょうちゃんて、ああ見えてこういうの好きなんだよね」

			　独り言にハッとする。少しでも気が緩むと、まるで隙を突くように、あの少女の名前が出てくる。愕然とした鈴は、書架にもたれかかり、自分の肩を抱くようにして、ズルズルとしゃがみ込んだ。

			「きょうちゃん……」

			　震える声で呟く。その背中に、いきなり誰かがのし掛かってきた。

			「りーんちゃん♪」

			「きゃあっ!?」

			　静寂であるべき図書室に、甲高い悲鳴がこだまする。そこにいたほぼ全部の女生徒たちが、声の出所を探して顔を上げた。しかし見当たらないと知ると、小さな憤りを抱えながらも興味を失い、自分たちの作業に戻っていった。

			「……もう。鈴ちゃんたら、図書室で大きな声を出したらダメでしょ？」

			「むぐ……むぐぐぐ…………ぷはっ！」

			　口を塞いでいた手を振り払い、自分を脅かした相手の正体を確かめるけど、それには及ばなかった。鈴にこんなことをする人は、この学園にひとりだけ。

			「探しちゃった。こんなところに隠れていたのね」

			「やめてください、紗彩先輩。もし誰かに見られたら……」

			　こんなところを紗彩ファンが通りかかったら、また余計な恨みを買ってしまう。図書室を行き交う人の目が気になって、彼女を引き剥がそうと必死にもがく。しかし紗彩はお構いなしに、鈴を背中から抱き締め離さなかった。

			「これでも人前では我慢してるのよ？　今朝だって、手を繋いで登校したかったのに」

			　できればずっと我慢して欲しい。でないと、今度はクラスメイトの皮肉くらいじゃ済まない。眼で非難の意を示そうとしたけれど、直前に思い出した香佳のことで、その気力すら湧かなかった。

			　沈んだ横顔を覗き込み、紗彩が鈴の手を取る。

			「いらっしゃい。ちょっと、お話しましょう」

			　温室の床に真新しい養生シートを広げ、ふたりは並んで座った。抱えた膝に顔を埋める鈴を、紗彩は、正座を崩した横座りで見守るように見詰め、睫毛を震わす。

			「昨日は、ごめんなさい」

			　やはりその話。予想はしていたけど、何と答えていいか思い浮かばず、鈴は黙って顔を伏せた。あまりに長い沈黙に、紗彩は悲嘆に暮れたような呟きを漏らした。

			「……やっぱり、怒っているのね」

			「ち、違います！」

			　慌てて顔を上げる。黙っていれば、そう受け取られるのは分かっていたはず。会話が下手な自分に、鈴は軽い憤りを覚えた。

			「その……違うんです。怒るとか、そんなことは全然なくて……。キ……キスにびっくりしたっていうか、それだけで……」

			　それに、あんなところまで触られたら、誰だって驚きます。

			　そう付け加えようとしたけれど、そこまで生々しい話なんて口にできない。思い出すだけで恥ずかしく、真っ赤になって俯いてしまう。それでも、嫌っていないことだけは伝わったのか、紗彩の表情から硬さが取れた。

			「あぁ、よかった……」

			　大袈裟に胸を撫で下ろす紗彩は、とても学園のアイドルとは思えない。鈴も、彼女を困らせたり悲しませたりしたくはなかった。

			「どうして……先輩は、あたしのことなんか気にするんですか？」

			「なんか、なんて言っちゃ駄目。あまり自分を卑下するものではないわ」

			「す、すみません……」

			　前にも同じことを言われた気がする。少しも成長していないと指摘されたようで、余計に自分が駄目な子に思えてきた。

			　再び黙り込んでしまった鈴を、紗彩が困ったように見詰めてくる。

			「…………わたしとキスするのは、困る？」

			　どうしよう。彼女を悲しませたくない。キスだって、嫌な思いをしたわけじゃない。でも困るのは事実。答えに窮して視線が定まらずにいると、彼女に髪を撫でられた。

			「正直に言って。でなければ、またあなたを困らせてしまうわよ？」

			「え……きゃっ!?」

			　紗彩の吐息が頬に当たり、小さな悲鳴で身体を引く。彼女をまっすぐに見詰め返せず、視線を逸らして、囁きのようなか細い声を辛うじて絞り出した。

			「だって……あの……あたしと先輩、恋人じゃないし……」

			「まぁ……」

			　その指摘に、彼女は今さら重大な事実に気づいたように眼を真ん丸にして驚いた。これで少しは自重してくれるだろう。そう思っていたのに。

			「じゃあ、恋人になりましょう」

			　正座で正対した紗彩が、唐突に、無邪気な笑顔で申し出てきた。あまりのことに言葉を失う。戸惑いと、高揚が交互に胸を行き来する。

			　学園中の女生徒から慕われ、尊敬される人が、何の取り柄もない自分を好きだと言ってくれる。胸につかえるものが何もなければ、無邪気に喜んでいたかもしれない。でも。

			「…………だめです」

			「それは、きょうちゃん……のことを、忘れられないから？」

			　今度は鈴が目を丸くした。どうしてと尋ねる前に、紗彩が種明かしをする。

			「ごめんなさい。さっき図書室で、その名前を呟くのを聞いてしまったの」

			　そういえば、無意識に呼んでいたかもしれない。独り言を聞かれたと知って、顔が急速に赤くなる。

			「そのきょうちゃんが、あなたの告白のお相手？」

			　ライバルとでも思っているのか、それとも、その娘がいまだに鈴の心を縛っているのが悔しいのだろうか。見知らぬ少女の名を口にする紗彩の瞳が、切なげに揺れる。寂しそうな彼女の顔を見ていると、鈴も黙っているのが心苦しくなってくる。

			　鈴を見詰める悲しげな眼差しが、どことなく香佳に似ている切れ長の瞳が、まるで責めるように鈴を苦しめる。

			「きょうちゃんは……あたしの、たったひとりの友達です。本当に、大切なお友達で……人づきあいが苦手なあたしを、いつも守ってくれてました」

			「だから、好きになっちゃった？」

			　そんなにストレートに言われると恥ずかしい。まるで妹の恋愛話を聞く姉のような、優しくも、からかい含みの紗彩の笑みに、鈴は機嫌を損ねた素振りで唇をキュッと結ぶ。

			　でも、その反応で、彼女の表情も真剣なものに戻った。

			「自分は、誰も好きになってはいけないって言ってたわよね。その娘のことを傷つけてしまったからだって」

			　紗彩の問いにコクリと頷く。すると彼女は、今まで見せたことのないような、憂いに満ちた表情で、深い溜め息を吐いた。

			「羨ましい……」

			「──え？」

			「羨ましいわ。鈴ちゃんに、そこまで想われている、その娘が」

			　意外な言葉に、鈴はちょっと面食らった。

			　迷惑しているとしか思えないのに。今頃は、鈴がいなくなって安心しているに決まっている。また紗彩に叱られそうで口にはしないけど、鈴は、ずっとそんな思いに囚われ続けている。だから、羨ましいという反応は、驚きしかなかった。

			「何ていうお名前なの？　その、きょうちゃんは」

			　嫉妬を隠さず、苦笑しながら紗彩が尋ねてきた。口を開きかけ、思いとどまる。

			「聞いてどうするんですか？　……まさか、先輩のお父様の力を使って、きょうちゃんに酷いことするつもりなんじゃ……」

			「……あら、それも悪くないわね」

			　にわかに、紗彩の眼が意地悪そうに細くなる。

			（もしかして……やぶ蛇!?）

			　余計な知恵を与えてしまった。嫌な予感に、蒼くなって怖れおののく。

			「そんなの駄目です！　そ、そうだ！　きょうちゃんのお父様は代議士さんだから、いくら先輩がセレブでも、ただでは済みませんよ!?」

			　慌てる鈴がよほど面白かったらしい。紗彩は意地悪な顔を崩し、クスッと吹き出した。

			「冗談よ。鈴ちゃんの大事な人に変なことするわけないでしょう。もぉ、人を極悪人みたいに……。ただ、そこまであなたに想われている人が何者なのか、知りたいだけ」

			「そ、そうですよね……」

			　きっと、お嬢様方に囲まれた慣れない環境のせい。妄想でおかしなことを口走ってしまった。胸に手を当て、深呼吸して冷静さを取り戻す。

			「えっと……きょうちゃんは、香佳っていいます」

			「…………きょうか？」

			「ええ。鹿波香佳です」

			　フルネームを告げた途端、紗彩の眉が真ん中に寄った。まるで、嫌な話を聞いてしまったかのように。彼女らしくない感情表現に鈴も小さな戸惑いを覚え、小首を傾げる。

			「……先輩、聞き覚えでも？」

			　滅多にない名前だと思うので、もし知り合いならすぐ分かるはず。しかし彼女は、何事もなかったかのような顔で首を横に振り、そして、鈴の肩を抱き寄せた。

			「いいえ。でも……その香佳さんも、もったいないことをしたわね」

			「もったいない……ですか？」

			「そうよ。こんなに可愛い娘の告白を袖にするなんて。わたしなら、絶対に考えられないわ。きっと有頂天になって、自分からキスしてしまうわ。……こんな風に……」

			「紗彩先輩……？」

			　紗彩の眼つきが変わる。押し殺してはいるけれど、おどけて作った笑みの下に、彼女の隠しきれない不快さが顔を覗かせる。

			「あ、だめ……んッ!!」

			　それに気づいた時には、唇を塞がれていた。敏感な粘膜が擦れ合う、ゾクリとした気持ちよさに、思わず眼を閉じてしまう。

			「あ……だめです！　やめてくださ……きゃあっ!?」

			　我に返って彼女を押し戻した。でもその反動で、鈴の身体がバランスを崩した。仰向けにひっくり返りそうになり、咄嗟に紗彩の腕を掴む。

			「きゃあぁっ!?」

			　しかしその足掻きも虚しく、ふたりで悲鳴を上げながら養生シートに倒れ込んだ。

			「げほっ……けほけほっ……！」

			　悲惨なのは鈴だった。背中を地面に打った上、紗彩の袖を掴みっぱなしだったので、そのまま自分の方へ引っ張り込んで彼女の全体重が胸を直撃。上からプレスされて軽く呼吸困難に陥る。

			「かはっ……。せ、先輩……大丈夫ですか？」

			　紗彩もどこか打ったのだろうか。身動きひとつ、しようとしない。いきなりキスしてきた彼女が悪いのだけど、道連れにしてしまったのは鈴の方。この場合、どちらが自業自得なんだろうと心の中で首を傾げながら、とりあえず声をかけてみる。

			「先輩……紗彩先輩!?」

			　反応がなかった。鈴の肩に顔を埋め、全身がぐったりと弛緩している。下になった側は無事なのに、どうして。顔から血の気が引き、彼女の肩を掴んでガクガク揺さぶる。

			「先輩！　紗彩先ぱ……ぃひゃあぁぁっ!?」

			　呼び掛けが途中で奇声に変わった。首筋を、生温かくて柔らかい、妙に湿った何かが這ったからだ。気づけば、紗彩の肩がぷるぷる震えている。

			「せ……せんぱいっ！　何するんですか!?」

			「だーってぇ、鈴ちゃんが一生懸命なのが可愛くて……つい」

			「つい、じゃありませんよ！　もう、心配したのに……」

			　気絶したふりをして、鈴を笑っていたわけだ。心配して損した。というより、からかわれたのが悔しくて恥ずかしい。

			　でも、憤って起こそうとした身体が、紗彩の全体重に押さえ込まれた。

			「ど……どいてください！　へ、部屋に戻り……ます、から……んッ！」

			「だーめ。ここで一緒に遊びましょ。……えい♪」

			「ひッ!?　……きひぃぃあぁぁぁ……！」

			　さっきの奇妙な感覚の正体、紗彩の舌が頸動脈を下から上に撫でる。寒気にも似た、でも全く違う熱い痺れに、鈴は全身を強張らせた。仰向けのまま足が爪先を立てて、両膝が浮き上がる。まるで、紗彩の身体を挟むように。

			　その反応に気をよくしたのか、彼女の眼が満足そうに細められた。首筋を這い上がった舌で、鈴の下唇をペロリと舐める。

			「んふ……でも嬉しいわ……。まさか、あなたの方から誘ってくれるなんて。ふふっ、こんな風に押し倒されるのが、鈴ちゃんのお好み？」

			「こ……これは、違……違いますっ！」

			　確かに、鈴が紗彩を誘い込んで倒れたように見えなくもない。押し返そうにも、運動不足で非力な上に、仰向けの姿勢ではそれも叶わない。紗彩も、長身で豊かなお胸をお持ちとはいえ、体格そのものは華奢な方なのに。

			「あん、暴れないで……」

			「でも、待って……あッ!?」

			　上半身に気を取られていたら、妖しく蠢く指先が太腿をなぞり上げた。鈴の足掻きも意に介さず、スカートを捲り上げ、強張って敏感になっている肌を、刷は毛けのような微細なタッチでくすぐり撫でる。

			「いッ……ひ……ッ！」

			　ひと撫でされるたび静電気が走り、鈴の脚が、腰が、痙攣するように跳ねる。まるで、肉食獣に捕らえられた獲物の気分だ。か細い喉から甲高い喘ぎが漏れ、押し返そうとしていたその手で、紗彩の肩にしがみついた。

			「鈴ちゃん……好きよ……好き……」

			「せ、先輩……いけません……駄目だってば……！　あふぅっ……。こ、こんなとこ見られたら……先輩が困るんじゃ……ン、きゅふぁっ！」

			「今日の作業は終わったの。もう誰もここには来ないわ。安心して」

			「そ、そんな……あみゅ……ンぷぁっ」

			　彼女の立場を利用して脅かしてみたけど、空振りに終わった。それどころか、紗彩は平然と下着の際きわの鼠径部にまで魔の手を伸ばし、嬲るようにくすぐり始める。

			「あぁぁう！　はふ……そ、そんなとこ……イッ、あん、やぁぁん！」

			　触られているのは脚の付け根。なのに、もどかしいような静電気が股間を走った。

			（こ、これって……また……あっ！）

			　まだ、直接あそこに触られたわけじゃない。でも気持ちとは無関係に、身体が昨夜の感覚を思い出していた。全身が蕩けてしまいそうな大きなうねり。あの時は、未知の感覚を怖がっていたはず。なのに今は、またあれを味わいたいと言いたげに、脚の間の器官が激しく疼く。

			（ち、違う！　あたしは、あんなの……あんなの……はぅ!?　あ、ふぁ!!）

			　いくら否定してみても、いつまで経っても核心部に触れようとしない指に、身体の方が焦れてきた。失禁しそうな焦燥感に襲われて、内腿を擦り合わせたいのに、脚の間の紗彩が邪魔でそれもできない。しかも彼女は、切なげに身体をくねらせる鈴の動きを目ざとく見つけて、薄く微笑んだ。

			「あら？　鈴ちゃん、おしっこ？」

			「ち……違います！　違いますけど……でも……ッ！」

			「でも、なぁに？」

			「わ、分かりません……分かんない……!!」

			　股間に切羽詰まった熱さと湿り気を感じ、本当に漏らしてしまうかと思った。でも普段感じる尿意とは違う気もするし、困惑と混乱に陥り夢中で頭を振り立てる。

			「あふ……ふぁ……何これ……あふ、あふっ……ンきゅあ……っふ……やぁあぅ！」

			　仰け反らせた喉を紗彩の舌がねっとり舐め上げ、そして、喘ぎを吸い込むように唇を重ねてきた。

			「ふふっ……鈴ちゃんの声、可愛い……大好き。ね、もっと聞かせて……もっと鳴いて」

			「そ、そんなこと言われても……きゅふぁっ！」

			　唇を舐められ、啄まれる。本気で逃げようと思えば、できるのかもしれない。でも優しくキスされると、なぜか力が抜けてしまう。それでも顔を背けようとすると、今度は内腿の筋を爪でなぞられ、抵抗する力を奪われる。そしてまた唇を奪われるという、悪夢のような無限ループ。

			「鈴ちゃんの唇、ぷにぷにぃ……。ねぇ……もっと気持ちいいキス、する？」

			「も……もっと……？」

			　吐息と、薄い皮膚一枚だけが触れ合う距離で囁かれ、鈴は朦朧としながら首を傾げた。しかし紗彩も、そんな相手の返事など最初から待つつもりはなかったようだ。息を荒らげる鈴の髪を撫で、うっとりと眼を閉じながら顔を寄せてくる。しかし直後に襲った衝撃に、呆けていた鈴はカッと眼を見開いた。

			「──!?」

			　半開きの唇から、弾力のある湿った舌が入り込んできた。慌てて口を閉じるけど、すでに大半の侵入を許し、唇で挟み込む形に。残りの本体も、執拗な愛撫で力の入らない鈴の抵抗などものともせず、強引に割り込んでくる。反射的に自分のものでそれを阻もうとしたら大量の唾液でずるりと滑って、二枚の舌は抱き合うように擦れ合った。

			「あぶ……っ、ンふぁ…………あぁぁッ!!」

			　味蕾のざらざらが起こす摩擦で、信じられないほど強烈な痺れが背筋を走る。紗彩はすかさず背中に腕を回し、鈴の身体を抱え込んだ。同時に、内腿で遊んでいた指が一気にスカートの中へと滑り込む。下着に包まれた秘部、その中心線をなぞる動きに釣られて、鈴の腰が小さく跳ねる。

			「ヒッ、あッ……やっ……あぷぁ……！」

			　短い悲鳴のような喘ぎは、口腔内を遊ぶ舌に搦め捕られた。自分の身体の上と下で同時に起きていることが、次第に理解できなくなってくる。身体が制御できない感覚に翻弄されて、紗彩の思うままに弄ばれる。

			（だ……めっ……！　意識をしっかり保たなきゃ……）

			　内腿を締め、股間を苛める指の動きを封じる。でもそれは逆効果だった。下着の上から敏感な溝をカリカリと集中的に引っ掻かれ、総毛立つような痺れが全身を覆い尽くす。

			「あ、ああ……あふぅぅあぁぁ……だ、だめぇぇぇぇ……！」

			　喘ぎが止められない。紗彩の好き勝手に口腔の蹂躙を許してしまう。舌の表面を舐め上げられて、電気ショックでも受けたように手足の指が激しく痙攣する。

			（や……口の中……うずうずするぅ……。べろが……あそこが……が……あぅ……っ！）

			　口に溜まった唾液を、卑猥な粘着音とともに吸い上げられた。頭の芯がクラクラするような甘ったるい衝撃に、思考の中でさえ言葉にならない。

			「あぷっ……ぅじゅ……。はぁ……はふぅあぁぁぁ……」

			　涙で焦点の定まらない視界の中で、紗彩が淫靡な笑みを浮かべる。

			「……ぷぁ。ふふっ、はぁ……鈴ちゃんの唇、ぷにぷにで気持ちいい……。どう？　こういうキスも素敵でしょ」

			「は、はぁ……はぁ……キ、キス……これが？　……ふぁぁンっ!?」

			　再び口を塞がれた。くちゅくちゅと、口の中で掻き回される唾液の音。舌と舌が触れ合う甘い痺れ。知らなかったわけではない。いくつかの本の中にも、ディープキスの描写はあったから。

			（でも、こんなに気持ちいいなんて、どこにも書いてなかっ……）

			　ハッとした。呆けた頭で自分が考えたことに、愕然とする。

			（気持ちいい？　あたし、紗彩先輩とのキス、気持ちいいって思ってる……？）

			　瞳を覗き込む紗彩の視線に心を覗かれたような気がして、慌てて顔を背けた。その拍子に、混じり合った唾液が糸を引き、鈴の頬にべっとりと付着する。その濃厚さに、いかに自分が彼女との口づけに夢中になっていたのかを知り、驚かずにいられない。

			　紗彩が、濡れた自分の口元を舌で舐める。全生徒の模範となるべき華姫様にあるまじき、卑猥な表情。なのに鈴の胸は高鳴って、何かを期待するようにゾクゾクした。

			「鈴ちゃん、いい顔になってきた……。いやらしいことが大好きな、女の子の顔……」

			「そ、そんなことありません……っ！」

			「いいえ。その証拠に……」

			「ンひッ!?」

			　紗彩が髪を撫でる。たったそれだけで、まるで神経を直に触られたように、身体が痙攣を起こした。

			「ほら。気持ちよくなってる……ここも……」

			「あふぁっ。そ、そこぉ……！」

			　髪の異常な過敏さに気を取られて脚が緩んだ。紗彩の指が、下着の股布から忍び込む。

			「先輩……先輩！　うそ、そんな……はぁう……はぐっ……あ、あぁぁ……!!」

			　一瞬、意識が飛んだ。混乱した。自分でも触ったことのない恥ずかしい場所に、自分のものでない誰かの指が触れている。下着越しの時なんか問題じゃない。直に性器を掻き回される生々しい感触が、鈴をパニックに陥れた。

			「は……離して！　こ、こんなの……こんなの、はぅ！　は……はぁぁぁ!!」

			　身体が本能的に抵抗する。必死に身を捩って逃れようとする。

			「だーめ」

			　そうはさせまいとするように、指が割れ目に食い込んだ。その衝撃でお尻が浮いて、自由に動く余地を彼女に与えてしまう。

			「あは……鈴ちゃんのここ、柔らかい……熱い……」

			「やめてください！　先輩がこんなこと……こ、こんな……きゃぁうっ!!」

			　紗彩は鈴の肩を抱え込み、舌を使ったキスで抗議の声を遮った。しかも膝に脚を引っ掛け、閉じるのを許さない。開脚を強いられた状態で、いいように性器を嬲られてしまう。

			「あぶ……きゅふ…………ふぁン！」

			　恥裂に沿って指が滑る。細かく震わせながら円を描く。谷底深く食い込んでいく圧迫感に、思わず彼女の舌に吸いついてしまう。下半身を襲う衝撃に耐えきれず、養生シートを両手で掴んだ。硬さを残す新品のビニールが、身体の下でガサガサ鳴る。耳で反響するその音が、鈴にはやけに卑猥に聞こえて、ますます思考を鈍らせた。

			「やめて……やだ、恥ずかしい……。いやぁ……いやぁぁぁぁっ！」

			　泣きそうな悲鳴とは裏腹に、鈴は紗彩にしがみついた。両腕を跳ね上げ、彼女の首に夢中で抱きつく。本当は跳ね飛ばしたいのに、下半身を覆う未知の感覚が怖くて、それをもたらす張本人に助けを求めてしまう。

			「鈴ちゃん、自分でここを触ったことないの？」

			「そ、そんなこと……ないです！　あるはず……」

			「あら、そうなの？　でも……」

			　必死に否定すると、紗彩は意外そうな顔で指を動かした。くちゅくちゅと、謎の水音が耳をくすぐる。たっぷり掻き回し、鈴を喘がせると、指を下着から引き抜いた。

			「こんなにいっぱいグショグショなのに？」

			　鈴は目を剥いて、眼前にかざされたものを凝視した。紗彩の人差し指と中指が、濡れている。透明な液をべっとり絡みつけて、午後の陽射しに光っている。

			「んふ、すっごい……。オナニーをしたことはなくても、知っているんでしょ？　女の子が、ここを濡らす意味を」

			「そ、それって……」

			　紗彩の囁きに息を飲む。知っていたから。知識としてではなく、経験として身に覚えがあったから。

			「そうよ。鈴ちゃんは、わたしとのキスで、欲情しちゃったの」

			　頭を殴られたような衝撃に目眩を起こす。香佳のことを考えて、下着を濡らした数知れない夜の記憶。それを覗き見されたような気がして羞恥に身体が竦み上がる。

			（で、でも……こんなにいっぱいなんて……！）

			　湿り気程度しか知らなかった鈴は、その量に目を疑わずにいられなかった。

			　紗彩の指を濡らし、今にも糸を引いて滴り落ちそうな、卑猥な粘液。それが、自分の身体が吐き出したものだなんて。しかも彼女は、唖然とする鈴の前で、あろうことかその淫液を、ぺろりとひと舐めしてみせた。

			「きゃあぁぁ!?　そ、そんなことしちゃ駄目です先輩！」

			「構わないわ。鈴ちゃんの、とってもおいしい……ん……」

			　彼女は聞く耳など持たず、淫液をすっかり舐め取ってしまった。最後に、唇の端についた雫を舌で拭う。チロリと動くその赤さが信じられないほどいやらしい。

			「ふふっ。すっごい……あんなにイヤイヤって言っていたのに、鈴ちゃん、わたしのキスで感じていたんだ？」

			「ち……違……」

			「なーんにも知らなそうな顔して、エッチな娘」

			「違います！　あたし、エッチなんかじゃありません!!」

			　ひどい言い掛かりだ。しかし紗彩は、涙目になって抗議する鈴の髪をなだめるように撫で、その手を取って自分の方に導いた。何をするのかと見ていたら、彼女のスカートの中に消えていく。

			「え──!?」

			　驚いたのは、その行動にではなかった。指先に、熱いぬかるみを感じる。

			「……分かる？」

			　分かるも何も、まるで温かい油に指を突っ込んでいるかのよう。彼女の下着の中は、どうしてと思わずにいられないほど、とろとろに濡れていた。ぬめりが指に絡みつき、流れ落ちた雫が掌に小さな水溜まりを作る。きっと鈴のなんかより、ずっと量が多い。

			「わたしも……エッチなの……」

			　それまで辱めの言葉を吐いていた紗彩の笑みが、恥じらいの朱に染まる。モジモジと内腿を擦り、鈴の手を挟み込む。指先に感じる、彼女の温かい欲情の蜜。それが、まるで胎内に流れ込んでくるように、鈴のお腹を熱く疼かせた。

			「好き……鈴ちゃん……」

			「せ、先輩……」

			　切なげな紗彩の声が、胸を締め付ける。濡れた瞳に見詰められると、胸がドキドキ高鳴って、どうして彼女のキスを嫌がっていたのか思い出せなくなる。

			　鈴の唇が、半開きになって吐息を漏らす。欲情に潤んだ紗彩の眼が、ゆっくり近づく。

			　でも皮肉なことに、その瞳が紗彩を拒んでいた理由を思い出させた。彼女を見るたび香佳の恨みがましい顔が浮かんで、鈴を責める。

			　その戸惑いを見抜いたように、紗彩は頬に優しく口づけた。

			「あなたは何も悪くないの。でも、どうしても自分を許せないというのなら……」

			「え……あっ!?」

			　紗彩の手が、ブラウスの上から胸を捉えた。キスに酔っている間にでも外されたのか、ブレザーのボタンが全部外されている。掌を、控え目な膨らみの頂点に乗せ、転がすように撫でてくる。

			「身体だけでも気持ちよくなりなさい。快感に酔って、もっともっと悪い子になって、きょうちゃんに嫌われなさい。……それが、きょうちゃんのためにもなるのよ」

			　何を言っているのか分からない。どうしてそれが、香佳のためになるのだろう。しかし考える余裕は与えられなかった。再び股間に潜り込んだ指が恥裂を掻き回し、思考を中断させられてしまう。

			「ひぁ！　あ、だめ……んっ……んぎゅッ……きゅふぅぅあぁぁぁ……！」

			　紗夜の中指が恥裂に分け入り、素早く擦る。どんなに唇を噛んで耐えようとしても、身体中を駆け巡る淫靡な熱が鈴を激しく悶えさせた。その間に、彼女のもう一方の手がブラウスをはだけにかかる。

			「や……やぁぁぁん！」

			　暴れる鈴の眼に映る、半透明のガラスの壁。ここがどこなのかを思い出し、でもそれを認識しながら、身体の中心を嬲る愛撫の前に何も抵抗することができない。

			「こ、こんなところで……先輩っ……あぁっ！」

			　為す術もないまま、半裸の身体が晒された。飾り気のない、シンプルな純白の下着が紗彩の目に晒される。しかも、それだけでは済まなかった。彼女はブラを躊躇することなく押し上げて、その下の素肌、乳房をはだけたのだ。

			「きゃあぁぁぁぁっ!?」

			「あはぁ……可愛いおっぱい……」

			　鈴の悲鳴など聞こえていないように、感嘆の溜め息を吐く紗彩。彼女の視線を感じ、まるで電流を通されたように先端部がピリピリ痺れる。

			「見ないで！　やぁぁぁ……恥ずかし……いや……や……あっ!!」

			「そんなことないわ。鈴ちゃんのおっぱい、とっても可愛い……。素敵……。ちょっと控え目サイズだけど、鈴ちゃんにぴったりの可愛いおっぱい……」

			「いやぁぁぁ……言わないでぇぇぇ……」
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			　紗彩が耳元で囁き掛ける。何度も「おっぱい」を強調しながら。裸の胸が凍えるように小刻みに震える。でも、温室の熱気で肌は火照り、汗でびっしょり。ただし、相反する身体の反応なんて疑問に思う暇はなかった。紗彩が、いきなり左の先端に食いついたのだ。

			「きひぃぃぃぃッ!?」

			　前触れのない暴挙に悲鳴が迸る。乳輪を丸ごと頬張り、舌で硬く尖った蕾を爪弾く。ひと弾きごと、まるで電流のスイッチが入るように、身体中に鮮烈な痺れが走る。

			「ん……ちゅ。ちゅぱちゅぱ、れろっ」

			「いぎッ……ひ、あっ！　お……おっぱい……吸っちゃダメぇぇぇぇ！」

			　彼女は股間の愛撫も再開し、二ヶ所を同時に責め始めた。二本の指で、性器の襞を小刻みに震わせる。胸と股間の振動で肌が粟立ち、背筋から頭を甘美な痺れが突き抜ける。

			「しぇんぱ……いッ、しぇんぱいっ！　りゃめっ！　りゃめぇぇぇっ!!」

			　もはや呂ろ律れつも回らない。耐えがたい激しい感覚に身体を捩り、お尻をくねらせる。それでも紗彩は、まるで磁石のように貼り付き離れない。絶え間ない責めに、身体の奥で得体の知れない熱さがぐつぐつと煮えたぎる。

			（な……なに？　何か……来る……熱いの来る!!）

			　予感に身震いする。昨日の夜に紗彩から与えられた、めくるめくあの感覚。でも、今来そうなうねりは、それとは比較にならない大きさ。飲み込まれる恐怖に、お尻を波打たせながら思わず手を伸ばす。

			「せんぱい助けて！　怖い……やぁぁぁ!!」

			　その手を紗彩の左手が掴んだ。掌を合わせ指を絡ませ、鈴も力いっぱい握り返す。まるでそれが合図だったかのように、紗彩が乳首に歯を立てた。

			「きッ……ひぃぃぃぃッ!?」

			　同時に、股間でも指が恥穴に突き立てられた。乳首を捻じられ、股間を抉られ、まるで感電したように身体が突っ張る。怖いのに、身体がふわりと浮きそうになる。

			「先輩イク！　紗彩先輩ッ！　イク、あたし……イッ……クぅぅぅぅッ!!」

			　悲鳴が裏返る。背中が弓なりに反り返る。髪を振り乱して無意識に絶頂を叫ぶ。

			「あはっ！　イッて鈴ちゃん！　もっとエッチに気持ちよくなって！」

			「りゃめ！　こ、これ以上は……らぁぁめぇぇぇ!!」

			　紗彩も汗だくになって恥裂を掻き回し、乳首を激しく吸い上げる。まるで失禁したように股間から恥液をしぶかせながら、紗彩の手を折れんばかりに握り締め、鈴は、今度こそ意識を失った。

			　それから、どうやって部屋に戻ったのか覚えていない。眼を覚ました時には、制服のままで寮のベッドに横たわっていた。

			　窓の外はもう真っ暗。部屋も薄暗かったけど、一ヶ所だけ、ほのかな明かりが灯っていた。そちらに目を向けると、私服のワンピースに着替えた紗彩が机に向かって勉強中。参考書に目をやった横顔は優等生そのもの。温室での出来事が、夢に思えてくる。でも、全身を気だるさが覆い、下着にも、湿り気の名残が間違いなくある。

			「……あら、起きた？」

			　気配を感じたのか、紗彩が振り返った。姉のような優しい微笑みと声。とても、温室で襲ってきた人と同一人物とは思えない。

			（どうして、先輩は平気な顔をしていられるの？）

			　鈴なんて、さっきの行為を思い出すだけで恥ずかしいほど脚の間がムズムズするのに。

			　紗彩が椅子から立ち上がった。反射的に、ベッドの上を後ずさってしまう。それはほんの数センチ。でも、鈴の怯えを感じ取ったのだろう。温かみさえ感じた彼女の笑みに、少しだけ、寂しさの色が混じる。

			「あ……」

			　紗彩に悲しい顔をさせてしまった。そう思ったら、胸が苦しくなった。エッチなことをしてきた彼女の方が悪いのに、罪悪感で制服の胸をリボンごと握り締める。

			「……そろそろディナータイムが終わってしまうわ。早くお着替えなさい。わたしもまだだから、一緒に行きましょう」

			「え、もうそんな時間!?」

			　壁掛け時計を見ると、もう八時過ぎ。慌ててベッドから飛び起きて、しかし下半身の違和感に身体が竦む。

			「あの……先にお風呂、いいですか……？」

			　まるで洋画に出てくるような、脚付きのバスタブの優雅さを堪能する余裕もなく、大急ぎでシャワーを浴びて、内腿にこびり付く粘液の跡を洗い流す。途中で紗彩が入ってくるかと警戒したけど、さすがに夕食抜きの憂き目に遭いそうなので、それはなかった。

			　ともかく部屋着のピンクのブラウスに袖を通し、食堂に飛び込む。

			「す、すみませんっ。遅くなっちゃって……」

			　片付けを始めていた食堂のおばさんに少しだけ睨まれたけど、まだ時間内なので文句は言われず、何とか夕食にありつくことができた。

			（……さすがはお嬢様学園）

			　今夜のメニューは和食で、金目鯛の煮付け定食。魚なんて詳しくないけど、そこそこ高級魚だったような覚えがある。今さらながらに学費の払いが心配になってきた。とはいえ母親の独断でここに放り込まれたのだから、娘が気にする筋合いではないだろう。

			　トレイを手に席を探す。ほとんどの寮生は、すでに食後のお茶でお喋りに花を咲かせている。街から遠く離れ、ろくな娯楽もなく、毎日同じ顔を突き合わせている寮生活という閉鎖空間で、よく話題があるものだ。会話が苦手な鈴には信じられない。

			「すごいなぁ……」

			「何がすごいの？　早く座りましょ」

			「あ……はいっ」

			　ぼんやりと感心していたら、後ろから紗彩に話しかけられ、慌てて手近の空いている席に駆け寄った。紗彩も、当然のように、その隣に腰を降ろそうとする。

			　しかしそこへ、奥のテーブルにいた数名の寮生が近寄ってきた。

			「紗彩様。明日の件で、ご相談があるのですが」

			　その中の代表なのか、眼鏡の少女が畏れながらといった調子で紗彩に声をかける。彼女は、確か生徒会長。すると、他の娘たちも生徒会の役員だろう。

			「それは、今でなくてはいけない？」

			「はい。これからお食事という時に申し訳ありませんが、早急に」

			　紗彩の問いに、生徒会長の口調は強い。確かに、彼女たちがいたテーブルには、資料らしいファイルが広げられている。でも鈴は、彼女たちの硬い表情に、微妙な違和感を覚えた。急ぎという理由以外の、どちらかというと、鈴に向けられた悪意のような──。

			　首を竦める鈴をよそに、紗彩は仕方ないといった感じで立ち上がった。

			「分かりました。……鈴ちゃん、ごめんなさい。夕食はひとりで……」

			「いいえ。あたしは大丈夫ですから……」

			　そう答えた鈴だったけど、遠ざかる紗彩の背中に、取り残された心細さで寂しくなる。同じ空間にいるのに。すぐそこに姿だって見えるのに。

			「……いただきます」

			　ともかく、ひとりで食べ始める。せっかくの高級魚も、あまり味を感じない。

			　すると、まるで紗彩がいなくなるのを待ち受けていたように、お喋りに興じていた寮生たちが五、六人、生徒会役員と入れ替わりに集まってきた。見たところ、みんな同じ二年生。同じクラスの子も何人かいる。

			「佐崎さん、お身体の方はもういいの？　温室で倒れたんでしょう？」

			「転入して間もないんですもの。きっと疲れが出たのですわ」

			　紗彩が言い訳をしてくれていたのだろう。体調不良ということになっていたらしい。みんな鈴を心配してくれたのだろうか。華姫様と同室になって、あまり快く思われていないだろうと覚悟していただけに、ちょっとだけ安堵する。

			「あ、はい。もう大丈夫です」

			　とはいえ、人の輪の中心にいるのは苦手だ。お礼の言葉も、俯きながらの小声になる。

			「わたくしたち、もっと佐崎さんとお話したいと思っていましたの。いつも紗彩様と一緒なんですもの。声をおかけしづらくって」

			「そ、そうなんですか？」

			　みんなの憧れ紗彩様。さっきの生徒会役員のように一緒の仕事をしているならともかく、そうでない一般生徒には、たまたま隣にいるだけの新参者さえ近寄りがたいものらしい。

			（これで紗彩先輩にエッチなことされたなんて知られたら、どんな目に遭うんだろ……）

			　尊敬というより崇拝に近い彼女たちの入れ込みように、にわかにゾッと寒気が走る。

			「そ……それで、お話って……」

			　背中に冷や汗を感じながら、お箸の先を咥くわえる。

			「紗彩様って、とっても呑気そうに見えますわよね」

			「は？　え、ええ。そうですよね……。そんな感じはします」

			「でも佐崎さん。その紗彩様の呑気さに甘えてはいけないと思うのです」

			　紗彩の話題なら驚きはない。ところが急に鉾先が自分に向いて、話の行き先が見えず戸惑い気味の返答になる。

			「あ、甘え……ですか？」

			「佐崎さんは、転校なさってきてまだ数日。不安や戸惑いが多いであろうことは理解できます。だからといって、紗彩様にべったりなのは感心しませんわ」

			　心外だ。紗彩の方から擦り寄ってくることが多いのに。でも確かに、彼女が隣にいないだけで、こんなにも心細い。甘えていると言われれば否定しきれず、黙り込んでしまう。

			「我が聖リス女学園は、自主性重視。自分で考え、自分で行動できる女性を育むのがその理念。将来は良妻賢母になるもよし。キャリアウーマンを目指すもよし。ただ誰かに従うだけの女性になって、自らの価値を貶めてはいけないと。華姫制度も、そういった教育政策の一環。模範となる生徒を自ら選び、目に見える目標として、自らを高めるのです」

			　鈴が反論しないので、少女たちは攻勢を強めてきた。振り返った視線で、奥で打ち合わせをしている紗彩の背中を指し示す。

			「ご覧の通り、華姫である紗彩様はお忙しい方。本来なら、転入生ひとりに関わっている時間などないのですから。今日だって、倒れられた佐崎さんを看るために夕食の時間を遅らせて。だから、食事をしながらの打ち合わせになってしまったのですわ」

			「そ、そうだったんですか……」

			　さっき、生徒会役員の目つきに悪意が宿った理由が分かった。きっと、鈴のことを、紗彩の手を煩わせる迷惑な存在だと思っていたに違いない。

			「これ、本当は口止めされていたのですけど……」

			　落ち込んでいたら、今度は鈴のクラスメイトの少女が、声を潜めて話を継いだ。

			「紗彩様、休み時間のたびに、わたくしたちの教室までいらしているのよ？　佐崎さんはお元気か、みんなと仲良くしているか、お尋ねになるの」

			　知らなかった。正直なところ、紗彩は遊び半分でエッチなことをしてくるのだろうと思っていた。でも、香佳のことで落ち込んでいる鈴を、本気で気にかけてくれていた。

			　ここは、全員がひとり暮らしをしている学園の女子寮。事情を抱えているのも、寂しい思いをしているのも、きっと鈴だけじゃない。失恋ぐらいでいつまでも落ち込んでいるのは、確かに甘え。

			「ごめんなさい、あたし……」

			　ぽろっと、涙がご飯に落ちた。すぐに泣くのは自分の悪い癖。分かっていながら止まってくれない。途端に、囲んでいた少女たちも慌て出す。

			「あ……あの、わたくしたち、あなたを責めているのでは……お願い、泣かないで。紗彩様に叱られてしまう」

			　彼女たちは悪くない。悪いのは自分。そう言いたかったけど、嗚咽で喉がつかえて、言葉も出ないし、ご飯も喉を通らなくなった。

			「本日は、他校の関係者、他自治体の代議士の先生方、教育委員会の方々など、大勢の大切なお客様が学園を視察にいらっしゃいます。聖リスに籍を置く者として恥ずかしい姿をお見せしないよう、いつも以上に自覚を持った行動をするように」

			　朝のホームルームで、担任の女性教諭が念入りに注意を促す。もちろん、育ちのいいお嬢様方には無用な心配。普段通りにしていれば、失態なんて見せないだろう。

			　そんな中で、鈴だけが上の空。二時限目の古典の授業が始まっても、ずっと塞ぎ込んでいた。誰かが源氏物語の一節を朗読するのを、ぼんやりと聞き流す。

			（やっぱり、あたしって弱い人間だ……）

			　そんなこと、人に言われるまでもなく自分が一番よく知っている。それを正面から指摘され、気力を根こそぎ奪われた気分だ。

			「気が緩んでいますよ！」

			　いきなり教師の声が飛んで、鈴は慌てて背筋を伸ばした。自分が注意されたのかと思ったら、そういうわけでもなさそうだ。教室中がそわそわと落ち着きをなくし、揃って廊下の方に気を取られている。何事かと思っていると、ガラリと教室の戸が開いた。途端に、教師が注意しても静まらなかった私語がピタリとやみ、全員の背筋がまっすぐ伸びる。

			（あ……紗彩先輩！）

			　華姫としての紗彩が、数名の紳士を引き連れ教室に入ってきた。彼らが、担任の言っていた来賓だろう。中には外国人もいる。彼女はひと言ふた言、教師と言葉を交わし、教室の後ろへ。授業の様子を見せて回っているようだ。

			（先輩……あたしを見てる……！）

			　来賓なんかより紗彩の眼が気になって、背中がヒリヒリする。彼女が自分を見ている、なんて自意識過剰だろう。けれど、華姫様のルームメイトとして一部の生徒のやっかみを受けている以上、彼女に恥を掻かせるような姿は見せられない。さっきまでの自己嫌悪はとりあえず脇に置いて、鈴も他の子たちと同様、精一杯に姿勢を正した。

			（ううっ、でも……緊張するぅ……）

			　古典の時間は嫌いじゃない。むしろ好きな方。古文だって淀みなく読める自信はある。紗彩にいいところを見せられるかも、と思う一方で、もし噛んだりしたら格好悪い。なけなしの自信はすぐに萎み、なるべく指名されないよう、前の座席の子の背中に隠れる。

			　しかし鈴へのご指名は、授業中ではなくチャイムの後にやってきた。まるで、緊張の糸が緩んだ瞬間を狙ったように。

			「先生、この娘をお借りしてもいいでしょうか。お手伝いをお願いしたいのです」

			　紗彩が、鈴の肩に手を置く。教師が、そして教室中が「え？」と戸惑いの表情になる。

			　それも当然のこと。転入して間もない、聖リスの生徒としてふさわしい教養を身に付けているかも定かでない佐崎鈴さんを、どうして華姫様の助手として貸し出すことができるだろう。もっとふさわしい生徒がいるはず。教師の顔にそう書いてある。当の鈴も全く同意見。しかしお客様の手前、いつまでも返事は保留にできない。ほんの刹那の逡巡の後、教師は素晴らしい判断力を見せ、来賓に対して胸を張ってみせた。

			「我が学園の誉れ、華姫が直々に指名する生徒です。きっとお役に立つでしょう」

			　要するに、責任を紗彩に押し付けたのだ。どうせなら、この生徒には無理だとはっきり言って欲しかったのに。

			（待って！　あたしなんかが使いものになるはずないじゃない！）

			　大役におののく者への配慮など一切ない。鈴は、いかにも偉い人たちのお供をする羽目になってしまった。怯えた子リスのような眼で紗彩に訴えかけるけど、彼女は少しも悪びれた様子を見せない。

			「これから講堂で学園集会を行うから、あなたは、お客様のお茶係をお願い」

			「そっ……そんなの無理です!!」

			　お客様にお茶を出す。簡単なことかもしれないけれど、どこの誰かも知らないおじさま方たちを、それも衆人環視の中で接待しろなんて、鈴にとっては拷問にも等しい。

			「お疲れ様。嫌がっていたわりに、ちゃんとできたじゃない」

			　校門で来賓を見送り、やっとお手伝いから解放された。資料室で後片付けをしながら、緊張だったものを溜め息として吐き出す鈴に、紗彩がねぎらいの言葉をかける。

			　でも、少しも嬉しくなかった。そんなに御大層なものじゃない。初めにお茶を淹れて配った後は、ずっと講堂の隅っこに突っ立っていただけ。これならペットボトルで十分だったろうと、文句が喉まで出かかったくらい。

			　全生徒を講堂に集めて行われたのは、聖リスの歴史や教育理念、学園の施設や特色を、最前列に居並ぶお偉いさんに説明すること。それから各所との交流会の確認と、質疑応答。

			　彼女の指示で来賓に資料を渡したり、説明用のスライドを変えたりは、生徒会の役員が担当していた。どうして自分がそこに加わっているのかさっぱり理解できないまま、集会は終わった。今は、紗彩や生徒会役員が資料や机の片付けをしている音を背後に聞きながら、流しで湯飲みを洗っている。

			　一刻も早く片付けを終えて、彼女の側から離れたかった。居た堪れなかった。

			　全生徒とお歴々を前に、紗彩は少しも動じることなく、何ひとつ滞らせることなく、完璧に役目をこなした。外国人には通訳がついていたけど、誤訳でもあったのか、自ら流暢な英語で訂正したほど。

			　大人の男性の群れ。それが与える圧迫感は、鈴には得体の知れない恐怖と不安。彼らから見れば、紗彩だって子供のはず。それを、対等に渡り合っただけではない。大人たちに深い感銘を与え、最後には、予定になかった講演の依頼まで申し込まれていた。

			　でも、彼ら以上に感動していたのは、普段から接しているはずの、聖リスの女生徒だった。瞳をキラキラ輝かせ、紗彩の声にうっとりと耳を傾けていた。

			　それは、鈴も同じ。穏やかで優しい語り口に、いつの間にか引き込まれてしまう。相手が誰だろうと、人を魅了せずにはいられない存在。

			（これが、華姫様なんだ……）

			　今なら理解できる。生徒や寮生たちが、どうして彼女に近付こうとしないのかを。

			　眩しかった。鈴の眼にも、まるで別次元の人のように輝いて見えた。それくらい、今の紗彩という存在は、ひどく遠い。

			「みんな、お疲れ様。あとはわたしと佐崎さんでやっておくわ」

			　紗彩の声で、考えごとから現実に戻る。振り返ると、生徒会役員が資料室から退出するところだった。

			「お……お疲れさまでした！」

			　鈴も急いで会釈する。でも微妙に間に合わず、その姿は廊下に消えてしまう。

			「……ふぅ」

			　そうして気がつけば、資料室はふたりきり。紗彩が、ニコニコしながら会議机に寄り掛かっている。

			「あ、あの……もう、お片付けは終わりますけど……」

			「うん、知ってる」

			　あの神々しさが嘘のように、人懐っこい笑顔。つい釣られて笑いそうになり、でもすぐに、どんな表情を作っていいのか決めあぐねる。鈴は湯飲みを拭いた布巾を片付け、教室に戻ろうとした。そこを、背後から抱きとめられる。

			「ンもう。鈴ちゃん冷たーい。何のために、みんなを帰したと思ってるの？」

			「な、なんでって……あ……」

			　背中に、ぐいぐい押し付けられるふたつの膨らみ。同性なのに、柔らかな弾力を感じ、胸の鼓動が速くなる。

			「や……やめてください。こんなところで……」

			「こんなところだから、スリルがあるんじゃない……」

			　耳をくすぐる、秘密めいた熱い囁き。思わず眼を閉じ、くすぐったさに身悶えする。お腹の辺りで組まれていた彼女の手が、そろそろと蠢くように乳房に迫る。いきなりするりと撫で上げられて、心地いいゾクゾクに肩が震える。

			「あ……」

			　堪えきれずに喘ぎが漏れた。紗彩の肩に頭を預け、このまま身を任せてしまいたくなる誘惑に駆られる。

			「やめてください！」

			　身を捩るように暴れて、束縛から逃れた。おぼつかない足取りで、紗彩から離れる。

			「紗彩先輩は……こんなことしちゃ、いけない人なんです！」

			「どうしたの、急に……」

			　彼女はまだ、笑みを湛えている。どうせ、また駄々を捏ねているだけ。ちょっとキスすれば簡単に陥落する。そう思っている余裕の微笑み。

			「だめ！」

			　でも、軽い気持ちで伸ばされた彼女の手を、鈴は自分でも信じられない強さで払いのけた。さすがの紗彩も驚きを隠せない。胸が痛んだけど、それでも。

			「先輩は、華姫様なのに！　み、みんなに尊敬される立派な人だから……だから……」

			　心の内をぶちまける。それでも感情が高ぶりすぎてうまく言葉にできない。

			「鈴ちゃん。だからそれは……」

			　きっと呆れているだろう。聞き分けのない鈴に。でも、やっぱり駄目だった。どんなに説得されても、愛されても、心にわだかまる罪悪感が消えてくれない。

			　鈴は、戸惑う紗彩を置き去りにするように、頭を下げて資料室から立ち去った。意識して、ゆっくり廊下を歩く。でも、すぐに急ぎ足になってしまう。

			　女の子しか好きになれない自分を受け入れてくれた、初めての人。なのに、鈴は自ら彼女を拒んだ。きっと、もう誰も愛せない。そう思ったら、急に、胸が軽くなった。重いものは底の方にわだかまったまま。それでも、なぜか凪いだ海のように、波が立たない。

			　不思議に思いながら寮に辿り着く。でもそこで、はたと重大な事実を思い出す。

			「そういえば、先輩とは同室……」

			　すぐ顔を合わせることになるのに、失礼を働いてしまった。紗彩が帰ってきたら、どんな態度を取ればいいんだろう。

			　動揺し、沈んだ気持ちで玄関を通り過ぎようとした鈴を、寮監が呼び止めた。

			「あ、佐崎さん。例の部屋が片付いたの。いつでも移動できるわよ」

			「部屋……移動って……あ！」

			　すっかり忘れていた。紗彩と同室なのは臨時の措置。本来、鈴が入るべき部屋は、別にあるということを。

			「どうする？　あなたの都合のいい時で構わないけど……」

			　そう言いながら、顔に書いてある。華姫様に怒られるから急かしはしないけど、今すぐにでも移ってくれと。鈴は、そのご希望に沿うことにした。

			「鈴ちゃん。どうしたの、急に引っ越しなんて……」

			　夕食時、紗彩が険しい表情で話しかけてきた。華姫様が張り上げた声に、その場にいた誰もが驚き注目する。ざわつきは一瞬にしてやみ、全ての視線がふたりに集中する。

			「あたしのお部屋が用意できたそうなので、移動することになりました」

			　その中で、鈴は事実だけを淡々と述べた。注目されるのは嫌。でも、紗彩と顔を合わせるのは、もっと辛かった。一秒でも短く用件を終わらせたい。

			「そんなに急に出ていかなくてもいいでしょう！」

			「いいえ！　あたしなんかが、いつまでも華姫様のお部屋に居座るわけにはいきません」

			「また華姫様？　あなた、そんなに華姫に思い入れがあるわけじゃ……！」

			　紗彩は自分の声にハッとして、食堂を見渡した。激昂して言い争いをするなんて、それこそ生徒の模範となるべき華姫にあるまじきこと。

			　寮生たちが、ハラハラしながら行方を見守っている。みんな、早く鈴が華姫部屋から出ていかないかと思っていただろう。でも、こんな痴話ゲンカのような展開は想像もしていなかったに違いない。

			「…………短い間でしたが、お世話になりました」

			　感情を押し殺し、頭を下げる。まるで決別の言葉のようだと思った。部屋が変わるとはいえ、どうせ同じ寮の同じ棟の中。顔を合わせる機会だって頻繁にあるはず。それでも、鈴の眼に、一切の関わりを断ち切ろうとする意思を感じ取ったのだろう。

			「……そう」

			　紗彩は短く呟き、踵を返した。

			　鈴の新しい部屋は二階の一番端。華姫部屋とは反対側に位置する角部屋。物置として使われていたとは思えないほど綺麗なのは、業者を入れてきっちり清掃したかららしい。

			　ベッドはシングルがふたつ。学習机以外の家具を置くスペースもない。華姫部屋のほぼ半分──というより、あそこが一般生徒用の二部屋分だったことが、よく分かる。

			　新たな寮生活の仕切り直し。リセット。そのつもりで、今日は早く寝ることにした。カーテンも閉め、真っ暗な部屋の中で、丸めた身体を毛布に包む。

			　消灯時間はとっくに過ぎ、寮は完全な沈黙の中にあった。ひとりで寝るのは慣れている。仕事が忙しい母は、家に帰ってこないこともしばしば。

			　でも、この静けさは初めてだ。ここには、周囲の家の生活音がない。前の道路を走る車の音もしない。あるのは、草むらで鳴く虫の声だけ。それでも、昨夜まではここまで静けさを感じなかった。寂しいなんて思わなかった。

			　理由は、たったひとつ。紗彩の寝息が聞こえない。寝返りを打って隣のベッドを眺めても、そこには、人の姿形も、気配すらあるはずもない。

			「でも、これでいいんだ……」

			　これが、鈴に用意されていたはずの本来の寮生活。昨日までがイレギュラーだったのだから、寂しさを感じるなんてお門違い。

			　静かに眼を閉じる。思い浮かぶのは、紗彩の顔。でもそれは、鈴が手を振り払った時の驚いた顔。別れを告げた時の戸惑いの横顔。優しい笑顔も、エッチの時の意地悪な笑みもたくさん向けられたはずなのに、悲しげな顔ばかりが浮かんでくる。

			　こんな思いは、前にもしたことがある。

			「きょうちゃん…………！」

			　口を突いて出た名前に、身を固くする。そして思い出す。別れ際の香佳と、あの時の絶望にも似た深い悲しみ。

			「あたし……あの時のきょうちゃんと同じことを……？」

			　ハッとして眼を開いた。好きな人に拒まれる寂しさを、鈴はよく知っていたはず。それなのに、自分のことしか考えていなかった。悲劇のヒロインぶって、紗彩の情愛を無視して、傷つけて。

			　温かい毛布の中にいるのに、震えが止まらない。荒くなる息を抑えようと、パジャマの胸を必死に掴む。だけど、息苦しさは治まらない。

			「きょうちゃん、あたし……先輩に酷いことしちゃった……」

			　誰も助けてくれない。誰も許してくれない。罪悪感から逃れる術が分からない。居た堪れなくなって、ベッドから跳ね起きる。気づいた時には廊下に飛び出していた。でも、ドアを背にして躊躇する。自分は何をしようとしたんだろう。何がしたいんだろう。

			「…………」

			　身体の方が先に動いた。考えがまとまらないまま、自分の脚に運ばれる。

			　真夜中の寮は眠りの中にあって、物音ひとつしない。木製のドアが並ぶ真っ暗な長い廊下を、階段を軋ませながら、窓からの月明かりだけを頼りに裸足で進む。

			　でも、華姫部屋の前に辿り着いても、まだ決断できずにいた。

			「……会ってどうするの？　謝る？　何て言って？」

			　恩を仇で返すような真似をしたくせに。怒っているだろうか。呆れているだろうか。別れ際に向けられた、紗彩の冷めた瞳。その前にこの身を晒すのが、怖い。

			「でも、言わなくちゃ。……言わなくちゃダメなんだから……」

			　祈るように手を組んで、自分に言い聞かせる。好きな人も、好きになってくれた人も傷つけて、これから先、どうして安穏と学園生活を送れるだろう。

			「謝るんだ……。何て言えばいいのか分からないけど……」

			　もしかしたら自分は、単に気持ちの整理をつけたいだけなのかもしれない。許された気になって、楽になりたいだけなのかもしれない。それでも構わなかった。どうせ、もう関わることのない人なのだから。

			　スッと息を吸い、ドアをノックしようとして気がついた。

			「もしかして……もう寝てる？」

			　一度だけ叩いて、返事がなければ引き返す。そう決めて、軽く握った手を上げ──。

			「鈴ちゃん？」

			　音もなくドアが開いた。まだノックしていないのに、パジャマ姿の紗彩が姿を現す。不意を突かれて、直前まで考えていたあれこれが、全部どこかに吹き飛んだ。

			「せっ……先輩、どうして……」

			「なぜかしら。鈴ちゃんが来てくれた気がして。でも、本当にいるんだもの。びっくりしちゃった。でも、こんな時間にどうしたの？」

			　何のわだかまりもない、いつもと同じ優しい笑顔。不安と緊張が一気に解ける。その代わり、別の感情が身体の奥から湧き出す。

			「先輩……。あたし……あたし……」

			　彼女の顔を見たら、何をしに来たのかなんて忘れてしまった。ただ、胸の奥に残っていた、たったひとつの想いだけが鈴を衝き動かす。

			「あたし……先輩が、好きです」

			　自分の言葉に、自分で驚く。こんなことを言いに来たはずじゃなかったのに。

			（でも……ああ、そうだ……そうなんだ……）

			　言葉にして初めて、鈴は、自分の本当の気持ちを知った。もう、気持ちを抑えることなんてできない。自分を騙すことなんてできなかった。

			「好きです、先輩……」

			「鈴ちゃん……」

			　突然の告白に驚く紗彩の首に、腕をかける。ぶら下がる勢いで抱きついて、無我夢中で唇を合わせる。

			「あたし、バカでした……あふ……先輩のこと……好きです。大好きなのに……んっ」

			　自分には、もうこの人しかいない。そう思うと、言葉が勝手に溢れ出した。

			　それでも脳裏から離れてくれない、香佳の面影。それを振り払おうとして、鈴はさらに唇を擦り合わせた。もっともっと深く口づけたいもどかしさに首を左右にくねらせる。

			「鈴ちゃん……嬉しい……」

			　稚拙なキスに、紗彩はちゃんと応えてくれた。鈴の下唇を、啄むようにひと摘み。たったそれだけで、全身の力を奪われる。

			「ふぁぁ……」

			　膝から力が抜けた鈴を紗彩の腕が抱きとめる。そして胸と胸をぴったり合わせると、耳に吐息を吹き込んできた。

			「言ったでしょ。あなたは、とっくにわたしのもの。……誰かを忘れられないなら、それでもいい。胸の奥にしまっておきなさい。でも……」

			「先輩……？」

			　ふと、彼女の瞳に穏やかでない影がよぎる。でもそれも一瞬のこと。頭の奥底まで響く甘い声が、鈴の思考を奪っていく。彼女の妖しい視線と言葉に、心が搦め捕られていく。

			「これからは、わたしに逆らうのは許さない。わたしのものにおなりなさい」

			　ゾクゾクと、全身を妖しい震えが走った。屈辱的なことを言われたはずなのに、鈴の身体が異様な興奮に包まれる。

			「は……はい。紗彩……お姉さま……」

			　まるで催眠術にかかったようだ。笑みの形になった鈴の唇は、自然に紗彩をそう呼んでいた。でも、彼女の名前を口にした時の比じゃない。あまりにも恥ずかしくて耳まで熱くなる。お腹の奥がキュッと切なく締め付けられ、そして、下着が熱く濡れてしまう。

			「お姉……さま……」

			　熱いのに身体が震える。紗彩は嬉しそうに眼を細め、頬張る勢いで唇を塞いできた。

			「可愛い、鈴ちゃん。あなたは、わたしのもの……わたしの……ちゅ、ちゅるるっ！」

			「ふぁぁっ……！」

			　口腔をぐるりと舐め回された。反射的に伸ばした舌を、ちゅるちゅると吸引される。頭の後ろが痺れるような気持ちよさに、鈴も彼女の舌を吸い返した。卑猥な水音が、静寂の廊下に響く。そういえばドアを開けっ放し。誰かに見られたらという焦りと、見せつけたいという欲求。相反する気持ちも、キスの快感の前にドロドロに溶けていく。

			「あぁ……嬉しい……ちゅぱっ。あたし……は、先輩のもの……先輩の……じゅるッ」

			　次第に濃厚になる、ふたりの唾液が混じり合う音。耳から入る恥ずかしさに身体を捩ると、パジャマの胸が擦れてなおさら羞恥を煽り立てた。

			「あ……はぁ……」

			　息継ぎのために紗彩が唇を離す。一本の細い唾液の糸が、ふたりを繋いだ。それが切れてしまうのが惜しくて、鈴の方からキスを再開する。いつまでもこうしていたい。ずっとキスし続けてもいい。

			　しかし、紗彩はそうではなかった。

			「あ……先輩……。お…………お姉さま……ッ！」

			　ベッドの上で、鈴の身体が跳ねた。一糸纏わぬ生まれたままの裸の胸を、下着姿の紗彩が音を立てて吸い立てる。

			　床に散乱する、ふたり分のパジャマと鈴の下着。ドアからベッドまで、どうやって辿り着いたのか覚えていない。気がついた時には全て脱がされ、紗彩に全身くまなく口づけの洗礼を受けていた。

			「あふっ……きゅふッ……はぁ、はぁ……んんッ！」

			　蠢く指で膝をくすぐりながら、お臍を舐め上げる。唇が脇腹にチュッと吸いつく。紗彩がどこかに触れるたび、鈴の身体が敏感に跳ねる。

			「あぅ、ふぁふっ……やぁぁっふ……ふぁ……お、おねえさ……みゃふぁぁぁっ！」

			　息が上がりっぱなしだ。そんな鈴を細めた眼で見下ろし、紗彩は、荒い息に上下するなだらかな膨らみを、掬い上げるような手つきで揉み始めた。

			「んふ。ちょっと控え目サイズだけど……鈴ちゃんにはぴったりね。先っぽも可愛いわ。豆粒みたいに小さくて……乳輪も、透き通るようなピンクで綺麗……」

			「や、やぁん！　言わないで……お願い…………あっ」

			　子供じみたバストは、鈴のコンプレックスのひとつ。なのに、こんなにじっくり観察されて、あまりの羞恥に両手で顔を覆い隠す。気を失いかける鈴の身体に、紗彩が覆い被さってきた。左右の膨らみの間に、綺麗な朱唇がキスをする。なだらかな乳房の丘を、舌が螺旋を描きながら這い、昇る。

			「はぁ……はぁ……あッ」

			　ピリピリとした緊張が、胸の先端に集まっていく。唾液を纏った彼女の舌が、肌にねっとりと触れるたび、引き攣るように身体が跳ねる。温室で乳首を吸われた鮮烈な感覚が甦り、舌が核心に近づくにつれ、期待と鼓動が高まっていく。顔を覆った手でシーツを握り締め、生温かさが、薄桜色の乳輪に近付くのを待ち受ける。でも、その動きはあまりにも緩慢。焦らされすぎて、鈴の頭の神経が灼き切れそうだ。

			「紗彩……おねえ……さまぁっ！」

			　しかし乳輪に触れる直前、舌は元来た道を引き返してしまった。

			「やぁん、待って！」

			　思わず身体を起こして引き止める。口走った自分の言葉に、鈴はあわあわと口籠もった。

			「あら。鈴ちゃん、自分からおねだり？」

			「そ……それは……イッ、きひぃぃン！」

			　乳房に歯を立てられた。甘噛みに過ぎないのに、身体が過剰に反応してしまう。

			「あら、ふふっ……。鈴ちゃん、ちょっとお漏らししたわ」

			「え!?」

			　確かに脚の間がひくついた気がしたけど、まさか、紗彩のベッドの上でそんな粗相を。しかし、漏れたのは思っていたのとは違うものだった。内腿を濡らす液体を指で掬い上げた紗彩が、面白そうにクスクス笑う。

			「ほら、エッチなお汁がこんなに。鈴ちゃんて、苛められると感じるタイプなのね」

			「そ、そんなこと……っ」

			　否定しようとして、言葉が詰まった。彼女の指を濡らす、まるで唾液をまぶしたような粘りを見せられて、羞恥に身体が朱色に染まる。

			「ち、違いますっ。あたし、そんなのじゃ……きゅふッ、くぅぅぅン！」

			　うろたえて否定したら、いきなり乳首に噛みつかれた。半笑いの紗彩が、ピンと尖った桃色蕾を、歯で挟んでコリコリ転がす。軽い痛みを伴う、待ち望んでいたのとは異質の刺激に、今度は、股間の恥裂が恥ずかしい粘液をどぷりと吐くのを、はっきりと自覚する。

			「どこが違うの？　ほら、またお漏らしした。んふっ、言ってごらんなさい。わたしは、苛められて感じちゃうエッチな娘ですって」

			「そ、そんな……。やぁ……やぁぁぁぁ……！　ゆ、許して、お姉さま……！」

			「だーめ。逆らったら許さないって言ったでしょ？」

			「で、でも……でもあたし……きゃあぁぁぁッふ!?」

			　下半身を鋭い電撃に襲われて、鈴は身体を反り返らせた。駄々を捏ねる彼女へのお仕置きか、股間に潜り込んだ紗彩の指が、淫裂の上端にある肉芽を抓り上げたのだ。

			「ほらほら。言うこと聞かないと、ここ、苛めちゃうわよ？」

			「きひッ……やめ、やめてくださ……きゅふぅぅぅ！　あたっ、あたし……は、い、苛められ……あぎゅ、ひきッ！」

			　ちゃんと命令に従おうとしているのに、淫核に爪を立てられ言葉にならない。

			「お、お姉さま、やめ……あっ、んぎゅぅぅぅっ!!」

			「仕方のない子ね。ふふっ……。いいわ。今日だけはサービスして許してあげる」

			「あふ……ふぅ……ふぅ……」

			　クリトリス責めから解放されて、ぐったりと身体をベッドに横たえる。涙と涎にまみれた顔を、紗彩が愛おしそうにペロペロ舐める。

			「でも、苛められるのが好きなのは本当みたいね。ここ、こんなにドロドロ……」

			「あ……」

			　眼を閉じながら、鈴は小さく肩を強張らせた。見なくても分かる。秘裂を撫でる紗彩の指が、ぬかるみの中を泳いでいるのが。粘着質の水音が、鈴の羞恥を煽り立てる。ちょっと掻き回されただけで、溢れ出た濃厚なとろみがお尻の谷間に流れていく。

			（あたし……やっぱり苛められて悦んでるの？　いつからそんなエッチな身体に……）

			　答えを求め、呆けた瞳で紗彩を見上げる。そんなの、分かりきっていた。

			　紗彩だから。紗彩にされることなら、どんなに酷いことでも受け入れられる。鈴は伸ばした掌に彼女の頬を包み込み、自ら舌を差し出した。

			「お姉さま、いっぱいキスして…………。いっぱい、苛め……ひゃあぁうっ！」

			　おねだりが終わらないうちに、彼女の中指が体内に突き刺さった。一瞬で頭が真っ白になり、ぶつけるようなキスで自分から舌を絡めにいく。

			「ン、ふぁう。ん、む……ちゅ、ちゅるっ。ぴちゃぴちゃ、ちゅぶ、じゅるるっ」

			「あふ、鈴ちゃんたら……んむ、あむ、ちゅ、じゅるぅぅぅ！」

			「んッ、むぅぅぅぅ！」

			　唾液ごと舌を吸引された。下半身では、紗彩の指が肉壁を擦り上げる。身体を内側から撫でられる、異様な感覚。でも鈴の性愛器官は歓喜に蠢き、彼女を迎え入れた。

			「凄いわ、鈴ちゃんのここ……。狭いのにぬるぬるで、あったかくて……あは、キュッて締まった。動いてる！　わたしの指、奥まで飲み込まれちゃう！」

			「お、お姉さまっ！　動かさないで！　あたし……おかしくなっちゃう!!」

			　指の腹がリズミカルに膣肉を擦る。それに合わせて鈴の腰も跳ね回った。信じられないほど甘美なパルスに踊らされ、お尻が円を描いて卑猥にくねる。なのに紗彩は鈴を捉えたまま。いや、鈴の膣口が彼女を咥え込んで逃がさない。

			「鈴ちゃんが苛めてって言ったのよ。ほら、こうして欲しいんでしょ？」

			「ひゃあぅ！　お、おっぱい……おっぱいぃぃヒィィィッ!!」

			　また乳首を噛まれた。痛みが走ったと思ったら、今度は舌で小刻みに弾かれる。いったん口を離した紗彩は、ヒリヒリするような痺れに疲弊した蕾を癒やすように、たっぷりの唾液で包み込んだ。でも、その温かさにひと息吐いている余裕はない。膣内を、絶え間ない動きで指が出入りしているのだから。

			「あぅはッ……あぁぁうっ……ふッ、んぐっ……んんっ……みゅぅぅぅッ!!」

			　息を詰めて耐えようとするけど、声が抑えられない。ここが寮であることなんて、鈴はとっくに忘れていた。誰かに聞かれるかもしれない、なんて考えることすらできず、紗彩に操られるまま悲鳴のように甲高い喘ぎを漏らし続けた。

			「お、お姉さま……きゃはぁうッ！　あぅ、あぁぁ……きひゃッ!?」

			　紗彩の舌が移動して、お臍を突つつく。くすぐったさに身を捩ると、紗彩はその動きを利用するように、脚の付け根に顔を埋めてきた。

			「はぁ……鈴ちゃんのここの毛、柔らかぁい……」

			「お、お姉さま何を……！」

			　紗彩が、下腹に萌える若草に頬擦りする。驚いて腰を引こうとしたけど、強張る鼠径部を舌全体で舐められて、逆にお尻が跳ね上がった。

			「きゃあぁぁう！　あう……はッ……ンきゅふぅぅぅ」

			「ここって意外と感じるでしょ？　ほら、ここも……ここも……」

			　膣を掻き回しながら脚を持ち上げ、内腿やふくらはぎにも唇を這わせる紗彩。予想外の場所にキスされ、しかも考えられないほど甘い電流が下半身を駆け巡り、突っ張った足指が開いたり閉じたりを繰り返す。

			「それから……ふふ、やっぱり一番はここよね……」

			　紗彩の唇が素早く股間へスライドする。何をするのかと思う間もなく、淫裂が鮮烈な衝撃に襲われた。

			「あふ……ん、鈴ちゃんのここ、おいしい……ん、む……ちゅぶ、じゅるっ」

			「お姉さま、そんなとこ舐めちゃ……舐め、ちゃ……あ……あぁッ!!」

			　顎を突き上げ大きく仰け反る。紗彩が顔を捻じ込んで、唇と陰唇とでディープな口づけを交わしたのだ。脚の間に肩を捻じ込み、唇で挟んだ肉襞を震わせる。

			「そ、そんなことしちゃ、ダメぇぇぇッ!!」

			　股間で生まれた小さな振動が、大きなうねりとなって身体全体を波打たせる。紗彩は膣口から指を抜き、代わりに舌先を挿し込んできた。当然、奥までは入れない。でも開ききった膣口をくるくる撫でられ、まるで痙攣するように腰が跳ね上がる。

			「ふぁ、あぁぁん！　そんなとこ舐めたら……汚いです……お願い、やめ……や、あ！」

			　そんな懇願なんて聞き入れられるはずがない。逆に、紗彩は唇と舌を総動員し始めた。肉襞を啄み、舌全体で、深く刻まれた女の子の溝を舐め上げる。

			「……すごい。鈴ちゃんのここ、エッチなお汁でいっぱい……ずる、じゅりゅりゅっ！」

			「ふあッ、ン……ふぁぅん、はぅ、みゅぅぅぅ!!」

			　いつしか鈴は、自ら大きく脚を開いていた。眼を閉じ、お腹を波打たせ、彼女の唇に酔い痴れる。眉間に皺を寄せながら、身体を捩ってうねりに耐える。

			「おねッ……お姉さま、あたし……んぎゅぅン！」

			「いいわよ、鈴ちゃん。その調子……。それじゃ、そろそろ……」

			　ぬめる恥裂を滑る唇。それが、割れ目の先端、木の芽のような器官を捉えた。

			「ヒッ!?　なにこれ……ンなッ……はぐッ……キッひぃぃぃぃッ!!」

			　脳天を貫く鮮烈な衝撃。今までのキスなんて比べ物にならない。まるで雷に撃たれたように全身が硬直する。しかし紗彩は手を緩めることなく、あまりに過敏な肉芽への攻撃を本格的に開始した。小指の先ほどもない、小さな尖端を吸い上げる。舌先の小刻みな振動で横薙ぎにする。その愛撫の全てが強烈な電撃。ひと舐めごとに思考力が削ぎ落とされる。

			「りゃめぇぇ！　そこ、苛めちゃらめ……ッ、ひぃィィィ!!」

			　クリトリスを激しく吸引され、お尻が激しくバウンドした。真っ白になった頭の中で、何かが音を立ててプツンと切れる。

			「き……気持ちいい！　お姉さまの舌、気持ちいいのぉぉぉ!!」

			　快感が、ついに、喉から迸った。全身が快楽の色に塗り替えられる。鈴は自分の手で胸を揉みしだき、腰をうねらせ快感を貪った。

			「お姉さま、もっと！　あッ、もっと、もっと！　いい！　気持ちいい!!」

			　どうして今まで抑えていたのか理解できないほど、快感の奔流が全身を駆け巡る。髪を振り乱して激しくよがる。そんな鈴に紗彩が応えた。舌で淫核を爪弾きながら、再び膣内に指を突っ込む。

			「はッ、あッ、あぁぁあぁぁぁッ!!」

			　あまりの快感に、思わず自分の両の乳首を摘み上げる。その痛みさえ、今や堪らなく気持ちいい。胸と性器とで生まれた激しい疼きが、一体となって鈴を苛む。

			「あたっ……あたし！　もう……もうッ!!」

			「イキなさい鈴ちゃん！　可愛い声でいっぱい鳴いて！」

			　指の動きが加速した。膣肉を擦り上げられ、淫熱が一気に上昇する。全身から噴き出す汗をシーツに吸わせながら、疼く腰をせり上げる。
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			「ふぁふッ、お……お姉さま、お姉さまッ!!」

			　身体が熱い。救いを求めるように紗彩を呼ぶと、カリっと淫核に噛みつかれた。

			「ひィィィィッ！　りゃめイク、イクイクッ、イぃぃぃぃッちゃあぁぁああぅぅぅッ!!」

			　嵐のような快感の渦が鈴を飲み込んだ。すさまじい絶頂感に上下の感覚すら失って、身体が何度もベッドで跳ねる。そんな鈴の髪を撫で、紗彩が優しく口づけた。

			「可愛い……。可愛いわ、わたしの……鈴ちゃん」

			「あ……ッ、はぁ……！　お、おねぇさ……まぁッ!!」

			　彼女に触れられたところが全部気持ちいい。辛い気持ちを抱え続けた分、泣きたくなるほどの幸福感に身体が満たされる。でも快感が激しすぎて、逆に不安が襲ってきた。

			「はぁ……あふ……あたし、は……お姉さまのもの、です……だから……だから……！」

			　捨てられたらどうしよう。紗彩に見放されたら、生きていけない。そんな妄執に取り憑かれ、泣きそうな眼をすると、紗彩は身体を重ね、痛いほどきつく抱き締めてくれた。

			「あなたはわたしのもの……。絶対、誰にも渡さないわ……」

			　その言葉にすがりたい。不安を拭い去りたくて、鈴も紗彩にしがみついた。何度も何度も、無我夢中で彼女の唇を吸い続ける。

			（…………ごめん。ごめんね……きょうちゃん……）

			　諦めきれずにいた少女に、心の中で別れを告げながら。

		

	

			第三章　思いがけないルームメイト

			


			　ベッドの上で、下着すら身に着けていないふたつの白い肢体が、声を潜めて絡み合う。鈴は、横臥した紗彩の豊乳に甘えるような仕種で頬を擦りつけながら、中指と薬指で彼女の秘部を懸命に擦り上げた。

			「おねえさま……。あッ……はぁ……っ！」

			「いいわ、鈴ちゃん……。そ、そこを……そこ、もっと……」

			　しかし、手つきはいかにもぎごちなく、とても刺激になっているとは思えない。それでも紗彩は、そんな拙い愛撫にも感じているようで、小さな痙攣を繰り返す。

			　鈴が紗彩のものになってからというもの、こうして時々華姫部屋に招かれ、愛欲を交わし合っていた。鈴的には、毎晩でも会いたいくらい。でも相手は多忙な華姫様。昼間のうちに申しつけられることもあるけれど、夜中になって突然メールで呼び出されることがほとんどだった。

			　今夜も、寮生たちが寝静まるのを待って部屋を訪れると、紗彩は待ちきれなかったように鈴をベッドに引きずり込み、キスと愛撫で早速一度絶頂させられてしまった。他人の眼には、もしかしたら振り回されているように見えるかもしれない。でも今の鈴にとっての悦びは「お姉さま」に求められることだけ。彼女の指で、舌で、唇で、絶頂に導いてもらえるのなら、弄ばれるのさえ苦にならない。

			　それに、最初は紗彩から一方的に愛されるだけだったけど、今は鈴も女の子の身体を気持ちよくする方法を教えてもらっている。

			「ごめんなさい、お姉さま。あたし……上手にできない……」

			　とはいえ、所詮は愛撫初心者。紗彩のように細やかな動きは真似できない。

			「大丈夫よ。……こうするの……」

			「あッ……あッ！」

			　彼女の手が、鈴の股間に伸びる。四本の指で恥裂を撫でられて、瞬く間に愛欲の蜜が滲むように漏れ始める。その潤滑油を性器全体に塗り広げた紗彩は、陰唇の間に中指を食い込ませてきた。膣前庭や膣口の周りをくすぐられると、熱い痺れが背筋を貫き、腰が勝手にカクカクと動いてしまう。

			「ふぁあぅ……ン……きゅふぅぅぅんっ……」

			　ともすれば流されそうになる快感に、唇をきつく結んで耐える。そうして紗彩がしてくれるのと同じ動きを、彼女に返す。

			「こ、こうですか、お姉さま……あふ、きゅふ……」

			「そう……そう、もっと深く……速く動かして……あっ……鈴ちゃん！」

			　必死になって真似ているうち、紗彩の淫裂もグチュグチュと音がするほど濡れてきた。切れ切れの喘ぎを漏らし、鈴の頭を胸に抱え込む。

			「あ──っ」

			　柔らかな谷間に顔を挟まれた鈴は、ミルクのように甘ったるい彼女の匂いに包まれ軽く目眩を起こした。

			（お姉さまのおっぱい……柔らかくていい匂い……）

			　幸せに酔いながら、目の前数センチに迫る桃色の肉蕾に生唾を飲み込む。白い肌の乳房を引き立てる綺麗な色と形は、子供じみた鈴のものとは全然違っていた。丸みを帯びた円筒形の先端が、唇のように鮮やかな朱色の乳輪ごと隆起している。

			「…………おいしそう……」

			　うっとりと呟いた鈴は、まるで釣り餌に誘われた魚のように、小さく震える乳首にぱくりと食いついた。

			「あ……ふぅぅん。り、鈴ちゃんたら…………あ、は……あふっ！」

			　紗彩の嬌声を聞きながら、鈴は初めて味わう同性の乳首に夢中になった。グミのような弾力が、挟んでいる唇に心地いい。紗彩があんなに甘噛みしてきた気持ちがよく分かる。

			（あたしも……コリコリしてみたい……）

			　まだ加減が掴めないので、そこまでする勇気はない。その代わり、紗彩がしてくれたのを思い出しながら、硬くしこった乳芽を舌で転がす。思いきり吸い上げ、先端を弾く。

			「あ……ン、気持ち……いい……」

			　鈴を抱く腕に力が入り、胸に埋もれて窒息しそうだ。でも、大好きなお姉さまが感じてくれているのが嬉しくて、乳首責めに夢中になった。

			「お姉さま……れろ、れろれろ、ちゅ……ぱっ」

			「あぅん！　り、鈴ちゃ……おっ、おっぱい……気持ちいい！　はぁ……はぁ……でもね……ふふっ……こっちがお留守になってるわよ？」

			　胸に夢中になるあまり、下半身への愛撫の手が止まっていた。まるで、課題をこなせなかった落第生にペナルティを与えるように、紗彩が本気の指使いで鈴の淫裂を掻き回す。

			「ヒッ、あっ……ご、ごめんなさいお姉さま……きゃッ、みゅっ……きゃはぁぁぁン！」

			　反撃しようにも、膣口に指を挿いれられ力が入らない。紗彩に体重をかけないよう、四肢を突っ張らせるのが精一杯。彼女の肩に顔を埋め、両手でシーツを握り締めながら腰が蕩けそうな快感に必死に耐える。両膝を突いて浮いたお尻が、卑猥な動きで８の字を描く。

			「ふふっ、鈴ちゃんのお尻、かわいいダンスを踊っているわ」

			「やぁぁぁ……あぁぁぁ……あぷ、ぅむぅぅぅ！」

			　唇をキスで塞がれた。喘ぎと唾液が彼女の口腔に吸い取られる。気持ちよくて、思考が麻痺して、このまま絶頂まで走り抜けたい欲求に流される。

			（だ……だめっ！　今日こそは、お姉さまを気持ちよくさせるんだから！）

			　震える身体に鞭打ち、鈴は唇を引き剥がした。

			「あぅ！　あ……ン……んくぅぅ……！」

			　達したように腰が跳ねる。まるで、行き場を失なくした快感が、体内を暴走しているみたいだ。紗彩にしがみついて、それを強引に抑え込む。

			「鈴ちゃん？」

			　キスを中断され、紗彩が怪訝な顔をする。そんな彼女の身体を滑り降り、鈴は自分のものより濃厚な草叢を生やす下腹に頬擦りした。それだけで、何をしたいのか察してくれたらしい。紗彩は仔犬の悪戯を見るように顔を綻ばせ、そして、ゆっくりと脚を開いた。

			「……舐めて」

			「あぁ……お姉さま……」

			　歓喜の溜め息が自然に漏れる。そこを愛撫するのは自分の意思だったはず。なのに、たったひと言に操られるように身体が痺れ、鈴は、彼女の淫裂に唇を寄せていった。

			　女の子の身体の構造上、自分の性器はあまりよく見えない。でも鈴は、自分のものとは全然違うと直感的に思った。紗彩のそこは美しいシンメトリ。ちょっと膨らんだ肉畝も、濃厚なピンクに色づく陰唇の襞も、まるで人の手で造形したように左右対称。

			「……綺麗」

			　思わず溜め息が漏れる。陶然と眺めていたら、紗彩が自ら指を添えて亀裂を開いた。するとその上端から、真珠のように輝く肉芽が顔を出した。そこも、まさに学園の華にふさわしい、宝石のような美しさ。それでいて、内側からとろとろ流れる淫液で、肉襞も内腿もはしたなく濡れそぼり、甘ったるい卑猥な匂いで鈴の欲情を煽り立てる。

			「はぁ……あ、はぁ……！」

			　もう堪らない。鈴は誘い込まれるように、艶やかな濡れ肉花びらに口づけた。最初は、チュッと軽く。特別な味はなく、何の不快感もない。ただ、想像以上の柔らかさに新鮮な驚きを覚えた。今度は舌を押し付けて、そして、そろりと舐め上げる。

			「あっ……ぁはぁっ！　んふ、くすぐったい……。お願い……もっと強く……ッ！」

			　紗彩の脚が引き攣って、鈴の顔を挟み込んだ。彼女に催促されるまでもない。最初のキスで抵抗感が完全になくなった舌と唇の動きが、活発になっていく。

			　──好きな人を気持ちよくしてあげたい気持ちに、同性も異性も関係ないでしょ？

			　以前、鈴のものを執拗に舐めながら、紗彩がそんなことを言っていた。実際に触れてみて、その意味を理解する。愛する人の嬌声が嬉しくて、同性の性器を貪り始めた。

			「んんっ、じゅる、ぴちゅ、ちゅばっ……はぁ……お姉さま……じゅるる、じゅぱっ」

			「あぁぁん……はしたない音ぉ！　いい……気持ちいい……鈴ちゃん、もっと……あっ」

			　紗彩の声が高くなる。鈴が恥襞を舐め上げるたび、彼女の腰が大きく跳ねる。でもクンニ初心者の鈴に、相手の様子を観察する余裕はなかった。動き回る性器から口を離さないようにするのが精一杯。反応があるのが無性に嬉しくて、どれだけ自分が紗彩を追い詰めているのかの自覚もない。

			（……そうだ。もっと気持ちがいいところが……）

			　舌に絡む陰唇の襞が癖になってきたけれど、不意に、よがり狂ってしまうほどの敏感な場所を思い出した。鈴は不慣れながらもそこを探り当て、舌で突く。

			「はぁぁあ……グッ！　り、鈴ちゃん、そんないきなり……あぅっ、あぁうんンッ!!」

			　そのワンタッチで、紗彩の身体が大きく跳ね上がった。さらに舌先で弾いてみると、甲高い悲鳴を上げながら細い腰を左右に捻じりまくった。

			「はぅッ、ン……ッ、あっ！　そこ、そこ、感じすぎ、て……きゃあぁぁぅんッ!!」

			　あの紗彩が、快感に耐えきれず派手に身悶えている。大きすぎる反応に怯みそうになったけど、ここで間違っていないと確信してクリトリスを転がし続ける。

			「あ、あッ……あぅ……っ、鈴ちゃ……そこぉ……そこ、あッ！」

			　紗彩が発しているとは思えない、切迫した喘ぎに勇気づけられ、鈴は額に汗を浮かべながら夢中で舌を動かした。一生懸命すぎて、ともすればリズムが単調になる。それでも口腔に流れ込む恥蜜は次第に粘り気を増し、味も匂いも濃厚になってきて、責めているはずの鈴の股間まで疼いてくる。

			「お姉さま……あぷ、ちゅっ、ちゅっ、ちゅぱ……ちゅるちゅる……じゅるっ！」

			「い、いい上手ぅ……。気持ちよくて……わたし、……イッ……イッちゃい、そ……！」

			　紗彩がシーツを掻き毟る。その手に指先で触れると、即座に握り返してきた。痛いほどの力に彼女の絶頂が近いことを知り、淫裂深くに舌を捻じ込む。

			「イッてくらふぁい、お姉ひゃま、あぶ、ぷあ、んぶ、ちゅばっ!!」

			　際限なく溢れる恥液に溺れそうになりながら、秘唇と淫核をまとめて舐め上げた。肉襞が蠢きながら舌に吸いつき、まろやかなお尻が痙攣を始める。

			「イクッ、いぎゅっ、り……鈴ちゃ……り……ン、あっ、あぁっ……あぁぁぁあぁッ！」

			　綺麗なソプラノの悲鳴と共に、紗彩の長い脚が、爪先まで一直線にピンと伸びて突っ張った。その手も、鈴の指を折ってしまいそうなほど堅く握り締める。

			「あ……は、あ…………はぁ……はぁぁ…………」

			　十数回も引き攣っていた腰が、やがて、ゆっくりとベッドに降りてきた。深くて長い溜め息で、彼女の絶頂が終息していくのが分かる。そんな紗彩の、大きく上下する乳房を、鈴は呆然と眺めていた。

			「お、お姉さま……」

			「あ……ん……。ふふっ……わたしがイクのを見て、びっくりしちゃった？」

			　快楽に爛れた笑みの紗彩に髪を撫でられ、鈴は自分が驚いているのに気が付いた。言われてみれば、誰かが達するのを目の当たりにするのは初めて。

			（凄い……。お姉さまの身体、全部がビクビク震えて……壊れちゃうかと思った……）

			　今さらながらに怖くなってきた。紗彩の無事を確かめるように、彼女の胸に耳を押し当て鼓動の音を聞く。興奮が残っているのか、少しだけ速い。

			「あらあら、鈴ちゃんは、わたしのおっぱいがお気に入り？」

			「え？　あ……いえ、これは…………あんっ」

			　慌てて起こそうとした上体を抱き寄せられた。乳首同士が擦れて、小さく喘ぎを漏らしてしまう。直前まで、もっと卑猥な行為をしていたのに、気恥ずかしさに顔を伏せる。絹のように滑らかな肌と甘い匂いに包まれて、鈴は今の自分が信じられなかった。

			（誰とも仲良くなれないと思ってたあたしが、こんなにエッチなことまで……）

			　紗彩の強引さがなければ、こうはならなかった。最初は迷惑に感じていたのに、今は、彼女と素肌で触れ合わないといられない身体になってしまった。

			（女の人って、柔らかくて気持ちいい……）

			　自分も女だけど、ここまでの触り心地があるか自信が持てない。じっと抱き合っているだけなのに、堪らない幸福感で身体が満たされていく。

			「……お姉さまは……どうしてあたしを気に入ったんですか？」

			　興奮のドキドキがそう感じさせるのか、幸せすぎて、ちょっと怖い。不安を紛らわせたくて、安らぎを求めたくて、彼女の好意にすがりつく。

			「そうね……可愛いし真面目そうだし、ひと目で気に入っちゃったっていうのはあるんだけど……。初めて会った時、鈴ちゃんが、寂しそうな顔をしていたから……かな」

			　そういえば、前にもそんなことを言っていた。でも、きっとそれだけじゃない。初対面の時、鈴をじっと見詰めていた眼が、なぜかずっと、気になっていた。鈴も彼女の瞳を見詰め、そして、ふと、自分でも思ってもいなかった言葉が口を突く。

			「……お姉さまも、寂しいの？」

			　あっと思ったけれど、紗彩は一瞬だけ動揺を見せ、そして柔らかな苦笑いを浮かべた。

			「……だって、華姫だもの」

			　学園の華。憧れの華姫様。その彼女が、寂しさを否定しない。でも鈴は、なぜかそれを不思議とは思わなかった。

			「鈴ちゃんでよかった。鈴ちゃんの前なら、わたし……本当のわたしでいられるから」

			　鈴を抱き締めながら、静かに呟く。そこに、彼女の意外な苦悩が滲んでいる気がした。

			（ああ……そうか。きっとそうなんだ……）

			　華姫として、尊敬の対象であり続けること。それは、孤独と同義なのかもしれない。誰にも心を開けず、本音で語れる相手もいない。だからこそ、学園の外から来た鈴に、救いのようなものを求めたのかもしれない。本当の自分を晒せる相手として。

			　そう思ったら、なんだか紗彩が愛おしくて堪らなくなった。甘えるような仕種で乳房に頬を押し当てると、彼女も、優しく髪を撫でてくれた。

			「それにしても、まさか鈴ちゃんが女の子に失恋していたとまでは思わなかったわ」

			「そ、それは……」

			　クスクス笑っていた紗彩だったけど、逸らした鈴の視線に、珍しく「しまった」という顔になった。快感で気が緩んでいたのだろう。思わず気まずい話題に触れてしまったに違いない。不意打ちに遭って、胸がチクリと痛くなる。

			　でも鈴だって、転校してから一ヶ月も経っていない。普通に考えれば、そんな短い期間で他の誰かとこんなにも親密になる方がどうかしている。

			（……なら、この際、傷つきついでに……）

			　鈴は、ずっと気になっていたことを、思いきって聞いてみることにした。

			「お姉さまは…………今まで誰かと……こういうの、したことあるんですか？」

			　唐突に出た質問に、紗彩が眼を丸くする。相当に意外だったようだ。ちょっとだけ逡巡し、でも、真っ直ぐ見詰める鈴の視線に、彼女の表情も真剣になる。

			「…………そうね。初めてではないわ」

			　やっぱり。でも不思議はない。何の経験もなしに同性とキスしたり、ましてや巧みな指使いで相手を絶頂させたりなんて、普通はできるはずがない。

			「そのお相手って……」

			　もしかして自分の他にも恋人が。急に不安顔になった鈴に、優しい笑みが向けられる。

			「もう卒業されて、この学園にはいないわ。……前の華姫様だったの。心配しないで。今のわたしには鈴ちゃんだけ。……わたしは、あなただけのものよ」

			「お姉さま……」

			　何気なく聞いてしまった紗彩の秘密。彼女にも「お姉さま」がいたなんて。つまらない好奇心なんて持つんじゃなかった。小さな嫉妬が、胸をチクリと刺してくる。

			（やっぱり、お別れの時は悲しかったのかな……）

			　いずれ、紗彩ともそんな時が訪れるのだろうか。そんなの考えたくない。別れるなんて嫌だ。そんな風に、鈴が小さな胸を痛めているのに。

			「そういえば、その方も先々代との関係がどうとか言っていたわ。……これって、聖リスの伝統なのかしら」

			　紗彩はクスクス笑いながら話を続けていた。しかも、とんでもないことを口走る。

			「あら。でも、この伝統にのっとると、次の華姫は鈴ちゃんということになるわね」

			「え？　へ、変なこと言わないでください。あたしなんかに、そんな大役……。それに、転校生にそんな資格は……」

			　感傷に水を差されたようで、ちょっとだけ拗ねる。でもそれは、鈴にとって事態を悪化させる羽目になった。

			「そんなの関係ないわ。うん、決めた。次回の華姫選挙には、鈴ちゃんを推薦するわね」

			「ちょ……冗談でもやめてください！」

			　焦って顔を上げる。しかし、紗彩の眼はあくまで真剣。本気なのか、それとも困り顔の恋人を面白がっているだけだろうか。何にせよ、鈴の言い分が通るはずがない。

			「あら、わたしの命令は絶対なのに、逆らうの？」

			「ご……ごめんなさい、お姉さま！　お願いですから……」

			「だーめ、許しませーん。もうサービス期間は終了しましたー。逆らった鈴ちゃんには、罰を与えることに決定でーす」

			　鈴は、冷や汗を流しながら、紗彩に命じられた「罰」を実行する機会を窺っていた。しかし、勇気が出なくて、すでに午後の最後の授業に突入している。

			　カツカツと、教師が数式を板書する音だけが静かに響く。育ちのいいお嬢様ばかりの教室は、私語ひとつない。しかし逆に言えば、よそ見をする生徒もいないということ。この状況は、むしろ好都合かもしれない。

			（だからって……こんなこと……できるわけない～！）

			　罰のタイムリミットは今日の放課後まで。つまり、この授業が最後のチャンス。ジリジリと時間だけが過ぎていく。焦りで目が回り、教科書も歪んで見える。ついには、昨夜の紗彩の声が幻聴のように甦ってきた。

			「無理と言うなら構わないわ。でも、あなたとはサヨナラ。二度と可愛がってあげない」

			　紗彩に見捨てられる。想像しただけで戦慄が走った。ずっとひとりで平気だったのに、誰かと触れ合う温かさを知ってしまった今、それを失うのが怖い。

			（やらなきゃ……）

			　幸い鈴の席は一番後ろ。左右にも人はいない。ノートを取るふりをして周囲を警戒しつつ、机の下で脚を広げた。そして、左手に持ったピンク色の蛍光ペンを、音もなくスカート内部に潜り込ませる。

			　紗彩が鈴に命じた罰ゲーム。それは、授業中のオナニー。

			　もしクラスメイトに見られたらと思うと、身体が動かなくなる。というか、厳格なお嬢様学園で自慰行為なんかしたら、退学になってもおかしくない。仮に停学で済んでも、軽蔑されることは必至。この先、ここで生きていく自信がない。

			　でも──告白から逃げた香佳の横顔が、手を振り払ってしまった時の、紗彩の悲しげな瞳が、脳裏で瞬く。焦って動かしたペンの先端が、白い下着の中心を思いきり突く。

			（ンッ…………ぎゅぅっ!!）

			　必死に悲鳴を飲み込んだ。全身をビリビリとした痺れが包む。強張ったお尻が、ほんのわずか椅子から浮く。声はもちろん、物音が立たなかったのが奇跡的。鈴は考えごとの素振りで右の拳を口に当て、喉で詰まった息をゆっくりと吐き出した。

			（あっ……ふッ……はぁぁ……。どうしてこんな……ちょっと触っただけなのに……）

			　自分の身体が示す過剰な反応に、困惑する。それでも呼吸を整え、改めて蛍光ペンを動かした。今度はゆっくりと、悲鳴を上げずに済むように。なのに、極度の緊張のせいだろうか。ペンのキャップが数ミリ、性器の窪みをなぞっただけで、内腿が痙攣を起こす。

			（はッ……あ、は……ッ……はぁぁぁ……。あたし……何してるんだろ……あっ！）

			　みんな真面目に授業を受けているのに。罪の意識が胸を刺す。それでも手は止まらなかった。周囲に気を配りながら、手首を返す最小限の動きで恥裂を擦る。

			　こんな異常なことをしているのに、誰も気づく気配がない。警戒心は次第に薄れ、手つきも大胆になってきた。先端を深く食い込ませる。ペンの軸を恥裂に押し当て、素早く上下にスライドさせる。指とは違う硬質さが新鮮で、鈴は、新しい刺激に熱中していた。

			（やだ……。おしっこ、漏れちゃいそう……）

			　下着が湿り気を帯びてきた。股間の切迫したウズウズに眉を寄せる。右の指を噛んで喘ぎを抑えるけれど、もう授業どころではなくなっていた。こんな、ペンの間接的な刺激では物足りない。自分で直接触りたい。欲求不満が、鈴に淫核を激しく擦らせた。

			「…………ンッ！」

			　瞬間的に力が抜け、蛍光ペンが指から抜け落ちた。乾いた音が教室中に響き渡る。

			（しまった……！）

			　大きな音ではなかったけれど、生真面目な静寂の中では十分に悪目立ち。教室中の全員が、音の出所を探して一斉に鈴に顔を上げる。想像していた最悪の展開が、頭の中で早送りのように再生される。

			　ところが、そうはならなかった。

			「まあ、佐崎さん顔が真っ赤よ！　具合が悪いのではなくて？」

			「え……あの、大丈夫れふから……」

			　息が上がって呂律が回らず、額に浮かぶ大粒の汗。オナニーで熱っぽく虚ろな顔になっていたのを、前の席の娘が、体調不良だと上手い具合に誤解してくれたからだった。

			　かくして鈴は、教師に保健室で休むように言い渡されることとなった。

			（ううっ。あたしって……あたしって……）

			　情けなさと罪悪感で泣けてくる。でも本当のことを言えるはずもないし、仮病を押し通す以外、何ができただろう。ならば、覚悟を決めて放課後までここで寝るだけ。

			　それに、鈴にはまだやることがあった。

			　制服の上着とスカートは、皺になるのでハンガーに掛けてある。下半身は下着のみ。なんといっても、人目を気にせずに済む、保健室のベッドの中。

			「あの……カーテンを閉めても……」

			　事務机でパソコンに向かっている、若い女性教諭に声を掛ける。

			「そうしたいなら、いいわよ」

			　彼女は何も疑うことなしに了承し、自らカーテンを閉めてくれた。難なく個室を手に入れた鈴は、さっきの続きをするべく、毛布の中で下半身に手を伸ばす。

			　紗彩の命令を完遂するために。

			　でもそれは、もう口実に過ぎなかった。オナニーの中断を余儀なくされて、変な疼きが身体の中心で燻くすぶっている。まるで残り火のように、鈴を内側からじりじりと炙り続ける。

			「だめ……我慢できない……っ！」

			　カーテン一枚隔てた向こうには先生がいるのに、鈴は躊躇することなく下着に手を突っ込んだ。中指で数回撫でてやれば、乾いていた性器の亀裂が、瞬時に潤みを取り戻す。

			「あはぁ……は、あはぁ……」

			　腰が、背筋が悦びに震えた。陰唇を撫でるだけで、指はぐっしょり。ちょっとでも掻き回そうものなら、息が詰まりそうな快感が頭を貫く。

			（いけない……少しペースを落とさないと……。で、でも……っ！）

			　自分の指をコントロールできない。中断していた分を取り戻そうとするように、性急な動きで自分の身体を追い詰める。でもクリトリスを触るのは、感じすぎて少し怖い。膣に指を挿れるのも、まだ慣れなかった。こうして陰唇の襞を撫でているのが、一番安心して快感に没頭できる。

			　ただし、それはオナニーに限った話。紗彩になら、どこを触られても、何をされても身を委ねられる。絶対に気持ちよくしてくれる。

			（こ、これで許してもらえるかな……。こ、今夜も……可愛がってくれるのかな……）

			　そのためにも、今は手を緩めることはできない。遊んでいた左手も自慰に参戦する。胸を包むようにして、ブラウスの上から揉みほぐした。サイズ的に、掴み甲斐のない乳房。でもその先端部を掌が掠めるたび、ピリピリと鋭い快感電流が広がっていく。

			「ン……あ、く……ふぅン……っ！」

			　声が甲高くなる。けれど、両手は絶賛稼働中で抑え込む手段がない。

			（もし先生に聞かれたら……ンッ！　熱のせいってことにすれば……あ……あッ!!）

			　言い訳だけはしっかり用意して、鈴は自慰の快感に悶えた。身じろぎしながら、ピンと勃たった乳首をブラの内側に擦りつける。柔らかな淫裂を弄りながらの激しい身悶えに、お尻が下着から半分はみ出してしまう。紗彩がしてくれた愛撫を思い浮かべ、自分の一番気持ちいいポイントを探し求める。

			「ふぁ……あ、んっ、んくッ……ふぁ、あっ!!」

			「何をしているの!?」

			　いきなり、カーテンの向こうから硬い声で咎められた。驚きのあまり身体が硬直。オナニーに夢中になるあまり、声が大きくなりすぎた。蒼褪めながら、それでも用意していた言い訳を必死に繰り出す。

			「あ、あの……その……ね、熱がひどくなって、うなされたっていうか……ゴホゴホ」

			「嘘おっしゃい！　そんな言い訳で先生はごまかせないわよ!!」

			「あ、待って……きゃあ!!」

			　勢いよくカーテンが開けられた。少しでも身体を隠そうとして膝を曲げたら毛布が床に滑り落ち、自分の胸と股間に手を這わせた、恥ずかしい姿が乱入者の目に晒される。

			「……ほら、やっぱりオナニーしてた」

			「ごごご……ごめんなさい！　ごめんなさい！」

			　破滅だ。終わりだ。グッと目蓋を閉じ何度も何度も謝罪する。

			「あまり大きな声を出さないで。先生が戻ってきちゃう」

			「せ、先生が……って…………え？」

			　パニックに陥ったまま、恐る恐る目を開ける。

			「保健室でひとりエッチなんて、鈴ちゃんたらイケナイ娘♪」

			「お…………お姉さま!?」

			　紗彩が、楽しそうな微笑みで鈴を見下ろしていた。どうしてここにと聞く前に、彼女はカーテンを閉め直し、ベッドに腰を降ろした。

			「鈴ちゃんの教室に行ったら、保健室だって言われたの。もしかして、わたしの命令のせいかなと思って来てみたら、やっぱり。ふふっ……」

			「わ、笑いごとじゃありませんっ！　そのせいで、あたし……」

			　もし目撃したのが本当に先生だったら、今頃どうなっていたか分からない。涙目で抗議する鈴に、さすがに紗彩も申し訳なさそうな顔になった。

			「ごめんなさい。あなたが本当にオナニーするとは思わなかったの。だって……もしも嘘の報告をされても、わたしには分からないのよ？」

			　鈴は、そうは思わなかった。きっと彼女は見抜いてしまう。そして、そんな嘘つきを、好きなままでいてくれるとも思えない。

			「お姉さまに……嘘なんて……」

			　俯いて唇を噛むと、紗彩は静かに覆い被さり、目蓋に優しく口づけてきた。

			「優しい娘ね。そんなあなただから……わたしは、好きなの」

			「お、ねえ……さま……」

			　身体がピクンと小さく跳ねる。耳、鼻の頭、そして頬を遊び回った紗彩のキスは、最後に、喘ぎを漏らす唇を塞いだ。

			（はぁ……お姉さまのキス……。お姉さまとの、キス……）

			　やっぱり、オナニーなんかより彼女と触れ合う方が何倍も気持ちいい。鈴は反射的に舌を伸ばした。紗彩も同じように舌を挿し込んで、空中で戯れる小鳥のように絡み合う。

			「可愛いわ、鈴ちゃん……。それじゃ……オナニーのご褒美、あげるわね……」

			　ずっと下腹部にあてがわれていた鈴の手が引き抜かれる。入れ替わりに、にっこり微笑む紗彩の指が、下着のゴムをくぐって忍び込んだ。期待に胸を高鳴らせるけれど、ここは学園の保健室。それに先生の存在も気になって、紗彩を押しとどめる。

			「あ、待ってお姉さま。こんなところじゃ……」

			「心配ないわ。鍵は掛けたし、先生なら、職員会議でしばらく戻ってこないから。もしかして、彼女が出ていったの、気づかなかったの？」

			　どれだけオナニーに夢中になっていたのかと笑われた気がして、真っ赤になった顔を逸らせる。そんな鈴をなだめるように、紗彩が薄い恥毛をくすぐった。

			「あ…………」

			　優しい心地よさに、眼を閉じた鈴の身体が小さくくねる。侵入者の指先は、草原を走り抜け、下腹部の丘を音もなく滑り降りた。あまりに素早い動きに、鈴の心の準備が間に合わない。脚を開いて歓迎するより早く、目的地に到達した紗彩の五指は、秘密の泉をぐちゃぐちゃに掻き乱し始めた。

			「ンんぁっ……お姉さま、そこ……あんっ！」

			　予想できない不規則な愛撫に恥襞が痺れる。頭が一瞬で真っ白になる。稚拙なオナニーなんて比較にならない。絶妙なポイントと力加減で、意識が飛びそうなほどの快感を与えてくれる。まるで、鈴以上に鈴の身体を知り尽くしているかのようだ。

			「ふぁ……あンッ！　き、気持ちいい……あ……あぁぁッ!!」

			　淫核を転がされ涙が溢れた。あまりの快感に、腰が左右に何度も捩れる。しかし暴れる鈴をものともせず、紗彩は、もう一方の手でブラウスのボタンを外し始めた。

			「んふ。それにしても、鈴ちゃんの格好、とってもエッチ……」

			　舌舐めずりする彼女に言われ、改めて自分の姿を確かめる。上はちゃんと服を着てリボンもしているのに、下半身はパンツと靴下のみ。お嬢様学園にあるまじき卑猥な装い。それを紗彩の欲情に満ちた瞳で凝視され、羞恥に身体が燃え上がる。

			「や……見ないで……恥ずかしい……ッ！」

			「そうよ。なんて恥ずかしい娘なのかしら。ああ……聖リスが、ふしだらな学園だと思われてしまう。こんな悪い娘には、お仕置きが必要ね」

			「ごめんなさい、あたし……きゃあぁぁあぅン！」

			　激しい衝撃が全身を貫いた。陰唇を掻き回していた指が、膣に突き立てられたのだ。螺旋を描きながら体内に侵入してくる圧迫感に、鈴のお尻も卑猥に円を描く。

			「あん、そんなに暴れないで。鈴ちゃんのバージン破れちゃう。こんなところで奪われたくはないでしょう？」

			「でも……でもお姉さま……あっ！　か、身体の……なかっ、そんな……ふぁぁッ!!」

			　暴れるなと言いながら、鉤のように曲げた指で、処女肉を素早く擦り上げた。内側の刺激に不慣れな身体は、たった一本の指の動きに翻弄され、思うままに転がされてしまう。

			「そんなに大きな声を出したら、いくら鍵を掛けても誰かが来るわよ？」

			「でも……でも……きゅぅぅンッ！」

			　紗彩の脅しに怯えた鈴は、必死にもがいてシーツを掴み、口に咥えた。でも多少くぐもった程度で、高音で漏れる喘ぎには効果がない。焦りが増すけど、快感の身悶えが勝ってそれ以上は対応できない。その間に、ブラウスはボタンの一番上を残して全開。

			「さ、鈴ちゃん。おっきして」

			「ヒッ……いぃぃひゃぁぁぁぁん！」

			　紗彩に、上体を抱き起こされた。背筋を人差し指で逆撫でされ、せっかく咥えたシーツも手離してしまう。仰け反った隙に、ブラのホックを外された。

			「お、お姉さま……あん、ン！　そんな、おっぱいまで……」

			　捏ねるように乳房を揉まれ、身悶えしながら紗彩の首筋に顔を埋めた。逆襲のつもりで彼女の胸にも手を伸ばすけれど、力が入らず鷲掴みにするのが精一杯。指で塞がれた膣口から蜜が滴り、腰が卑猥に踊らされる。それでも責められる一方の展開を打破しようと、紗彩の頸動脈を、震える舌で舐め上げた。

			「あヒッ!?」

			　この不意打ちはさすがに彼女も予想外だったのか、本気の悲鳴で身体を硬直させた。逆襲のチャンス。今度は自分が押し倒す番、と思ったけれど。

			「す……凄いぃ……。鈴ちゃん……もっと、もっとぉ……」

			　かえって固く抱き締められて、剥き出しの乳首が彼女の制服に擦られた。

			「やん、お姉さまダメですっ！　お、おっぱい擦れて……おっぱい、きゃ、ンふ……っ」

			　両腕ごと抱きすくめられ、攻撃手段を奪われた鈴は、再び首筋へのキスを試みる。しかしそれは、またも逆効果だった。

			「あん、鈴ちゃ……きゅッ、ふぅぅン」

			　仔犬のように喉を鳴らした紗彩にのしかかられて、鈴の方が押し倒されてしまった。しかも彼女は、お返しとばかりに首筋を執拗に何度も何度も舐め上げてくる。

			「ふふっ、鈴ちゃんおいしい……ちゅ、れろっ」

			「お……おぉぉ姉さ……はぅぅっ！　な、舐めちゃらめっ……！　あ、ンひぅっ！」

			　口元から鎖骨までひとしきり舐めまくり、紗彩が身体を起こした。悶える鈴を、嗜虐的な笑みで眺め見下ろす。

			「そうそう。そんな感じで、じっとしていてね」

			　紗彩はスカートのポケットをごそごそ探り、白い何かを取り出した。そして細長くて伸縮性のあるそれで、鈴の両手首をぐるぐる縛り始める。

			「お、お姉さま！　何ですかこれ!?」

			「包帯よ。知らないの？」

			「そ、そういうことじゃなくて……あん、きつい……っ！」

			「んふっ、せっかくの保健室だし、使えるかと思って調達しておいたの。鈴ちゃんを可愛がるのに夢中で、つい忘れていたけれど」

			　快感ボケしていたせいで、ろくな抵抗もできずに難なく拘束されてしまった。鈴のお腹に跨がった紗彩は、胸元のリボンを解いて投げ捨て、自らもブレザーとブラウスのボタンを開いた。そしてブラも捲り上げると、柔らかな乳房をぷるんと露出させる。何度見ても生唾ものの、お姉さまの素敵なナマ乳。つい手を伸ばしかけ、奪われた自由に眉を顰める。

			「んふ……鈴ちゃんのおっぱい、可愛い……好き……」

			「あっ……きゅふぁ……」

			　その不満は、一瞬だけ、掻き消された。身体を倒した紗彩が裸の胸と胸を重ね合わせ、くねくね捏ね始めたのだ。控え目とはいえ、鈴にもある、それなりの膨らみ。それを量感たっぷりの柔乳が包み、揉みしだく。温かくて滑らかな肌に撫でられる。

			「お、お姉さまのおっぱい……柔らかくて、温かくて…………はぁ……ふッ、あっ」

			「鈴ちゃんの肌も、すべすべで赤ちゃんみたい……気持ちいい……ほらっ」

			「あ……あ！　ち、乳首……乳首がっ……あぁぁん！」

			　勃起した肉蕾同士が柔乳房に埋もれる快感に、鈴の身体もくねくね踊る。あまりにも気持ちよくて紗彩に抱きつきたくなるけれど、拘束された腕に自由がない。身体を駆け巡る欲求不満が、尿意と錯覚するような焦燥となって、鈴に脚をばたつかせた。

			「お姉さま……お姉さまぁぁ!!」

			　それでも欲求が満たされない鈴は、懸命に背中を仰け反らせた。せめてもという必死の思いで胸を突き出し、激しく乳房を擦り合わせる。

			「凄いわ鈴ちゃん……たまらない……ッ!!」

			　自ら快感を求める恋人に、紗彩は淫猥なキスのご褒美をくれた。唇をベタベタになるほど舐め回し、引き抜く勢いで舌を吸い上げる。そして頬を両手で挟むと、大量の唾液を口の中に流し込んできた。

			「あぷ、んぶ……ぷぁ。あふ……んぐっ」

			　口腔から溢れんばかりの量を、鈴は溺れそうになりながら喉に流し込んだ。まるで媚薬でも飲まされたように頭が呆ける。胸も下半身も性欲を持て余し、彼女の太腿に股間を擦りつけてしまう。

			「んふ、鈴ちゃんの腰、いやらしい動き……。いいわ、一緒に気持ちよくなりましょう」

			　紗彩は後ろに上体を傾けながら下着を脱ぎ捨て、互いの脚を交差させた。さらに鈴の右脚を抱えると、ふくらはぎの稜線を指でなぞりながら妖しく微笑む。

			「……今度は、ここでキスよ」

			「ここでって……え!?」

			　何をするつもりか察する前に、彼女の腰が素早く動いた。脚の付け根に淫猥な熱を感じた瞬間、女性器同士が粘着音を立てて吸いついた。

			「ふぁあぁぁっ、ひぃぃあぁぁっ!?」

			　鈴は、そして仕掛けた側の紗彩さえ、腰を震わせながら派手に仰け反った。衝撃で互いの股間が捻じれ、結合が深くなる。くすぐったいような、痺れるような、異様なゾクゾクが股間から背筋を走る。

			「お、お姉さま離れて！　腰が……あそこが、何か……変!!」

			「いいの、変になって！　あ……ほら、もっと、深くっ！」

			　紗彩は鈴の脚を胸に抱え、腰で円を描き出した。複雑な恥裂の襞が、まるでパズルを組み合わせるように絡み合う。ただでさえ過敏な媚肉が、涎を垂らしてキスを交わし合う。

			「やめて！　やめ……怖い、やあぁぁぁ!!」

			　鈴は眼を見開いた。甘美な淫摩擦から生まれる、あまりに苛烈な快感電流に。しかし紗彩は容赦しない。速度を上げながら、縦に横に腰をくねらせる。

			「あぁ……鈴ちゃんのおま○こ、わたしのに吸いついてる……。分かる？　あはっ、ほらまた……あんっ。いい……気持ちいい！」

			「う、動かないでお姉さま！　あ、そこ痺れ……て……お、かしく……なりゅっ！」

			　唇や指とはまるで異次元の気持ちよさ。頭の中を掻き回す、甘美で妖しい初めての感覚に、鈴は恐怖を覚えて助けを求めた。

			「あふっ、ふふっ。こ、腰……動かしてるの……あ、あンッ、鈴ちゃんの方じゃない」

			「え……あぁ!!」

			　蕩けた笑みの紗彩に指摘され、鈴は目を疑った。お腹が波打っている。紗彩の脚に膝を絡め、自ら腰をいやらしくくねらせている。一分の隙もないほど密着した性器の間で、愛液をぐちゃぐちゃ攪かく拌はんしている。
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			「どうして、こんな……動いちゃう！　あぁぁ！　あぁぁぁ!!」

			　心と身体のバランスが崩れ、鈴は半狂乱で頭を振り立てた。思考が痺れ、身体の暴走を許してしまう。性器のキスに酔い痴れてしまう。

			「おぉぉお姉さまぁ！　き、気持ちいい！　おま○こ、気持ちいいぃぃぃッ!!」

			「わたしも気持ちいい！　あ、鈴……りッ……鈴、ちゃん!!」

			　紗彩もシーツを握り締め、腰をうねらせていた。彼女が快感で顔を歪ませる姿に、胸の高まりが止まらない。

			（も、もう……我慢できないッ!!）

			　淫摩擦で生まれた媚熱が、鈴の思考を完全に麻痺させた。理性を手離し、絶頂に向かって走り始める。

			「イッちゃいます！　あ……あたし、ダメ、イッちゃう……いぃぃっちゃぁぁぁ！」

			「待って！　まだイッちゃダメ！　わたしも一緒に……」

			　急激な鈴の変化に、紗彩の方が焦りを見せた。でも、一度暴走を始めてしまった身体を止められるはずがない。

			「でもでもお姉さま！　あたし……あた、あぁぁぁあた、し……っ！」

			　絶頂の予感に身体が痙攣を起こす。それに追いつこうとして、紗彩が摩擦のスピードを上げた。そんなことをされたら堪らない。陰唇とクリトリスが激しく擦れ合い、鈴の暴走に拍車を掛ける。

			「りゃ、め！　おね、ぇさま！　らめっ、らめらめッ！　いっちゃう！　いく……イクイク、イッ……きゅうぅぅぅぅッ!!」

			　大量の愛液をしぶかせながら、鈴の身体が激しく反り返った。絶頂痙攣に全身がガクガク跳ね上がる。抑えようと思っても身体が言うことを聞いてくれない。遠ざかる気配のない快感に恐怖さえ覚え、ベッドのパイプを力いっぱい握り締める。

			「あふっ、ふぅぅぅぅはッ！　ふは、は、はっ……ン……ッ、ふ、は、あぁぁぁ……」

			　何度も深呼吸を試みて、やっと息が整ってきた。満足を通り越し、頭が呆けてしまいそうだ。しかし、快感でお腹いっぱいの鈴に対して紗彩は不満顔。

			「ひどいわ鈴ちゃん。待ってって言ったのに」

			「ご、ごめんなさい……でも……でも……」

			「口答えは許さない」

			　言葉ほどには怒った様子は見せず、しかし切なげに身体をくゆらせる。彼女はブラウスの裾を持ち上げながら、縛られたままの鈴の顔に跨がってきた。

			　開ききった女性器の亀裂。それが、滴り落ちそうなほどたっぷりの蜜を湛え、妖しく輝いている。淫裂の濃厚な匂いに鼻孔を刺激され、鈴は無意識に唾を飲み込む。

			「舐めて……わたしもイカせて……」

			　それは命令ではなく、切実なお願い。逆らうつもりなんてない鈴は、恥裂の甘い匂いに魅せられ、うっとり眼を閉じながら舌を伸ばした。

			　聖リス女学園では、五月の中旬に部活動発表週間がある。これは秋に催される文化祭とは別で、文字通り、各部の活動内容を内外に見せる期間。新入部員の親や、まだ部を決めていない新入生に、どんな活動をしているのかを周知するのが主な目的。

			　文化部は活動に即した展示や発表、運動部は主に練習試合を行う。

			「──合唱部は、一時から体育館のステージです。あちらの校舎を左に回った裏手です。あ、はい。テニス部ですね？　こちらの方をテニスコートまでご案内、お願いします」

			　校門に設営されたテントで、鈴はてんてこ舞いだった。どこから湧いてくるのかと思うほど、山の中の学園に訪問客がひっきりなし。その受付を任されていたのだった。

			（もーっ、何であたしがこんなことをっ！）

			　しかもなぜか、三人いる受付係の責任者。以前のお茶汲み仕事だって渋々だったのに、今回は直接、しかも無数のお客様の相手をしなくてはならない。

			「鈴ちゃん、部活に入ってないでしょ？　わたしも生徒会の役員も当日は何かと忙しいの。だからぁ……手伝って♪」

			　紗彩のお願いは、言葉の軽さとは裏腹に、有無を言わせない強引さだった。お手伝い自体は嫌じゃない。人と接する仕事に回されたのが納得いかないだけ。それでも引き受けてしまった以上は仕方がないし、それに、鈴が頑張らなければならない理由もあった。

			「娘の出番は何時からなのと聞いているの。早く教えてちょうだい」

			「す、すみません。少々お待ちください。ええっと……」

			　生徒の母親だろう。上品な服装のご婦人に、他の受付係の娘たちがしどろもどろになっている。彼女たちも急に受付係を仰せつかった口か、段取りを全く把握していない。

			（どうなってるのよ、もう……）

			　愚痴が喉まで出そうになる。この場は、鈴ひとりでこなしているのが実態だった。

			　結局、まごつく彼女たちに助け船を出す形で、ピリピリ神経質そうなこのご婦人を、鈴が剣道場まで直接連れていく羽目に。受付で手間取ったのが相当に腹立たしかったのか、案内する間、ネチネチ文句を言われ続けた。鈴の会話スキルの低さは余計にご婦人を苛立たせ、目的地に着いた頃には、高飛車セレブの口撃で、すっかり憔悴しきっていた。

			「お金持ちの人って、みんなあんなに偉そうなのかなぁ……て、あれ？」

			　何とか任務を済ませ、よろよろと校門テントまで戻ってみれば、人波はすっかりまばらに。お喋りに興じていた受付係の娘たちが鈴を見つけ、焦ったようにお辞儀してきた。

			「佐崎さん、ごめんなさい。お仕事を押し付けてしまって……」

			「あ、いえ……」

			　正面から頭を下げられたことがないので、どんな返しが適切なのか分からない。それが不機嫌な態度にでも見えたのだろう。もうひとりの娘がフォローするように言葉を継いだ。

			「来訪者はほぼ入場したようですし、受け付けも、ひと段落でしょう。佐崎さんは、どうぞ休憩してください」

			「え、でも……」

			　少なくなったとはいえ、この後も来場者はいるだろう。あんなに手際が悪かったこの娘たちに、この場を任せていいのだろうか。

			「わ、わたしたちも慣れてきたし、もう大丈夫ですっ！」

			「そ、そこまで言うのなら……」

			　お言葉に甘えて、休憩に入らせてもらうことにした。しかし、回れ右してテントから離れた時、背後の彼女たちの奇妙な内緒話が、風に乗って聞こえてしまった。

			「佐崎さんて、無口だけど優秀な方ね」

			　背中で聞いて、こそばゆくなる。鈴のどこを見たら、そう思えるのだろうか。無口で口下手。仕事をこなせたのも、紗彩からのご指名で懸命に予習したからだ。誤解されるのは嫌だけど、誤解を解くのは輪を掛けて苦手。言い訳をしようか逡巡した鈴は、結局、気づかないふりをして、その場を足早に立ち去った。

			　それにしても、彼女たちの有様を見ていると、学園の見取り図や、案内の仕方を連日勉強したのが馬鹿みたいだ。その反面、自分がいなかったらどうなっていたかと思うと、複雑な気持ちになる。

			　おかげで、華姫の後継者にならないかという、紗彩の変な話を思い出してしまった。

			「今すぐに決める必要はないわ。ゆっくり考えてみて」

			　冗談だと思っていたのに、彼女は、本気で鈴を指名するつもりのようだった。

			　もしかしたら自分でも、とその気になりかけ、思い直して頭を振る。

			「珍しく人に褒められたくらいで、何をいい気になってるのよ……」

			　多分、紗彩は鈴の心変わりに期待して、仕事を押し付けたのだろう。でも、人の上に立ったり、模範になったり。そんなもの、自分には向かないし、務まるはずがない。

			「はぁ……それにしても、困ったな……」

			　休憩を貰えたはいいけれど、行く場所がない。そもそも、部活をやっていないから雑用を押し付けられたのだし、この行事自体、鈴には何も関係ないのだから。

			　展示や練習試合を横目で見ながら、学園内をあてもなくふらふら歩く。そこに並んでいるのは、上手いか下手かは別にして、熱心な活動の成果。

			　だんだん、辛くなってきた。何事にも打ち込んだ経験のない鈴には、決して成しえないものばかり。見せつけられている気分になって、人のいない場所を求めさまよう。

			　だんだん俯いて丸くなっていく鈴の背中に、突如、誰かが襲い掛かるように抱きついた。

			「りーんちゃん」

			「きゃあぁ!?」

			　驚いたけど、正体は紗彩に決まっている。彼女は鈴に全体重をかけ、ぶら下がった。

			「お、お姉さまっ。……どうしたんですか。華姫のお仕事は？」

			　今日も、来賓の相手やら何やらで多忙だったはず。鈴を見つけたのは偶然だろう。

			「疲れちゃったぁ。ね、ちょっと休憩するから付き合ってぇ」

			　返事も待たずに、鈴の手を引き歩き出す。異論はないけれど、相変わらず強引な人だ。

			　そうして連れてこられたのは、例の温室。ここに来るのは久しぶり。中に入ると、ふたりは、自然に抱き締め合った。キスをするわけでもなく、ただ身体を寄せあうだけ。ここ数日は、お互いに忙しくてエッチをする暇もなかった。でも、こうしているだけで、すごく幸せな気持ちになる。

			　少しだけ、華姫後継の件を持ち出すかもと心の隅で警戒した。でも彼女の緩んだ顔は、難しい話をするつもりはなさそうだ。鈴も気持ちを解放し、彼女の胸に身体を委ねる。

			「好き……」

			　不意に、紗彩が囁き掛けた。そのひと言で身体が蕩けてしまう。抱き合うだけで満足だったはずなのに、やっぱり物足りなくなって、ふたりは唇を求め合った。

			　キスが、唾液を交換する濃厚な音を立て始めた頃、紗彩の手が鈴の下半身に伸びた。でも、さすがに今日はまずい。

			「だ……駄目ですよ、お姉さま。よその人もたくさん来てるのに……」

			「平気よ。ここは見学コースに入っていないし、滅多に人は近づかない、学園の中でも特に辺へん鄙ぴなところだもの」

			「そ、それはそうですけど……あ……っ！」

			　戸惑っている間に、紗彩は鈴のスカートの中に顔を突っ込んできた。

			「んふふー。元気を補給させてね、鈴ちゃん」

			「な、何を言ってるんですか……て、ふぁ……！」

			　下着を降ろされ、秘裂に口づけを受けた。そこはすでに、自分でも恥ずかしいほどの蜜でベタベタ。紗彩はそれを舌で掻き集め、喉を潤した。

			「んふ……鈴ちゃんの、おいしい……ちゅ……ちゅる」

			「お、お姉さま……あん、あン深い……あぁぁ…………！」

			　鈴も自ら脚を開き、両手で抱えた彼女の頭を、スカートの奥まで迎え入れる。戸惑いは薄れ、快感にのめり込もうとする、その時だった。

			「──!!」

			　ふと、誰かの視線を感じたような気がした。物音がしたわけじゃない。でも、人見知りゆえだろうか、他人の視線に人一倍敏感な鈴の勘が、気配を感じ取る。

			「お姉さま、待って……あの……あ……！」

			「んー？　んふっ……ちゅっ、じゅるるっ」

			　いつもの羞恥と思ったのか、紗彩は鈴の声を無視して淫裂を貪り続けた。腰が抜けそうな快感に必死で抗い、周囲を窺う。誰かがいる様子はない。気のせいだったのだろうか。

			　しかし、もう、それを確かめるような余裕はなかった。

			「あん、お姉さま……はッ、あッ……お姉さまぁぁふぁあぁぁん」

			　淫核を甘噛みされ、膣口を指で抉られて、思考が蕩ける。注意力が散漫になった鈴は快感の奔流に飲み込まれ、甘い声で鳴き続けた。

			　部活動発表週間が終わっても、鈴に変なアプローチをしてくる人はいなかった。それとなく紗彩にも尋ねたけれど、特に変わった様子はない。あんな場所でのエッチだったので、神経質になっていたのかもしれない。

			　でも、それとは別に、あの行事は鈴の意識を少しだけ変えた。他人の目を意識するようになったし、何より、様々なクラブ活動を見て、自分に何もないことを痛感させられた。

			　転校前なら、それも気にしなかっただろう。鈴にとって、他者とのコミュニケーションはそれほど重要ではなかったし、それは、今でもあまり変わらない。同じタイプの香佳と一緒にいても、こんな気持ちにはならなかった。違うとすれば。

			　──紗彩様に甘えている。

			　誰かに言われた言葉が、心の片隅に、ずっと重くのしかかっていた。

			「あたしは、お姉さまの隣にいて恥ずかしくない人？」

			　紗彩は、鈴とは正反対。常に大勢の視線が向けられることを、苦にしない。そんな人の隣に立とうとするなら、自分にも同じだけの器や能力が必要とされるはず。

			「でも、どうすればいいんだろう……」

			　鈴は、寮のベッドに横たわって天井を眺めながら、発表週間の期間中、廊下に貼り出されていた一風変わったポスター類を思い出していた。

			　お嬢様が多数在籍するだけのことはある、とでも言えばいいのか、この学園には部活動以外に、カルチャースクールのような教養講座が、各種存在していた。

			「……そういえば、寮の談話室にそれっぽいパンフレットがあったような……」

			　まだ消灯時間まで少し間がある。鈴は何かに急かされるようにベッドから跳ね起き、談話室へ急いだ。

			「……あった」

			　Ａ４サイズに二つ折りになったチラシに、いくつもの講座名が並んでいた。礼儀作法に茶道や華道、英会話。乗馬なんてものまである。しかも営利目的ではないので、これらが全て無料。鈴のような一般市民のお財布にも優しい配慮。

			　こんなもので少しくらい教養を身に付けたからといって、紗彩は褒めてはくれないだろう。でも今のままでは、彼女に愛してもらえるだけの人間だと誰にも言えない。何より、自分自身に胸を張れない。

			「佐崎さん、最近お疲れではなくて？」

			　ある朝、クラスメイトが心配そうに声をかけてくれた。最近は表立って紗彩と一緒にいないので、鈴に対する妬みも、若干、鳴りを潜めている。

			「…………え？　あ、平気ですよ。ほら」

			　鈴は、両手でガッツポーズを取ってみせた。元気をアピールしたつもりだけど、話し掛けられてから数秒のタイムラグがあったのでは、説得力がない。

			　疲労は自覚していた。何しろ、放課後の教養講座を日替わりで掛け持ちしているのだから。お茶にお花に礼儀作法。それに加えて声楽と社交ダンス。前の三つは基本だと思ったし、後の二つは、万が一、本当に万が一、何かの間違いで華姫候補にされてしまった時に備えて。特にダンスは、華姫に必須らしい。

			　講座を受け始めて、三週間。もちろん何ひとつ様になっていないし、初体験と失敗と挫折の連続。でも幸いなことに、ここの教養講座は基本的に初心者向けだった。受講者みんなが下手なので、ひとりだけ無様を晒して恥を掻くという場面は、今のところない。

			　ただ、日替わり受講などという無謀をしているのは、おそらく鈴だけ。

			　今週は、紗彩とエッチの最中に寝てしまうことが続き、彼女にも心配されてしまった。受講は秘密にしているので、なおのこと。そのせいか、このところ紗彩から夜の呼び出しがない。寂しいけれど、でも。

			（がんばらなくちゃ。お姉さまにふさわしい女性になるんだ！）

			　その日も、三時間のダンスレッスンを受けて、ふらふらになりながら帰途についた。ボールも真っ直ぐに投げられない運動オンチがまともに踊れるようになるには、あとどれくらいの期間が必要なのだろう。

			「…………疲れた」

			　すっかり口癖になった独り言を呟きながら、やっとの思いで寮の玄関に辿り着く。のろのろとした動作で靴を所定の下駄箱に入れていると、何か声が聞こえた気がした。

			「あ、佐崎さん」

			「……………………はい？」

			　名前を呼ばれたと気づくまで、約三秒。寮監さんが、渋い顔でこちらを睨んでいる。しかし彼女は鈴を鈍い子だと認識しているようで、大して気にも留めず本題に入った。

			「今日から、あなたの部屋に新しい子が入ったから。ちゃんと挨拶するのよ？」

			　なんだか、お母さんのお小言みたいな注意の仕方だ。いくら鈴が人見知りだからといって、知らない人に挨拶するくらいはできる。ちょっとだけムッとしたけど、鈴はそれを飲み込んで鞄を両手で持ち直し、寮監に「分かりました」と会釈した。

			「新しい子かぁ……。どの部屋に入るのかな。ああ、あたしの部屋って言ってたっけ」

			　階段を上がっていた鈴の足が、ピタリと止まる。

			「……あたしの部屋？　挨拶しろってことは……あたしの部屋に誰かいるの!?」

			　どこまで寝惚けていたのだろう。寮監に注意されるわけだ。現状、ここの空き室は紗彩か鈴の部屋のみ。華姫部屋に入るわけがないのだから、後は考えるまでもない。

			　まさに青天の霹靂。事態を理解した頃には、すでに自分の部屋の前に立っていた。

			「どどど……どうしよう」

			　ドアの向こうに、自分の部屋に赤の他人がいて、これから一緒に生活していく。紗彩と同室になった時は香佳のことを引きずっていたし、すぐに特別な関係になって、あれこれ考える余裕がなかった。

			「こういうことって、前もって教えてくれるものなんじゃないの!?」

			　鈴の入寮時にも手違いがあったし、あの寮監、あまり仕事をしている印象がない。きっと聞き分けのいいお嬢様ばかり相手にしているせいだ。消灯後の見回りすらしていないのだから。おかげで紗彩の部屋に行き放題だったので、文句を言うつもりはないけれど。

			　何にせよ、いつまでも部屋の前に突っ立っているわけにはいかない。

			「き、緊張することなんてないでしょっ。この学園では、あたしの方が先輩なんだしっ」

			　自分に気合を入れドアノブを回す。その短い間に「恐い人とか、テンション高すぎな人だったら……」と、ネガティブなイメージが頭をぐるぐる回って、腰から下が逃げ出す準備を始める。でも上半身と下半身で意思の統一が図られる前に、扉が開いてしまった。

			「あ……」

			　夕陽でオレンジに染まる窓から外を眺める、少女の後ろ姿。長身で、腰まである長い黒髪。聖リスの白い制服を身に着けているけれど、誰かを思い出さずにいられなかった。

			「きょうちゃん……」

			　口が、自然にその名を紡いだ。小さな呟きだったのに、しっかり耳に届いたらしい。長い髪を優雅に揺らしながら、少女が振り返る。

			「あ、あの……ごめんなさい。後ろ姿が知ってる娘に似ていたものだから。あっ、あたしはこの部屋の……あの、同室の……ええっと……」

			　慌てて言い繕おうとしたせいで、自分の名前すら出てこない。

			（やだもう……何でこうなっちゃうの!?）

			　顔を上げられない。気取るつもりなんてなかったのに、第一印象は最悪だ。

			「……久しぶり、鈴」

			「は、はいっ！　お久しぶりで……え？」

			　どうして自分の名前を。戸惑いながら上げた視線の先で、見覚えのある少女が静かに佇んでいた。目を疑い、ゴシゴシ擦って、もう一度確かめる。

			「…………きょうちゃん!?」

			　信じられない。こんなの絶対に夢。奇跡でもなければ起こりえない。

			　でも、朝の目覚めと同時に、パジャマ姿の香佳が「おはよう」と挨拶してくれた。

			　ただその声は硬く、鈴も、眼を合わせることができなかった。再会を喜べたのは最初の一瞬だけ。昨夜はお互いがぎごちなく、ろくな会話もできていない。告白失敗のトラウマが、ふたりの間に重苦しい空気となって横たわっていた。

			「鹿波さんは、どちらからいらしたの？」

			　隣の席で、一ヶ月前の自分に向けられた質問が飛び交っている。一体どんな経緯でそうなったのか、彼女は聖リスに転入し、同じクラスになり、しかも席まで隣同士に。興奮が止まらない。浮かれているのが分かる。

			　でも、それ以上に鈴の心を占めていたのは、戸惑いと後ろめたさ。二度と会うことはないと思っていた元親友と同室なんて、どう接すればいいのか見当もつかない。

			（本当なら、お姉さまにも紹介したかったけど……）

			　夕食のタイミングが合わなかったのか、紗彩とは一緒にならなかった。もっとも「彼女がケンカ別れしたきょうちゃんです」と紹介されたところで、紗彩だって困ってしまう。

			（ま……まずは、きょうちゃんと仲直りしなくちゃ。そうだよ、謝らなくちゃ！　でも、どうやって切り出せばいいんだろう……）

			　それにしても、転入生としての香佳の注目度は鈴なんかの比ではない。机に群がる人数も、質問の数も。普通サイズで無口な鈴さえ普通に転校生らしい歓迎を受けたのだから、ナイスバディのミステリアス美少女が騒がれないはずがない。

			　親友だった自分が話をできずに悩んでいるのに。無邪気なクラスメイトがちょっとだけ憎らしくなる。焼き餅気分でちらりと盗み見たら、香佳と眼が合ってしまった。慌てて視線を逸らす。しかし、ひと呼吸置いた後、香佳が静かに立ち上がった。

			「あら、どうしたの鹿波さん」

			「ごめんなさい。私、佐崎さんに用があるの」

			　そう言うと、戸惑うクラスメイトを押し退けて、香佳は鈴の手を握った。

			「来て」

			「え、あの……きょうちゃん……!?」

			　呆気に取られる少女たちを尻目に、香佳は鈴を引っ張って教室を飛び出した。無言でずんずん進む彼女が、少し怖い。校舎を出て、裏庭を横切り、着いた場所は、あの温室。

			　どうして、香佳がここを知っているのだろう。

			　しかし、疑問を口にするより早く、鈴は香佳に抱きすくめられていた。むっとする温室の湿度と、香佳の体温。焦る鈴の制服の中が、たちまち汗ばむ。何が起きたのか理解できずに、自分を拘束する腕の中で、鈴は身体を強張らせた。

			「鈴……髪、切ったのね」

			　香佳の手が、襟足を撫でる。その愛おしげな指先と声は、むしろ鈴を混乱させた。

			（な、何で……どうして？）

			　彼女は自分を拒んだはず。突き離したり無視したりするならともかく、こうして抱き締められる理由が分からない。戸惑いと罪悪感が、鈴をこの抱擁から逃れさせようとする。でも、諦めきれない香佳への想いが、身体をそこに押し留める。

			（あたし……どうしたら……）

			　何をすべきか、何を言うべきか。答えを出ずにいると、香佳が声を震わせた。

			「ごめんね、鈴……」

			　戸惑う鈴の顔を自分の胸に抱き寄せて、今にも泣いてしまいそうに。

			「本当は、昨日のうちに謝らなくちゃいけなかったのに……怖くて言えなかった……」

			「ど……どうしたの、きょうちゃん。謝るなら、あたしの方だよ」

			　もがくように抱擁から逃れた鈴は、彼女の瞳を見詰め、でも直視できず顔を逸らせた。香佳は棒立ちのように佇んで、首を傾げる。

			「どうして、鈴が謝るの？」

			「だってそうでしょう！　お、女の子同士なのに、こ……こ、告白なんかして……」

			　紗彩に甘えて、癒やされた気になっていた。でも、ただ忘れようとしていただけ。誰にも愛されてはいけないと、自分で言っていたはずなのに。誰もが紗彩のように受け入れてくれるわけじゃない。だからあの時、香佳は逃げた。

			「そうだよ、あたし……きょうちゃんに抱き締められる資格なんて……ない……」

			　胸を詰まらせ、よろよろと、ふらつきながら彼女から離れようとした時。

			「……鈴のことだから、そう考えてると思っていたわ」

			　眼を伏せた香佳が、深い溜め息のように、静かな声で呟いた。でもそれは、鈴に向けての言葉というより、まるで懺悔のように後悔の色を濃く滲ませていた。

			　ゆっくりと、香佳が顔を上げる。悲しげな視線に射抜かれて、鈴は一歩も動けない。

			「今さら遅いかもしれない……。でも私は、あなたに会いたくて、転校先を必死に探して……あなたを追いかけてここまで来たのよ、鈴」

			　こんなに思い詰めたような彼女の声を、聞いた覚えがない。しかしそれ以上に、彼女が何を言っているのか、鈴は少しも理解できなかった。

			（あたしを追いかけて来たって……どうして？　何でそんな必要があるの？　それに転校だよ？　転校って、そんな理由でできるものなの!?）

			　いくつもの疑問が頭を飛び交い、整理できない。香佳は、困惑する鈴に歩み寄り、転校前より短くなった髪を撫でた。

			「告白されて、驚いたわ。とても。どうしていいのか分からなくて、私は、逃げることしかできなかった。だって……その時まで、鈴のことは妹のように思っていたから……」

			　妹。そうとしか見られていなかったことに、少しだけ気持ちが沈む。しかし、鈴はハッとして彼女を見上げた。香佳が、唇を噛み締め震えている。

			「でも、違った……。鈴がいなくなってから、私……」

			　まさか──。香佳が言葉を紡ぐたび、鈴の中で都合のいい予想が膨らみ始める。それを期待してはいけないと、理性が押し留める。

			「私、どうして逃げてしまったんだろう。鈴が勇気を出して告白してくれたのに。あなたを傷つけてしまったことを後悔して、悩んで……鈴のいない毎日に耐えられなくなって。……そんなことになってから、やっと分かったの、気づいたの！　私の、本当の気持ち」

			　でも駄目だった。脚が震える。張り上げる香佳の声が、鈴の呼吸を加速させる。もし違ったらということすら考えられない。もう、一番欲しい言葉以外、受け入れられない。

			「好きよ。鈴……愛してる……」

			　その瞬間、まるで糸を切られた操り人形のように、鈴の膝から力が抜けた。床にお尻をぺたりと突いて、呆然とする。これは夢。きっと夢だ。でも、感情が胸の奥から込み上げて、しゃくり上げるように涙と声を溢れさせる。

			「きょう……ちゃん……。きょうちゃん……。あ……あたし……あたし……！」

			「ごめんなさい、鈴……。辛い思いをさせてしまって……」

			　紗彩も両膝を突き、肩を強く抱き締めてきた。鈴は、何も言えずに、ただ彼女の首にしがみついて涙を流した。後悔と罪の意識に苛まれ続けた日々の分だけ、泣きじゃくった。

			　教室に戻ったふたりを出迎えたのは、ぽかんと口を開けたクラスメイトたちだった。深刻な顔で出ていったのに、まるで新婚さんのように腕を組んで帰ってきたのだから。一見すると背の高い香佳が新郎役だけど、彼女の方が鈴にべったりなのがすぐ分かる。

			　その状況は一日中続いた。授業中こそ真面目な素振り。だけど休み時間になれば、椅子を寄せて鈴の腕に抱きつく。この娘は自分のものだと宣言するかのように。クラスのみんなも、さすがに戸惑いを隠せない。でもそれは、当事者である鈴も同じだった。

			「あの……きょうちゃん。みんなが変な目で見てるよ……」

			「私たちが仲良しだって教えているだけよ」

			　平然と言いきる彼女に違和感を覚える。香佳という少女は、こんなにも情熱的だっただろうか。凛として、いつでも冷静で。他者の目を気にする人ではなかったけど、だからといって、好奇の目で見られることも、決して好まなかったはず。

			　鈴に事情を聞こうとした娘もいたけれど、香佳の鋭い視線に牽制されあえなく退散。さすがにこれには、鈴も申し訳ない気持ちになった。

			　放課後の帰り道でも、香佳は鈴を離そうとしなかった。腕を組んだり手を握ったり。そして部屋に入るなり、鈴を全身で抱き締めた。まるで、空白の時間を埋めるかのように。

			「鈴……あぁ鈴……。夢みたい……。毎日を、あなたと同じ部屋で過ごせるなんて……」

			　喘ぎながら、香佳が鈴の名前を繰り返し呼び続ける。頬に頬を擦りつけてくる。自分を抱き締める腕の力で、震える声で、彼女の切ないまでの強い想いが伝わってくる。

			　鈴も香佳の背中に腕を回そうとして、でもその指先に戸惑いが生まれた。香佳と仲直りできて、告白が成就して、心の傷が癒やされたはずなのに、別の痛みが鈴を責め苛む。

			　身も心も捧げた別の女性の存在が、鈴をためらわせた。

			「どうすればいいんだろう……」

			　浴槽に張った湯の中で、鈴は膝を抱えた。

			　自分は紗彩のものになると誓った。でも、それは香佳に振られたと思い込んだから。ならば、香佳を選んで紗彩とさよならするのか。それとも、紗彩を選んで香佳にはごめんなさいと告げるのか。

			「そんなの、無理だよ……」

			　人との関わりを極端に避けてきたから、付き合い方も別れ方も知らない。

			　本には、たくさんの恋愛の形が書いてあった。特に三角関係は恋愛の王道。だからヒントもそこにあると思ったのに、参考になりそうなものが思い出せない。それはそうだ。たいがいは、主人公が強い意志と決断力を発揮して、最終的にひとりを選ぶ物語ばかり。今の鈴にはないものばかり要求してくる。

			「……はぁ」

			　不誠実だと分かっていながら、どちらかと別れる自分が想像できない。考えただけで胸が張り裂けそうになる。俯いて出口のない自問自答を繰り返し、助けを求めるように、親友の名を呟く。

			「…………きょうちゃん……」

			「呼んだ？」

			　独り言に返事が返ってきたから、心臓が飛び出るかと思うほど驚いた。でも、浴室のドアを開けた香佳の姿は、鈴をさらに動揺させた。

			　タオルで前を隠しもせず、その裸体を、全裸を、惜しげもなく電灯の下に晒している。彼女は少しもためらうことなく、長い黒髪を後ろで束ねながら浴室に足を踏み入れた。

			「ど……どど、どうしたのきょうちゃん!!」

			「せっかくだから一緒に入ろうと思って」

			　鈴の方が慌てて入口に背を向ける。その背後で、平然と身体を流す香佳の声。

			（どうしよう……きょうちゃんのおっぱい、見ちゃった……！）

			　一瞬だったけど、それはしっかりと網膜に焼き付いていた。メロンでも抱えているかのような豊かな実り。なのに重力に負けることなく、完璧なまでの半球形を保っていた。小豆のようにぷっくり膨れた先端の蕾を、美味しそうだと思った自分が怖い。

			　鈴よりも白い肌や、細い腰のくびれも、同じ女子として、羨望の対象にしかならない。

			（えっと……えぇっと……あ、そうだ。出なくちゃ！）

			　親友の全裸で冷静さを失っていた鈴は、やっと自分がすべき行動に辿り着く。でもそれは一歩遅かった。すでに、香佳は入湯を完了。彼女の体積分、お湯が浴槽から溢れ出す。

			「はぁ……」

			　香佳は眼を閉じ、気持ちよさそうに吐息を漏らした。乳房の上部を、まるで風船のようにぷっかり浮かせて。普段の鈴なら、生唾を飲み込んでいたかもしれない。でも今は戸惑いが先に立って、そんな気分にすらなれない。

			「きょうちゃん……急にどうしたの？」

			　平静を装って尋ねる。すると彼女は、不意に真顔になって鈴と向き合った。

			「鈴が、怒ってると思ったから……」

			「あたしが？　なんで!?」

			「だって……私が好きって言ったのに、あまり嬉しそうな顔、してないから……」

			　香佳が、悲しげに瞳を揺らす。その視線に刺されたかのように、胸が痛んだ。もしかして彼女は気づいていたのだろうか。鈴の心に、別の誰かがいることを。

			「そ……そんなことないよ！　すごく嬉しかったよ！　ただ……ちょっとびっくりしちゃって……。だってさ、ほら。ずっと、きょうちゃんに嫌われたと思っていたから……」

			　嘘じゃない。全部本当のこと。なのに、ひと言ひと言、罪の意識が重くのしかかる。

			「……本当？　鈴、本当に怒ってない？」

			「ほ、本当だよ!!」

			　自分に言い聞かせるように、強く頷く。不安げだった香佳の瞳に明るい光が宿る。

			「……よかった」

			　その眼が、潤んでいた。それは信じられない衝撃だった。鈴以上に他人に関心を持たない彼女が、好きな人のことで不安になって、涙を浮かべるなんて。健気な笑顔が、鈴の胸を痛いほど締め付ける。

			（……あたし、やっぱり……きょうちゃんが好きなんだ）

			　紗彩との関係を重ねても、断ち切れていなかった香佳への想い。そのことを知った時には、鈴は彼女の腕の中にいた。濡れた素肌が触れ合う。浴槽にもたれかかった身体に、香佳が覆い被さってくる。近づく唇を、何の疑問も持たず自然に受け入れる。

			「ん……はぁ……。きょうちゃん……ちゅっ」

			「鈴、ン……！　ちゅ、ちゅぱ……」

			　静かな浴室に、ふたりのあえかな息遣いがこだまする。うっとりと眼を閉じ、小鳥のように互いの唇を啄む。でも鈴は、すぐに物足りなくなってしまった。この身体は、すでに覚え込まされていたから。頭の芯まで痺れるような、もっと淫靡で刺激的なキスを。

			　欲求不満で身悶えると、硬くしこった鈴の乳首が、香佳のそれと擦れ合った。

			「ンッ…………んふぁぁ……ッ！」

			　胸に流れた甘美な電気に思わず仰け反る。そのタイミングを見計らっていたように、喘いで開いた鈴の口に、香佳の舌がぬるりと忍び込んだ。反射的に吸いつき唾液を求める。しかし彼女は巧みな動きでそれを避けると、両手で鈴の顔を挟み、捻じ込むように舌を突き刺してきた。味蕾でざらつく表面を頬の内側に、舌の表面に擦りつけ、鈴の口腔内の全てを嵐のように蹂躙した。

			「ふぉっ、ふぁむッ、きょぅちゃ……ふッむぅぅぅッ!!」

			　もはやキスと呼べるのかも定かでない、求めていた以上の激しい舌愛撫に、鈴はお湯の飛沫を飛ばしながら何度も身体を跳ね上げた。両腕で香佳の背中にしがみつき、絶頂時のように腰を引き攣らせる。身体が痙攣するたびに、密着した乳房の間で硬直乳首が擦れ、気持ちよすぎて頭が一瞬真っ白に染まる。
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			「きょうちゃ……あふッ、んむ……じゅ、じゅぱ、じゅるるるるっ！」

			　鈴も負けじと、というより何も考えられなくなって、夢中で香佳を求めた。今度は逃がすまいとするように舌に吸いつき、纏わりついていた唾液を、卑猥な音で啜り尽くす。

			「あ、あぁ……り、鈴すご……すごいッ……あッ!!」

			　香佳の潤んだ瞳が、嬉しそうに細められる。そんな眼をどこかで見たような気がしたけれど、鈴は何も考えようともせずキスの快感を貪った。

			「あ……はぁ……ッ！　はぁ……はぁ……」

			　酸欠になりそうな寸前で、唾液の糸を引きながら唇が離れた。淫靡な笑みで見下ろしてくる香佳の頬が、欲情の桜色に染まっている。

			「……鈴って、意外とキス、上手なのね」

			「えっ!?」

			　心の中で蒼褪める。香佳との口づけが嬉しくて、気持ちよすぎて、欲求に流されるまま初心者のふりをすることすら忘れていた。

			「そ、それは……。きょうちゃんが激しくするから、あたし、夢中で……」

			　香佳のせいにした。他に言い訳なんて思いつかなかった。自分の卑怯さが苦しくて逸らした眼を、彼女はどう解釈したのだろう。

			「嬉しい……」

			「…………ふぁっ!?」

			　お湯のゆらめきに隠れて、脚の間に何かが滑り込んだ。指だと気づいた時には、恥裂を擦り上げられていた。温められてふやけた陰唇が、自ら絡みついて香佳の指を包み込む。

			「鈴のここ、ぬるぬるする。これってお湯じゃないわね。ね、これは何？　教えて、鈴」

			「そ、それは……それは……あ……っ！」

			　湯気より熱い息を耳に吹きかけ、執拗に尋ねてくる。気持ちよさに身体が震えるけど、それよりも鈴には、驚きの方が大きかった。

			（きょ……きょうちゃんが、こんなエッチなことするなんて……！）

			　性的なことなんて、一切興味がなさそうな顔をしているくせに。でも、エッチ調教の済んだ鈴の身体は、戸惑いを置き去りにして、彼女の大胆行動をすんなり受け入れた。それどころか、秘部に触れているだけで少しも愛撫してくれないことに不満を漏らす。

			「お……お願いきょうちゃん……。意地悪しないでぇ……」

			「あら。そんなこと言うなら……」

			　半泣きで抗議すると、指がスッと性器から離れた。鈴は慌てて腿を閉じ、彼女の手を挟み込む。その反応が、香佳の瞳に嗜虐的な光を宿らせた。

			「答えなさい、鈴。このぬるぬるは何？」

			　ゾクゾクと、妖しい悦びに身体が震える。従わされる快感が、鈴を芯から熱くする。それでも躊躇していると、彼女の薄い二枚の爪が、淫核を抓り上げた。

			「はぁぁう！　ぅあぁぁッ!!」

			　痛みと快感が同時に襲う鮮烈な感覚に、腰が跳ね上がる。しかしここは狭い浴槽の中。しかも香佳に押さえ込まれて、逃げ場のない戦慄に頭を振り立てる。

			「そ、それは……ッ！　エッチなお汁……!!　はぁぁうッ！　い、い……いやらしいことすると……はぐッ……おぉぉおま○こから、も……漏れちゃうのぉぉぉッ!!」

			「ちゃんと言えるじゃない。相変わらず世話の焼ける娘ね」

			　しかし言葉とは裏腹に、香佳は嬉しそうな顔で唇を舐めた。そして、鈴の脚の間に自分の膝を割り込ませると、陰唇を激しく掻き回した。彼女の笑みも愛撫もどこか意地悪なのに、鈴の身体が悦びに打ち震える。

			「はッ、あ……あッ、きょうちゃ……ンきゅ、そこっ、あ……いい……そこいいッ!!」

			「はぁっ……鈴のエッチな声、可愛い……。こういうのも好きなんでしょ？　ほら、気持ちよくしてあげるから……もっと聞かせて」

			「はぁぁ……ああぁあァァァあぁぁッ!?」

			　囁きながら香佳は鈴の後頭部を抱え、耳朶をくすぐった。それだけなのに、まるで激しい電流に頭の中を直接掻き回されているようだ。快感に耐えきれず身体が仰け反る。波立つ湯面で乳首を弾かれ、それすら鈴の小振りな胸を痺れさせる。

			「ま、待って！　こんなの、あたし……あぁぁぁう！」

			「どうしたの？　こんなの、まだ序の口よ？　ほら、鈴も私のを触って……」

			　耳と恥裂への愛撫で、香佳の両手は塞がっている。彼女は鈴の頬を舐め、お返しの愛撫を促した。浴槽の底を掻き毟っていた指を、震えながら香佳の股間へ向かわせる。

			「──!!」

			　まるで油を流したのかと思うほど、そこは欲情蜜で溢れ返っていた。長時間の入浴ですっかり柔らかくなった恥襞が、まるで軟体動物の触手のように鈴の指を搦め捕る。

			「はぁ、あぁぁンっ！」

			　触っている鈴の方が感じてしまい、反撃もままならない。それでも香佳が眉を寄せるのを見て、必死に膣口を探り当てた。

			「あぁっ……そ、そこ。……そこ、もっとよ……鈴！」

			　香佳が白い喉を見せて仰け反る。それに勇気づけられた鈴は、探るような動きで円を描きながら、指先を彼女の秘穴に潜り込ませた。

			（き、きつい……）

			　そこは、指一本で限界の、予想以上の狭き門だった。第二関節の手前までは入ったけれど、それ以上は進める気がしない。それでも親友の媚肉は、十分すぎるほど鈴を驚かせていた。柔らかくて、しなやかで、痛いほど締め付けてくる。中を少し擦っただけで、まるでキスするように吸いついてくる。

			「はぁ……あ、あぁぁぁ……！　動かさない、で……鈴、あッ」

			「でも、でもきょうちゃん！　あたし、気持ちよくて……あたしも、もっと！」

			　互いに相手の性器に指を出し入れし、激しく責め立てた。快感に後押しされて、鈴も香佳の中に深々と突き立てる。膣内摩擦で体温が上昇する。嬌声と悲鳴が浴室に幾重も反響し、どれが自分の声なのか分からなくなる。

			「あん、あん、あぁぁぁ!!」

			「やッ、あ、そこ……そこ強く、もっと強く!!」

			　激しい動きにお湯が跳ねて辺りは水浸し。浴槽にもほとんど残っていない。それでも長湯のせいもあって、ふたりはすっかり逆上せていた。

			「はぁ……は、あぁぁぁ！」

			　どちらからともなく膣から指を引き抜いて、相手を掻き抱きながら激しいキスを交わした。舌を擦られ頭がぼやける。

			「まだ……まだよ、鈴。これから、なんだから……」

			　脱力した鈴の身体を、香佳が洗い場のマットの上に横たえた。聖リス女子寮のお風呂は広い。女の子がひとり寝そべってもまだ余裕がある。呆けた鈴の上に、香佳が影を落とした。しかしそれは彼女の上半身ではなく、顔を跨いできたのだった。

			「はぁ……はぁ……」

			　香佳が腰を落とす。彼女の性器が眼前に迫る。照明を遮って陰になってはいるけれど、ぱっくり割れた左右対称の綺麗な肉畝うねや、お湯と淫蜜でテカテカ光る陰唇がはっきり見える。その貝肉のように卑猥な肉襞が蠢いて、鈴の頬に、糸を引く蜜を一滴、落とした。熱い粘り、卑猥な匂いが、鈴の肉欲を衝き動かす。

			「きょうちゃん……！」

			　鈴は目の前のお尻を引き寄せて、熱い性器にむしゃぶりついた。同時に、香佳も鈴の股間を激しく吸い上げる。

			「ふあぁぁぁ！　きょうちゃん……凄いッ！　こ、これ……これ凄……むぅぅぅ!!」

			「鈴のも……ちゅ、おいしいわ……じゅばっ！　はぁ……はぁ……む、じゅるるるぅ！」

			　唇と陰唇で口づけし、舌で蜜を掻き集める。ふたりは全く同じ動作で、相手の性器と、そして快感を貪った。

			「じゅぱっ！　じゅるじゅる、ちゅ、じゅるるるっ！」

			「れろれろ、ちゅっ！　ちゅぱ、じゅるッ！」

			　指でピンクの粘膜を広げ、舌全体を使って膣前庭を舐め上げる。卑猥な行為をしている自覚はない。ただ親友を味わい、悦ばせたかった。そうして互いを舐め合っているうちに、自分で自分を舐めているような錯覚に陥ってきた。舌を動かすたび股間に甘美な電流が流れる。膣口が収縮して愛液を飛ばすと、鈴の顔にも香佳の蜜が降ってくる。

			　まるで、ふたりの身体を快感が循環しているようだ。でもそれは、単に同じところをグルグル回っているほど、お行儀のいいものではなかった。

			「あ、あ！　きょうちゃん、あたし……あたし……!!」

			　内腿が引き攣る。膝が震える。足の指が突っ張って、閉じたり開いたりを繰り返す。身体の中を巡るたび大きくなる快感が、鈴をどこかに吹き飛ばそうとする。

			「私も……私も、あぁッ、鈴、凄い！　わ、私、ぉぉおかしくなるっ!!」

			　言葉にならない香佳の声に、彼女ももうすぐなのだと直感する。でも愛撫を調整する余裕なんて、鈴にあるはずがない。舌に感じる媚肉を、がむしゃらに責め立てた。

			「あぁぁぁ！　り、鈴っ、そんなとこ抉っちゃ……だめ、だめッ！」

			「でも、でもでも……お豆、ペロペロされたらあたし……あたし、ンきゅふぅぅっ！」

			　どちらも限界が近い。互いを思い遣りつつも、制御を失った愛撫がラストスパートに向けて暴走した。

			「あぁぁぁ鈴！　好きッ、好きなの鈴、りンッ！」

			「あたしも……きょうちゃん……好き、大好き……あぁぁぁぁッ!!」

			　膣周辺にいた舌が、示し合わせたように淫核に狙いを定めた。相手の性器粘膜を思いきり開き、強烈に舐め上げる。

			「ヒッ！　きッひぃぃぃふぁああぁぁああぁぁぁぁ!!」

			　真っ白な電撃が身体を貫く。全身が雷に撃たれたように真っ直ぐ突っ張る。それは鈴の上の香佳も同じ。鈴の脚を抱いて小魚のように何度も身体を引き攣らせる。

			「あ……あ……あ……」

			　声も出せずにいた香佳の身体から、やがて、ゆっくりと力が抜けていった。鈴も全身を脱力させ、痙攣していた手足やお尻を床に転がす。

			「り……ん…………」

			　いつの間にか閉じていた眼を、香佳の優しい声で開く。彼女は、反転させた身体を、改めて、ゆっくりと重ねてきた。

			「好きよ、鈴……。愛してる……」

			　重みのある乳房が、小振りな胸の上でふにゃりと潰れる。その心地よさに酔いながら、鈴は蕩けるように柔らかいキスを受け入れた。

		

	

			第四章　三人でもいいですか

			


			　新生活のリズムにもさすがに慣れた。部屋を移って、香佳と同室になってからでさえ、すでに三日。寮での目覚めに違和感を覚えることも、なくなった。

			　でも、今朝はちょっと変な感じ。横臥状態で眼を開いたら、まるで崖っぷちのようにベッドの端が迫っている。

			「うわっ……」

			　悲鳴を上げて身を引く。今度は背中を温かいものに阻まれた。パニックを起こしかけたけど、空っぽになっているもうひとつのベッドが目に入り、落ち着きを取り戻す。

			　身体を起こし、同じベッドで眠る香佳を見詰めた。横になっても型崩れしない、同性的には憎たらしいまでに綺麗な巨乳が、寝息とともに小さく上下する。天井に向かって硬く尖る、頂点の蕾。それは鈴も同じだった。自分の乳首に軽く触れると、ピリッと心地いい電気が走る。ふたりとも、下着さえつけていない全裸で朝を迎えたのだった。

			　シーツに刻まれた無数の皺。激しく愛を交わし合った痕跡に、顔が赤らむ。

			（うう、昨夜ゆうべのきょうちゃん、凄すぎだよぉぉ……）

			　鈴がエッチは週末だけとお願いしたら、まるで溜まりきった欲求をぶつけるような激しさで何度も絶頂させられ、ついには気を失ってしまったらしい。

			（でも、ほんと。人って見かけによらないなぁ……）

			　鈴の身体を求める時の貪欲さ、激しさは、まるで肉食獣のよう。普段は毅然というか冷静というか、表情に乏しい顔をしているのに。

			　お返しにほっぺたでも抓ってやろうと思ったけれど、その手が止まった。

			　ほんの数日前まで苦悩の原因だった人が、隣に寝ている。両想いになれて幸せなのに、そうなれたことが不思議で、どこか現実感に乏しい。まだ夢の中にいるみたいだ。

			「珍しく早起きしたせいかな……。そういえば、きょうちゃんの寝顔って初めてかも」

			　いつも彼女が先に起きているので、寝姿なんて見たことなかった。子供のような警戒心ゼロの寝顔は、これはこれで普段と正反対で意外と可愛い。吊り上がった睫毛も今は垂れ下がり、唇も、まるでキスでも待つかのように薄く開いて規則正しく呼吸をしている。

			　こんなに気持ちよく眠っているのに、抓って痛い目覚めにするのは可哀想だ。

			「ていうか、風邪ひいちゃうよね」

			　香佳に毛布を掛け直し、枕元の目覚まし時計を確認する。まだ五時半。カーテンの向こうの空は明るいけれど、朝食までには、まだかなり時間がある。それに耳を澄ませても、他の部屋の娘たちが起きている気配は感じない。

			「さてと……どうしよう。少し早いけど……あ、そうだ。予習でもしておこうっと」

			　授業のでもいいし、教養講座のでもいい。何でもいいから、少しでも自分にプラスになることをしておきたかった。香佳を起こさないようにそろそろと、物音を立てずにベッドから降りる。しかしその途端、ぐらりと視界が大きく揺れた。

			「あ…………？」

			　反射的にベッドの端を掴んで、うずくまる。目眩を起こしたのはすぐに分かった。眼を閉じ、呼吸を整え、ベッドに寄り掛かって待つ。おとなしくしていると、数秒で回復した。それでも念のため、身体の調子を確かめながら、ゆっくり立ち上がる。

			「大丈夫……だよね？」

			　でも、疲労が抜けていないのは間違いない。幸い今日は土曜で学園は休みだし、朝くらいは、ゆっくり休んだ方がいいのかもしれない。予定を変更した鈴は、とりあえず床に脱ぎ散らかしていたパンツだけ穿いて、寝直すために毛布をめくる。

			「…………」

			　ふと、寝ている香佳の胸が目に入った。特に白い丘の中心、円筒形に屹立きつりつするピンクの乳首。口に含んだ時の程よい弾力が甦り、食欲にも似た悪戯心がむずむず動く。鈴は、身体を横たえながら、魅惑的な蕾に、そっと唇を寄せた。

			「あは。おっぱいにちゅーしちゃった。それじゃ、おやすみ……わぁ！」

			　思わず数センチばかり飛び退いた。寝ているとばかり思っていた彼女が、しっかり眼を開いていたのだから。

			「お休みのキスって、普通はここにするものではないの？」

			　しかも冷静に頬を指差し、キスのやり直しを要求してくる。

			「きょ、きょうちゃん！　……いつから起きてたの!?」

			「鈴がベッドに入り直している時よ。隣でごそごそされて眼が覚めてしまったわ」

			　微妙なタイミングだけど、この表情を見る限り、立ち眩みには気づいていないようだ。鈴は胸を撫で下ろした。彼女にも心配はかけたくない。こう見えて、香佳は鈴に過保護なところがある。目眩を知られたら、きっと講座の受講を中止させられてしまう。

			「それより、ねえ鈴……キスして……」

			　なんだか、おねだりのキスの内容が、微妙に変わってきた気がする。香佳は半開きの唇で甘く囁き、鈴の頬を撫でながら自分の方に引き寄せた。

			　彼女の指が、頬から耳、喉をくすぐり、うっとりするほど気持ちいい。鈴は倒れるようにしなだれかかり、甘い吐息の唇に口づける。

			「…………ん」

			　今度は、お望みの場所にキスできたようだ。香佳も長い睫毛を伏せ、両手で鈴の肩を抱き寄せる。そのうちの一方が、静かに背筋を往復し始めた。爪の先で中心の窪みを逆撫でされて、気持ちいい。身体が震えて、思わず強く唇を押し付けてしまう。

			　しかし、背中を痺れさせていた香佳の指先は、突然、軌道を変えてお尻の谷間を滑り落ちた。谷底の窄まりをくすぐられ、今までとは異質の感覚が這い上がる。

			「ふあぁぁあぁぁっ!?」

			　鈴は思わず眼を見開いて、キスに酔っていた顔を跳ね上げた。

			「きょ、きょうちゃん！　どこ触ってるの!?」

			「あら、気持ちよくなかった？」

			「いっ…………いいわけないでしょ……っ！」

			　まるで、背中をイモ虫が這い回ったように気味悪い。それなのに、よくないと即座に言いきらせない妖しさが、鈴を戸惑わせていた。

			「もう……変なことしないでよねっ」

			「分かったわ。怒らないで、鈴」

			　身体を起こした香佳は、今度は自分が責める番と、鈴を押し倒そうとした。それを受け入れようとして、しかし彼女の手を押し戻す。

			「あ、待って！　ゆ、昨夜はきょうちゃんがしてくれたから、今日はあたしが……」

			　さっきの立ち眩みで不安がよぎる。香佳の責めは容赦がない。休むどころか、ますます疲れが溜まってしまう。愛撫する側も大変だけど、されるよりは、まだ負担が少ない。だったらエッチしなければいいのにと、頭の中の冷静な自分がもっともな意見を述べる。でも香佳に怪しまれたくないし、彼女の気持ちに応えたいし、それに何より。

			（きょうちゃんとエッチしたいんだもん）

			　胎内を熱く炙る性への衝動が、休息への欲求を遥かに上回っていた。いつから自分は、こんなにエッチな娘になったのだろう。でも好きな人と肌を重ねる行為は、飽きるどころか快感を深めるばかりだった。

			「きょうちゃん……」

			　キスで、香佳をベッドに縛りつける。彼女は素直にそれに従い、鈴の枕に頭を埋めた。おとなしくしてくれたことに安堵して、上向いた乳首を小刻みに爪弾く。

			「あんっ、あ、ぁん…………ンッ」

			　弾くスピードを上げると、香佳が身体をくねらせ始めた。身を任せると決めておきながら、一方的な受け身はプライドが許さないのだろうか。声を出さないよう唇を結ぶ。でも我慢するほど彼女が感じてしまうのを、鈴はよく知っていた。

			　澄ました彼女に、いやらしい声を上げさせてみたい。さっきの悪戯心が再び疼き、鈴はもう一方の乳首をパクリと咥えた。口腔内で唾液を浴びせ、ねっとりと舐め上げる。

			「くふっ…………んむっ！」

			　視線を逸らせるように頭を振って、香佳は懸命に唇を噛み締めた。挑戦を受けた気になったけど、もちろんこの程度で陥落するとは思っていない。すっかり女の子の乳首も扱い慣れた鈴は、硬くしこったそれを執拗に舐め回し、そして不意打ちのように甘噛みした。

			「きゃん！」

			　ついに香佳が悲鳴を迸らせた。短いながらもはっきりした声に、鈴のささやかな自尊心が満たされる。期待以上の反応に自信がついて、何度も舐めると噛むを繰り返した。指が担当している側も、刺激するのを忘れない。

			「あ、あン……きゃふ、やん！　鈴……たら、そんな、おっぱいばっかり……あッ！」

			　あの冷静な香佳が、髪を振り立て取り乱している。なんだか、今までと違う高揚感で全身が総毛立つ。変なゾクゾクに顔がにやついてしまう。

			（可愛がる方って、こんな感じなんだ……）

			　受け身が多い鈴にとって、それは新しい発見だった。嵩にかかって、乳首を激しく吸引する。右手を香佳の下半身に伸ばし、陰唇を掻き分けるような勢いで震わせた。露出した膣前庭を、中指で引っ掻くように擦り立てる。

			「や……ッ、あっ！　そこッ、そんな急に……あん、はっ、激しく……はあぁン！」

			「きょうちゃんのここ、ぬるぬるだよ？　ほら、こんなに……」

			　いつも自分が言われているセリフで羞恥を煽る。実際、彼女の秘部は指に絡みつくほどの淫液で大洪水。少し掻き回しただけで、ピチャピチャと派手に音が鳴る。滾々と湧き出る泉に、鈴の方が驚かされるくらいだった。

			「すっごーい……。きょうちゃんが、こんなに濡れるなんて……」

			　今度は煽りなんかではなく、正真正銘の感嘆。性器への愛撫に夢中になる鈴の耳に、香佳が囁き掛けた。

			「……鈴に触られているからよ。鈴のことが大好きだから……いっぱい濡れちゃうの」

			「きょうちゃん……」

			　唐突な愛の告白で、責めているはずの鈴がときめかされる。身も心も、そして表情までとろとろになって、香佳の桜色に染まる裸体にのしかかった。

			「きょうちゃん、可愛い……きょうちゃん！」

			「きゃあ、きゃ、はぁぁぁん！」

			　首筋から鎖骨、そして乳房の麓に夢中で舌を這わせた。きめ細やかで張りのある肌が、汗でしっとり濡れている。それを夢中になって舐め取ると、香佳は身体を震わせながら、切なげに内腿を擦り合わせた。

			「い、いい……気持ちいい……。鈴にされると、私……おかしくなりそう……！」

			　か細い声で快感を告げられ、鈴の頭が興奮で沸騰した。脇腹を経由しようとしていた舌を一気に下腹部まで滑らせる。脚の付け根を数回舐め上げ、そしてツンと柑橘系の匂いのする淫裂に思いきり吸いついた。

			「あぅ、はぁ……ッぐ！　そ、そうよ……そこ、そこを激しく、鈴！」

			　急かす声に背中を押された鈴は、彼女の股間に鼻先を突っ込んだ。痙攣する内腿に顔を挟まれ、失禁したのかと思うほどの恥蜜が頬を濡らす。

			「ちゅばちゅば、ずるるっ。ちゅ、ちゅぱ、れろれろ、じゅぱっ！」

			「んっ、あっ、ふぁっ！　ふ、深い……そこ、抉った、ら……あぁぁぁあぅ!!」

			「ん、ちゅ！　あ……きょうちゃん、暴れないで……あん。ちゅ、ちゅうぅぅ」

			「で、でも鈴が上手すぎて……あん、あ、あ……ッ！」

			　淫蜜を啜るたび、香佳のお尻が派手に跳ねる。感じてくれるのは嬉しいけれど、追いかけるのが大変だ。思い余った鈴は、彼女の腿の裏を力ずくで押さえ込んだ。お尻が浮いた彼女は、まるでおむつを替える赤ちゃんのような格好になった。

			「や……やだ、鈴……。こんな格好させるなんて……！」

			　そう言いながら、自分で膝裏を抱えて恥部を大きく広げる。美少女の卑猥なポーズに、鈴の理性の糸がプツンと切れた。はしたなく綻びる淫唇に、無我夢中でむしゃぶりつく。

			「ちゅば、ちゅばッ！　じゅる、じゅるる！　ぴちゃぴちゃ、チュ、ちゅるうぅぅ!!」

			「ふぁあぁぁぁ！　あぁぁぁ!!」

			　顔を捻じ込み、激しくキスする。両手の指で肉襞を思いきり広げ、肉色の粘膜を舐め上げると、香佳が腰をしゃくり上げた。その動きが大きくリズミカルになるのを見て、鈴は攻撃対象をぷっくり腫れたクリトリスへと移した。真珠のような肉芽を舌で横薙ぎに弾きまくる。根元に舌先を食い込ませ、思いきり舐め上げる。

			「ヒッ……きひぃッ!!」

			　高い音で香佳が鳴いた。綺麗で長い彼女の爪先がピンと反り返る。

			「りゃめッ！　そこりゃめ！　か、感じすぎて……て……はッきゅふぁあぁぁぁッ!!」

			　物静かな香佳の放つ淫気に当てられて、鈴の股間もウズウズしてきた。彼女のものを舐めながら、自分の指で疼きをなだめる。

			「はぁ……はぁ……っ！　きょうちゃんの、おマメ……硬ぁい……ちゅ、ちゅば！」

			「はぁ、あぁっ！　吸っちゃ、ダメぇぇぇぇっ！」

			　クリトリスを啄むように吸引すると、香佳の恥裂から白濁した淫汁が溢れ出た。量が多すぎて、お尻まで流れ落ちる。鈴はそれを中指で掬い取り、そのまま膣口に突き立てた。

			「きッひぃぃぃ！　そ、そんな両方なんてダメダメっ、ダメぇぇぇ！」

			　白濁するほど蜜を泡立て、膣の入り口を掻き回す。柔らかくて温かい膣壁を指の腹で擦りまくる。淫核と膣の同時責めに、香佳は長い髪を振り乱し、狂ったように鳴き叫んだ。あまりの狂乱ぶりに、責め手としては不慣れな鈴は怯みそうになったけど、それでも彼女が悦んでいると信じ、浅い経験の中で身に付けたテクニックを夢中で駆使した。
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			「すごい鈴……イク……私……あっ私……あ……あッ！」

			　香佳が切れ切れの喘ぎを漏らしながら歯を食い縛る。もうすぐだと確信した鈴は、全身から汗を流しながら愛撫のペースを上げていった。

			「ンッ、激し……いッ、いく、私ッ、イク……イッちゃう、よ、鈴……鈴！」

			　彼女の右手と鈴の左手が、指を絡めてしっかりと握り合った。腿を押さえる力が半分になって、絶頂寸前の腰が激しく跳ねる。快感を求めて暴走する。鈴はとどめとばかりに、引きちぎる勢いで思いきりクリトリスを吸い上げた。

			「ちゅ、じゅるぅッ!!」

			「ひぃぃぃ!!　それダメ！　ダメ私……イク、イクッ……イッ、きゅぅぅぅぅぅッ!!」

			　暴れていた脚が、痙攣しながら真っ直ぐ伸びる。突き上げた腰も仰け反った背中も引き攣っている。涎を垂らす唇を小刻みに震わせながら、鈴の手を力の限り握り締めてきた。

			「は……ふ、ふぁ……あ……あ……」

			「きょ、きょうちゃん……」

			　鈴も、彼女の手を握り返しながら呆然としていた。自分ひとりで、誰かをこんなに激しく絶頂させられたなんて。本ばかり読んでいた頃には、本物の肌の触れ合いなんて想像もできなかったのに。

			「り……ん……」

			　ベッドに全身を放り出し、息を荒らげていた香佳は、快感の大波が引いてきたのか、吐息のような声で鈴を呼んだ。手を引かれるままに身体を横たえ、添い寝をする。

			「凄かったわ、鈴……とっても上手で驚いちゃった」

			「え……そうかな。あはは……」

			　好きな人に褒められたのが嬉しくて、照れ隠しのように無邪気に喜ぶ。だから、気づいていなかった。自分を見詰める彼女の瞳が、複雑な感情を含んでいたことに。

			「はい！　もっと優雅に！　テンポよく！」

			　鼓膜をビリビリ震わせる講師の声に合わせて、白いジャージにハイヒールという珍妙な姿の少女たちが、二人一組でホールに足音を響かせる。

			　放課後の教養講座。今日は、その社交ダンスのレッスン日だった。

			　一口に社交ダンスと言っても、ワルツやタンゴといったスタンダードから、サンバやジャイブといった激しいリズムのラテンなど様々。テレビで聞きかじった程度にしか知識のなかった鈴は、まず種類の多さにつまずきそうになった。

			　とはいえ講座は一年間。しかも週に一回なので、あれこれ欲張っても身に付かない。練習はワルツだけと教えられ、胸を撫で下ろした。しかも、二十名ほどの受講生のうち、半数近くは例の部活動発表週間後に入った人で、そこも鈴にとっては安心材料だった。

			　ただ、油断できたのはそこまで。

			「もっと姿勢よく！　佐崎さん、背中が丸まっているわよ！」

			「は……はいっ」

			　鈴だけ注意されることが、回を追うごとに増えていた。同時期に始めた他の生徒たちも、上手とはいえないまでも確実にステップを覚え上達している。どうせおとなしいお嬢様ばかりと高を括っていたけれど、鈴こそ、自分の運動オンチを甘く見ていた。

			　踊りながら、パートナーを組んでいる男性役の少女に頭を下げる。

			「ごめんなさい」

			「いいえ、大丈夫ですわ」

			　彼女は優しく微笑んでくれたけど、確実に足を引っ張っている。

			　それに、鈴の動きが鈍いのは、運動神経のせいばかりではなかった。今朝あった出来事が、ずっと鈴を苦しめていた。

			　それは、寮の食堂で、香佳と向かい合って朝食を取っていた時のこと。

			「なんだか久しぶりね、鈴ちゃん。最近、ちっとも部屋に来てくれないから、寂しいわ」

			「おね……紗彩先輩！」

			　よく「お姉さま」と口走らなかったと、自分で感心した。

			　隣に、トレイを持った紗彩が腰を降ろした。会わなかったのは三日ほどなのに、久しぶりに見る優しい笑顔が、鈴の胸をときめかせた。朝の喧騒の中だったのに、彼女のことしか見えなくなって、抱きつきたい衝動に心が疼く。

			「……鈴、この方は？」

			　香佳の声が、鈴を我に返らせた。ふたりを引き合わせるのは鈴の役目。呆けてはいられない。

			「えっと……さ、紗彩先輩。この人が、前に話した鹿波香佳……きょうちゃんです。それでね、きょうちゃん。こちらの方が、織部紗彩先輩。あたしが寮に入った時から、ずっとお世話になっているの」

			　興奮気味に早口でまくしたて、鈴は、まるで大役を終えたように深呼吸した。いつか会わせたいと思っていたけど、その場面が急に来てびっくりした。その割にはうまく言えたと自画自賛する。実際、友達を紹介するなんて人生で初めてのこと。それ以外を考える余裕なんて、鈴にあるはずがなかった。

			「──？」

			　どこか空気がおかしい。友好的な雰囲気が少しも生まれてこない。鈴は戸惑った。紗彩も香佳も、相手を牽制するように険のある視線をぶつけ合っているようにしか見えない。

			「そう。あなたが、きょうちゃん」

			「あなたが、鈴と……」

			　社交的な紗彩はともかく、香佳は簡単に他人に心を開くような人ではない。とはいえこの険悪さは、初対面という理由だけでは考えられない。

			「紗彩さん……でしたっけ？　鈴が大変お世話になったようですね。これからは私がいるので、もうお節介は結構です」

			　香佳が、スッと眼を据わらせる。まるで一分の隙も見せまいとするように。

			「ちょ……！　きょうちゃん、そんな失礼な言い方……」

			　いきなりのけんか腰に、焦った鈴は香佳を咎めようとした。

			「あらそうかしら？　とても安心して任せられるとは思わないのだけど」

			　でも今度は反対側から、冷たい声が香佳に浴びせられた。紗彩らしくない物言いに鈴の方がびっくりして、声も出せずにふたりを見比べる。

			「あなたは知らないでしょうけど、彼女……鈴ちゃんは、毎日泣いていたのよ。お話を聞いたら、転校前に悲しいことがあったらしくて」

			　紗彩の挑発に、香佳が唇を噛み締めた。ふたりとも、言葉はまるで棒読み。なのに、目に見えない激しい感情の応酬が、そこでは繰り広げられている。

			（きょうちゃんもお姉さまも……どうして……!?）

			　気が付けば、食堂からは人の気配がほとんど消えていた。朝食の時間は終わり、そろそろ登校の準備をすべき時間。紗彩も、トレイを持って立ち上がる。

			「……わたしとあなた、どちらの方が鈴ちゃんに愛されているのかしら」

			　そして立ち去り際、いつもの優しい笑みが消えた顔で呟いた。それは、香佳に向けての言葉だったはず。でも、より大きな衝撃を受けたのは、他ならない鈴自身だった。

			（あたし……馬鹿だ……）

			　自分が好きになった人同士を紹介したい。そのことだけで頭がいっぱいだった。会わせた結果、ふたりがどう思うかなんて、想像すらしなかった。

			　そしてこの時になって初めて、鈴は自分がしていた本当のことを思い知る。

			（あたしがしてるのって……もしかして、二股!?）

			　あれだけ淫らな行為をしておいて、客観的には二股、浮気以外の何物でもない。どうして今まで考えなかったのか不思議なくらいだ。

			　考えないようにしていたのかもしれない。無意識に、自分の罪から眼を逸らしていたのかも。その場の感情に流されて、香佳と紗彩に愛される幸せに耽っていたかった。

			　紗彩に抱かれていた時は、彼女のことしか考えていなかったのに、香佳との時は香佳のことばかり。そのくせ紗彩の期待に応えようと、教養を身に付けるために必死になって。その結果、もしかして、ふたりを傷つけてしまったのではないだろうか。

			　──わたしとあなた、どちらの方が鈴ちゃんに愛されているのかしら。

			　好きになったのは香佳。でも、悲しみを癒やしてくれた紗彩も愛してしまった。鈴にはどちらも大切な人。比べようと思うだけで、身体がふたつに裂かれそうに、痛い。

			　迷いを抱えながら、鈴はダンスを踊っていた。講師の合図が遠くに聞こえる。無意識に足を運ぶ。そしてそんな有様では、当然、集中がおろそかになる。

			「佐崎さん、また遅れていますよ！　よく音楽を聞いて!!」

			「は、はい!!」

			　慌てて姿勢を正すけれど、もつれた足は、なかなか元に戻ってくれなかった。

			「今日はここまで！　次回までに、各自で動きを復習しておくように！　解散！」

			「「「ありがとうございました!!」」」

			　講師に対して一斉に礼。彼女がホールを出るまで、受講生は頭を上げることを許されない。ぴしゃりとドアが閉められる音を聞いて、ようやく、講座が終わるのだった。

			「ふー。今日も疲れましたわー」

			　ハードな練習から解放され、場の空気が緩む。ハイヒールを脱ぎ捨てたり、ジャージの襟で扇いだり。とはいえ、口の割に平気な顔をしているし、みんな意外とタフだ。

			（ていうか……社交ダンスっていうから、もっと優雅なのを想像してた……）

			　ノリなんて、完全に鈴が最も苦手とする体育会系。人生の中で一番避けてきたものなのに、その中に自ら飛び込んでしまうなんて、迂闊だった。

			　でも、これも恥ずかしくない自分になるため。そう思えば、少しくらいは我慢だ。

			「佐崎さん、大丈夫ですの？」

			　自業自得に悶々としていたら、パートナー役の女生徒が顔を覗き込んできた。鈴と同時に受講を始めた、おとなしくて真面目そうな少女。でも、この子も自分を置き去りに上達していくのかと思うと、やっぱり少し恨めしい。

			（きっと、貧乏くじを引いたと思ってるんだろうな……）

			　そんなことを考えていたせいで反応が遅れ、慌てて返事の言葉を探した。

			「えっ……と。あの、平気です。すみません、あたし、鈍くて……迷惑かけちゃって」

			「いいえ。もちろん上手に越したことはありませんが、ダンスは楽しく踊るのが一番だと思いますわ」

			　彼女は気を悪くした様子もなく、むしろ心配そうに顔を曇らせた。

			「そんなことより、本当に平気ですの？　息が上がっていますし……汗もこんなに」

			　タオルで首筋を拭ってもらって、自分が汗だくなのに気が付いた。気遣ってもらって嬉しいけれど、どこに行っても子供のように世話を焼かれる自分は、やっぱり情けない。

			（こんなので、なーにが華姫様よ……）

			　思わず自嘲する。辛さに耐えていた心が、ぽっきり折れそうになる。

			「今日の鍵当番は、どなたかしらー？」

			「あ、はーい。わたくしでーっす」

			　道に迷う繊細な乙女の心を、無粋な声たちに蹴散らされた。ホールを閉めるらしい。

			「……あ、鍵！　あたしが閉めておきます！　ちょっと居残り練習したいので！」

			　急に思い立った鈴は、当番から鍵を受け取った。パートナーの娘が、不安そうな眼で見詰めてくる。

			「大丈夫ですの？　顔色がお悪いのに……」

			「ありがとう。でもあたし、みんなより遅れているので。心配しないで。二……三十分くらいステップの復習をするだけだから」

			「あの、でしたら……」

			　ためらいがちに何かを言いかける。もしかしたら居残りに付き合ってくれようとしたのかもしれない。でも、友達に呼ばれた彼女は、申し訳なさそうにホールを出ていった。

			「あの娘も、自分の気持ちをはっきり言えない口かな……」

			　似たタイプに親近感が湧く。でも今は、親しみに安心するよりも自分の力を上げるのが先。使い慣れないＣＤラジカセに首を傾げながらも、何とか音を出して練習を開始した。

			「ワンツースリー、ワンツースリー。うーん……ステップは覚えてるっぽいなぁ……」

			　自分でも意外なほど、滑らかに足が動く。周囲に人がいると身体が硬くなる、典型的なあがり症。鈴が解決すべき問題は、運動神経より心の弱さなのかもしれない。

			「よし、もう一回……あっ、あれ？」

			　ラジカセを操作しようとしたら、何もないところで足がもつれた。咄嗟に手を伸ばしたけれど、反射神経が転倒の速度に追いつかない。

			「きゃあっ……あ」

			　でも、悲鳴も転倒もなぜか途中で止まった。誰かの手が、鈴の腰を抱えている。

			「お姉……」

			「まったく、危なっかしいわね」

			　背中に触れる膨らみの豊かさに、つい頭に浮かんだ名前を口走りそうになった。でも、紗彩の声とは明らかにトーンが違う。

			「きょ……っ、きょうちゃん、どうしてここに!?」

			　半ば怒ったような顔で、香佳が背中から鈴を支えていた。彼女には講座のことは話していない。転校初日こそ、彼女に捕まって自主休講にせざるをえなかったけれど、それ以降は別々に下校している。だから、鈴がここにいるのは知らないはずなのに。

			　びっくりして飛び退くと、香佳は腰に手を当て、呆れたように唇を曲げた。

			「毎日毎日ふらふらになって帰ってくるんだもの。あなたが何かしているのくらい、誰だって分かるわ。それで、これは何？　クラブ活動？」

			「そ、それは……」

			　訝るようにホールを見渡した眼が、鈴に戻ってくる。本の虫が急にこんなことを始めたのだから、不審に思うのも無理はない。でも鈴は、答えることができなかった。

			　なぜならば、これは紗彩のためだから。紗彩と一緒にいられるだけの女の子になりたくて始めたことだから。香佳の納得いくまで説明しようと思ったら、紗彩との秘密にまで踏み込まなくてはならない。香佳と同じか、あるいはそれ以上に親密な関係にあることまで。

			「言えないの？」

			　黙って項垂うなだれていると、香佳の声が苛立ってきた。後ろめたさを抱えている鈴には、まるで最後通牒のようにさえ聞こえてしまう。

			「あ、あたしは……その……」

			　彼女に隠しごとなんてしたくない。でも説明の準備を何もしていなかったから、全部話すか、全部隠すかの選択しか思い浮かばない。

			「鈴、もうやめなさい」

			「…………え!?」

			　困り果てている鈴の思考を、香佳のひと言が断ち切った。勝手に追い詰められていた鈴は、別れでも告げられたのかと思って、焦りに引き攣った顔を上げる。でも、いまやすっかり慣れ親しんだ感覚が、不意打ちのように唇を覆った。

			「ん、むっ!?」

			　眼を見張る。香佳がキスしている。

			「ぷ……あ……！　きょ、きょうちゃん……急に何を言って……」

			　反射的に身体を引くけれど、香佳は鈴の肩に手を置き、真剣な眼差しで見詰めてきた。

			「何を思い詰めているのか知らないけれど、自分が望まないことをする必要はないわ」

			「あたしが……望んでいない？」

			　何を言っているのだろう。そんなことはない。これは鈴が自分の意思で始めたことで、そうでなければ、今頃とっくに逃げ出しているはず。

			（きょうちゃんは、疲れているあたししか見てないから……）

			　だから、やめろなんて言うんだ。疲労のせいか、親友の無理解が無性に腹立たしく感じる。もちろん、それがお門違いなのは分かっていた。彼女は、きっと普通に心配しているだけ。本当に腹を立てるべきは、事実をありのまま語れない自分なのに。

			「きょ……今日は、もう終わりにするね。ちょっと待ってて、着替えてくるから！」

			　無理に声を明るく張り上げ、話を打ち切った。やっぱり紗彩のことをうまくごまかせる自信がなかったし、何よりも、香佳とケンカなんかしたくない。

			　なのに、更衣室のドアを開けた鈴の背中を、香佳が再び抱き締めた。

			「きゃっ!?　きょ、きょうちゃんどうしたの？　着替えられないよ……」

			「鈴、答えて。あなたは何のために……誰のために、こんなことをしているの？」

			　背中の声が硬い。今日の香佳は、どこかおかしい。いつもの落ち着きがないし、こんなにしつこく問い詰めてくるなんて。

			（もしかして……何かに気が付いてる……？）

			　ゾクリと、寒気のような戦慄が走った。紗彩とのことは、何が何でも隠し通さなければならない。でないと、また彼女を悲しませてしまう。

			「だ、誰のためでもないよ。自分のために決まってるじゃない」

			「嘘っ!!」

			　鈴の言葉を否定して、香佳はジャージの上から胸を鷲掴みにした。驚いて振りほどこうとするけれど、非力な鈴にできるのは、虚しくもがくことだけ。その間に彼女はジャージのファスナーを全開にし、Ｔシャツの裾から手を入れてきた。スポーツブラをくぐり抜けた指が、引きちぎる勢いで小さな乳房を揉みしだく。

			「い、痛……っ！　やめてきょうちゃん！　乱暴にしないで……いッ……たぃ!!」

			　やめるどころか、耳に歯を立ててきた。甘噛みなんて生易しいものじゃない激痛に、更衣室の床にお尻を突いてしゃがみ込んでしまう。その一瞬の間に、香佳が正面に回り込んできた。鈴がバランスを崩したのを利用して、全身をぶつけるようにのしかかられる。腰から下が更衣室に、上半身がダンスホールの床に押し倒される。

			「きゃっ……！」

			　短い悲鳴がホールに反響した。しかしここは校舎からも寮からも離れている上、施設の性質的にも完全防音。鈴のか細い声で多少騒ごうと、誰にも気づかれない。香佳は全身を使って鈴の上半身を押さえ込むと、頸動脈を思いきり吸い上げてきた。

			「ひぁっ!?　あ、あッ！　ま、待ってきょうちゃん。こんなところで……ふぁあぁぁ!!」

			　同時に、ブラの下で乳首を摘まれ、捻じられる。凶暴な痺れに襲われて、鈴は辛うじて動かせる下半身を右左に激しくくねらせ抵抗した。

			「鈴……りん……」

			　しかし香佳は、切なげな声で何度も名前を呼びながら、首筋から顎、頬、そして耳朶にまで舌を這わせた。いつもの余裕が感じられない。何かに取り憑かれたような眼で、鈴の身体に纏わりつく。

			「へ……変だよ、きょうちゃ……ン！　どうして、こんな……あッ！」

			「どうして……？」

			　彼女の必死さに恐怖さえ感じ、両手で押し返そうとした。しかし鈴の問い掛けに、耳朶を噛んでいた彼女は、ゆっくりと顔を上げた。

			　でも、その瞳を濡らしているものに、鈴は思わず言葉を飲み込む。

			「鈴が、悪いのよ……」

			　香佳が、喉から声を絞り出す。深い哀しみを滲ませた、呟くように小さな声で。

			「私だけを見てよ、鈴……。他の誰も見ないで。私だけ、私だけを見て……」

			　鈴は言葉を失った。どんな言い訳をしようと、紗彩と深い関係になった事実に変わりはない。心から好きになってしまったことも。それに彼女の懇願は、むしろ鈴を困らせた。

			（お願いきょうちゃん……それ以上は言わないで！　あたし、お姉さまを……）

			　香佳が迫れば迫るほど、逆に紗彩を強く意識してしまう。後ろめたさが、鈴の視線をわずかに揺らした。それが、香佳の眉を吊り上がらせる。

			「私以外の人を考えちゃダメ！　鈴は私のものなの。私だけのものなの！　でないと、私……何のために転校したのか分からない!!」

			「きょうちゃん……。どうして、そこまであたしに……」

			　嬉しさよりも困惑が勝った。動揺が、鼓動を高鳴らせる。そうまでされる価値が、自分にあるとは思えないのに。

			「好きだからに決まってるじゃない……。私……あなたを誰にも渡したくない……！」

			「きょうちゃん。あたしだって……。で、でも……」

			　か細い声が、鈴の心を縛りつける。強い意志を秘めた瞳から眼を逸らせない。

			（あたし……どうしたらいいの？　教えて……お姉さま！）

			　追い詰められるあまり、頭がパニックを起こした。よりにもよってこのシチュエーションで、紗彩に助けを求めてしまう。混乱している間に、香佳がＴシャツとスポーツブラをまとめて捲り上げた。控え目な膨らみに顔を埋める。

			「あぁあぅ!!」

			　谷間と呼ぶには浅い乳房の狭間。そこで大きく息を吸うと、それまで性急に動いていた香佳の表情が、少しだけ穏やかになった。

			「鈴の、汗の匂い……」

			「──!!」

			　そういえば、激しい運動をした後なのに、まだシャワーも浴びていない。香佳の肩越しに、ロッカーの並ぶ狭い更衣室。奥にはシャワールーム。その存在が、余計に恥ずかしい匂いを鈴に意識させる。

			「ま、待ってきょうちゃん！　先にシャワーを……。じゃなくて！　こ、こんなとこじゃなくて、お部屋に戻ろう。お……お願いだから、ね!?」

			「必要ないわ……」

			　落ち着かせようとしたら逆効果だった。逃げようとしていると思われたのか、彼女は、鈴から剥ぎ取る勢いでジャージを掴んだ。全部脱がせるのではなく、肘の辺りまで引き下ろしただけ。しかしそれだけで、腕の動きがかなり制限されてしまう。

			「ちょ、これ……!?　動けな……い……っ」

			　鈴の自由を奪った香佳は、改めてＴシャツをめくると、乳房をしっとり濡らす汗を、音を立てて吸い上げた。

			「ちゅ、ちゅる。ぴちゃ……ちゅ。はぁ……はぁ……ん、あ……はぁぁぁ……チュッ」

			「や……やぁぁぁ……！　汗……だめぇぇぇ……!!」

			　派手な音ではないけれど、肌を這う舌の動きが、香佳の荒い息遣いが、鈴の羞恥を煽り立てた。彼女の眼には性器も晒したのに、なぜか汗の方が何十倍も恥ずかしい。味を知られる。匂いを嗅がれている。その事実だけで、頭の中が沸騰しそうだ。

			「はぁ……はぁ……鈴の匂い……鈴の、汗……」

			　うわ言のように呟きながら、香佳は鈴のジャージから左腕を抜いた。少しは自由になったと思ったら、彼女はさらにＴシャツを持ち上げ、脇の下に顔を突っ込んできた。

			「きゃあぁぁぁぁ!?」

			　胸なんかより何倍も汗を掻いている、そこは女の子にとって、ある意味禁忌の場所。香佳は長い髪を振り乱し、禁断の地を鼻先と舌で蹂躙しまくった。

			「ンッ、ひっ！　そ……そんなとこ舐めちゃ……だめだめっ、だめぇぇぇ～!!」

			　恥ずかしい。唾液たっぷりにぬめる舌が脇を這い回って居心地悪い。なのに、異様に心地いい痺れがそれらを上回った。反対側の腕で、思わず香佳の背中を抱き締める。両脚で彼女の腰を挟み込み、激しい羞恥に身を捩らせる。

			　しかし、鈴を困惑させたのは、香佳の暴挙だけではなかった。

			（ど、どうして……？　恥ずかしいのに、イヤなのに……お股、うずうずするぅ……！）

			　まだ触られてもいない性器が、汗とは異質の体液を吐き出す。垂れ流した涎で下着がぐっしょり濡れる。脚の間の快感器官は確実に目覚め、鈴は無意識に腰を振り立てた。

			（ば……ばか！　あたしのバカ！　いつも、こんな簡単に流されるから……）

			　香佳を苦悩させることになったのに。

			　でも──と、身体を包む甘い痺れが、快感に寛容になれと鈴に囁いた。これで香佳が満たされるなら、彼女の好きにさせるべきと、堕落の方向に誘惑してくる。

			「あ、ふっ……ふぁ！　ち、違う……違うよ！」

			　香佳と紗彩、どちらが好きなのかはっきりさせないまま、関係を深めるべきじゃない。それは、ふたりに愛してもらった自分が、責任を持って決めるべきこと。鈴は快感に負けそうな身体に鞭打って、香佳を引き剥がそうとした。でも。

			「きッ、ひぃぃぃあぁぁああぁぁあぁぁ!!」

			　背中が引き攣る。喉から鋭い悲鳴が迸る。激痛が乳首を襲う。香佳が、小さな蕾に噛みついた。千切れるかと思うほどの恐怖に涙が零れる。

			「いた、痛い……！　ご、ごめんなさいっ。ごめんなさい、きょうちゃんッ!!」

			　何に対して謝っているのか自分でも分からないけど、与えられた激痛に彼女の憤りを感じた。香佳を押し戻そうとしたその手で、彼女の制服にしがみつく。

			「好き……好きなの、鈴。私を……ひとりにしないで……」

			「分かったから……あぐッ……！　い……ッ、痛くしないで、お願い!!」

			「ねえ鈴、私のこと好き？　好き？」

			「す、好きだよ！　決まってるじゃない！」

			　鈴の方から告白したのだから嘘じゃない。でも、彼女の意図なんて考える余裕もなく、鈴はただ、激痛からの解放を望んだ。

			「そうよね、鈴は私を好き……」

			　香佳は何度も同じことを呟きながら、自らが歯型をつけた乳首を癒やすように舐めた。

			「あ……あ、ん、ふぅ……は、ふぅ……」

			　塗りたくられる唾液の温かさに、鈴は思わず快感の呻きを漏らす。

			　こんなことまでして、鈴の気持ちを再確認したかったのだろうか。それとも、紗彩への対抗心を満足させたかったのか。

			（どっちでもいいけど……きょうちゃん、これで満足してくれたのかな……）

			　上半身の、限られた範囲しか苛められていないのに、ダンスの疲労と重なってもうクタクタだ。でも、まだこれで終わりではなかった。

			「鈴、もっと気持ちよくしてあげる。……そこに手を突いて」

			　脱力した鈴を抱き起こし、香佳が更衣室の真ん中に置かれたベンチを指差す。背もたれのない、木製の簡素な長椅子。苦痛と快感の波状攻撃で朦朧となっていた鈴は、首が折れたように力なく頷いた。

			「あ、うん……」

			　立ち上がろうとしたけれど、腰に力が入らない。四つん這いになった鈴は、中途半端に脱がされたジャージを引きずりながら、倒れ込むようにしてベンチに半裸の上半身を乗せた。うつ伏せ状態になり、荒い息で喘ぎ続ける。

			「お尻を上げて……」

			　言われるままに、膝立ちで腰を持ち上げた。ジャージと下着がぺろんと剥かれ、お尻を丸出しにされる。てっきり、いつものように秘裂を可愛がってくれるのだと思った。香佳の指が、愛液の流れる内腿を逆撫でする。鈴は、罪悪感も反省も忘れ、甘い痺れと期待感にうっとりと眼を閉じた。膝を浮かせ、欲情に花弁を開く淫裂を捧げようとする。

			「──!?」

			　しかし、香佳の舌が予想外のところを突いた。驚きのあまり、愛撫を待ち受けていた身体がビクンと小さく跳ね上がる。

			「きょ、きょうちゃん……そこは……ふひっ!?」

			　間違いなんかじゃなかった。彼女は鈴のお尻を両手でこじ開け、中心の窄まりに口づけたのだ。浮かせた膝が床に落ちる。香佳は、驚いて逃げようとした腰を引き寄せ、小さな穴に舌を這わせた。

			「何してるのきょうちゃん！　そこ違……んぐっ、あう、はうっ、ん、ぐっ!!」

			　抗議を黙らせるかのように、舌先が恥穴に沿って円を描いた。どうしてそんなところをと思ったのは、最初だけ。さらなる感覚に鈴は戸惑った。

			（ど……どうして、こんなところで……）

			　脇の下もおかしな感覚だったけど、そんなものは比較にならない。違和感だらけの異様な疼きが、お尻の中心からじわじわと這い上がってくる。

			「い……いや。……いや……！」

			　未知の感覚に、鈴は恐怖さえ覚えた。まるで、腰から背中にかけて、濡れた軟体動物が蠢いているかのようだ。

			「ん、む……気持ちいいれひょ？　れろ、ちゅ、ちゅばっ」

			「き、気持ちよくなんか……お尻で気持ちいいはずが……はぁぁあう!!」

			　香佳の動きが急に変わった。舌を尖らせ、穴を抉りまくる。頭が真っ白になる鮮烈な違和感が、全身を突き抜けた。ゾッとするほどの嫌悪があるのに、腰が蕩けてしまいそうだ。

			「あぅ、ふ……ふくっ……あッ、あッ……あぐぅ！」

			　自分では絶対に見えない場所なのに、香佳の動きをはっきりと感じた。お尻の肉にキスしている。括約筋に沿って、伸ばした舌がくるくる円を描く。放射状の皺の間に、唾液を塗り込んでいる。

			「ちゅ、ちゅばっ。れろ、じゅるる！」

			「いやいやっ、いやあぁぁぁぁ!!」

			　ありえない光景が頭の中にはっきり浮かんで、鈴は狂ったように髪を振り立てた。

			（こ、こんなの変だよ……。きょうちゃんが……こんな……あぁっ!!）

			　あの美少女が、お尻の穴を愛おしそうに舐め回している。でも、もっとありえないことに、鈴の性器が、今日は一度も可愛がってもらっていない淫裂が、不満を漏らすようにだらだらと涎を垂らしていた。

			「気持ちいいんでしょ？　言って、気持ちいいって」

			「そんなこと……お尻が気持ちいいなんて、そんな……そ、ンふぁあぁぁ！」

			　反論を封じるように、舌が一気に舐め上げてきた。激しい電流が駆け抜けて、背中を大きく仰け反らせる。

			「あッ……おしっ……お尻が……ッ、ふ、ぎゅ、はふっ、ふぎゅぅッ！」

			　身体が震える。腰が波打つ。鈴はベンチの縁を掴んで必死に耐えた。性器でもない場所が、こんなに気持ちいいはずがない。お尻なんかで感じるなんて、絶対おかしい。

			（でも……でも……でもでもっ！）
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			　鈴は身体を前後に揺らし、勃起した乳首をベンチで擦った。激しい悦びが身体を走る。快感以外の思考が、どこか遠くに溶けてしまう。

			　その時、不意打ちのように、尖った舌先がお尻の中に抉り込まれた。

			「ふあぁぁぁぁ!!」

			　プツンと、何かが切れる。違和感や嫌悪を蹴散らして、お尻が新たな悦びに疼く。

			「きょうちゃん！　お尻……っ、おしり……っ、どうしてこんな……ふぁあぁぁ!!」

			　凶暴な快感嵐に身体を翻弄されて、鈴はベンチによじ登った。仰向けになって、自ら大きく脚を広げて香佳の愛撫を求める。

			「きょ、きょうちゃん！　あたし……ああっ、あたしィ……ッ!!」

			「ああ鈴……凄い格好……！」

			　香佳は満面の笑みで鈴の脚を肩に担ぎ、再び尻穴に挑みかかった。身体がくの字になって苦しいけれど、今度は自分が舐められているのがよく見える。美少女がお尻を唾液まみれにする光景に昂って、鈴は自分の性器を指でめちゃくちゃに弄った。

			「ン、ああぁぁぁ!!　き、気持ちいい！　ど、どうしてこんなに……気持ちいいよぉ!!」

			　宙に浮いた脚がガクガク震える。身体が小刻みに痙攣を起こす。身体全体が、もうすぐだと鈴に告げる。

			「きょうちゃん、あたし……あたし、ふぁ、はぁぁぁう！」

			「いいわ、鈴。イキなさい！」

			　れろんと、舌が尻穴を舐め上げた。鈴は喉を仰け反らせ、絶頂に向けて飛び始める。しかしそれだけでは済まなかった。香佳が、お尻と膣穴、同時に指を突っ込んだ。ふたつの穴から身体を貫かれ、身体も意識も、絶頂のさらに上の頂点に飛ばされる。

			「ひぎゅ、いぎゅ、ひぃぃぃぃぃぎゅうぅぅぅぅう!!」

			　腰が何度も跳ね上がる。快感というより拷問に近い絶頂に、眼を見開いて悶絶する。

			「ふ……あっきゅ……あ！　きょうちゃ……助け……っ」

			　いつまで経っても絶頂の波が引かず、電流でも流されたように、全身の小刻みな痙攣が止まらない。そんな鈴を見下ろし、香佳の眼が妖しく細められた。

			「忘れちゃ駄目よ、鈴。あなたは、私だけのものなんだから……」

			　そう言うと香佳は、絶頂から降りきっていない性器に舌を這わせ、鈴を再び快感の渦の中に引きずり込んだ。

			　放課後のホームルームが終わると同時に、鈴は教室を飛び出した。別に、一分一秒を争う用事があるわけじゃない。でも、急がなければならない理由があった。

			「鈴、どこに行くの？」

			　教室を出たのは鈴が一番先だった。なのに、階段の手前で香佳が待ち伏せしていた。先回りルートがあるほど複雑な校舎ではないし、その時間もない。

			「……きょうちゃん。ホームルーム、なんでサボったの？」

			「当然でしょう。そうでもしないと、あなたを捕まえられないもの」

			　胸の下で腕を組み、悪びれもせず平然と言い放つ。確かに、寮と学園の往復しかない生活において、いつも大した連絡事項なんてない。だからといってサボっていい理由にもならないと思うけれど、香佳にとっては、些細なことに過ぎないのだろう。

			「私、言ったはずよね。つまらない講座なんてやめなさいって」

			　改めて忠告してきた。そして鈴も、ずっと迷っていた。でもやめなかった。むしろ、以前にも増して全講座に没頭している。かつてないほどの集中力で一ヶ月間頑張ったおかげで、どの講師からも上達したと褒められたくらい。授業中に起きているのが辛いほど全身が気だるいくらいは、当然の代償。今だって、油断するとふらつきそうになるけれど。

			　そんな鈴を、香佳はどこか怪訝そうな眼で見据えた。

			「……立っているのもやっとみたいなのに……。こんなの、いつまで続ける気？」

			　口をつぐむ。分からないから。何のために頑張っているのか、自分でも見失いそうなくらいなのに。

			「鈴……私から逃げてる？　……私のこと、嫌いになった？」

			「そんなことないよ！」

			　半ば寝ていた意識が目を覚ます。即座に反論したけれど、半分は図星を指されていた。実際、鈴は香佳を避けていた。ダンスホールでのこと以来、エッチも拒んでいる。恥ずかしいところばかり責めたからというのを理由にしているけれど、それはただの口実。

			（きょうちゃんのこと、嫌いになるはずないじゃない……）

			　鈴が色々頑張っているのは、少しでも紗彩のようになりたかったから。紗彩に憧れたから。でも、そんなの香佳に言えない。好きだからこそ、言えるはずがない。

			　だから、逃げた。今の鈴は、香佳以外の何かに没頭しないといられなかった。そんな心の内なんて知る由よしもない香佳は、鈴の返事に微笑み両手を握った。

			「行こう」

			　香佳という少女は、こんなにも無垢な笑みを見せる娘だっただろうか。無邪気なおねだりに罪の意識を刺激された鈴は、黙って彼女に従った。

			　連れてこられたのは、校舎の屋上だった。山の中腹に立つ学園だけあって見晴らしは抜群。まるで展望台のように、麓の小さな街並みや、その向こうの海が一望できる。でも、眼下に広がるパノラマを堪能する暇はなかった。無人であることを確認するや否や、香佳が鈴を抱きすくめてきた。

			　鈴は、自分から唇を寄せた。その行動に、香佳の顔が歓喜の色で明るくなる。

			「ああ……鈴……！」

			　待ちきれなくなったのか、彼女は感嘆の溜め息でかぶりつくように唇を重ねてきた。最初は啄むように、しかしすぐに舌を伸ばし、鈴の中へ強引に割り込んでくる。

			（あ……）

			　舌同士が触れ合う快感に震えながら、鈴の脳裏には別の女性の影がよぎった。

			　キスのやり方なんて、みんなそんなに違わないのかもしれない。でも、手順も舌の動かし方も、そして柔らかな唇の感触も、紗彩を思い出さずにはいられなかった。眼を閉じると、どちらとキスしているのか分からなくなってくる。

			（だめ……。今は、きょうちゃんのことだけ考えないと……）

			　疲れきった身体に、屋上を通る風が少し冷たい。鈴は、親友の胸にしがみつき、心から温かさを欲した。

			「はぁ……」

			　どれだけ舌を絡ませ合っていただろう。チャイムの音を合図に、ふたりは息を吐いた。唾液で濡れた香佳の唇が艶っぽく、深く吸いつきたい欲求に駆られる。しかし、瞳に欲情の色を浮かべ始めた彼女から眼を逸らし、鈴はもう一度、軽く口づけた。

			「今は、これで許して。あたし……もう少し頑張りたいの」

			「でも……」

			「帰ったら、好きなだけ……好きなことしていいから……。ね？」

			　不安そうな眼で食い下がる親友を、なだめるように言い含める。すると彼女は、少しだけ逡巡を見せたけれど、やがて子供のように「うん」と素直に頷いた。

			「……ありがとう」

			　まだどこか不満そうな親友を屋上に置き、鈴は身を翻して階段を駆け降りた。

			　一段降りるごとに、香佳から離れるごとに、胸が苦しくなる。涙が溢れそうになる。

			（どうして、こうなっちゃったんだろう……）

			　本当は、今すぐ引き返して香佳と抱き合いたい。唇も身体も全部彼女に捧げ、快感に酔い痴れたい。なのに、キスで騙すようなことをして、逃げ出して。

			（あたしは、きょうちゃんが好き？）

			　自分に問い掛ける。答えは簡単だった。転校前に告白した時と、気持ちは何ひとつ変わっていない。前は一緒にいるだけで幸せだったのに、今は肌を重ね合わせなければ我慢できなくなるくらい、もっと、ずっと好きになっている。

			　それなのに、キスやエッチをするたび紗彩のことが思い浮かぶ。逆も同じ。紗彩と触れ合っても、香佳のことが頭から離れない。ふたりとも好きなのに、好きだからこそ、自分が許せなくて避けてしまう。彼女たちを想うことから逃げてしまう。

			「はぁ……はぁ……」

			　早歩きで、今日の講座がある茶道教室に急ぐ。でも、走ったせいだろうか。なんだか妙に息苦しい。呼吸が、籠もったように耳の中で反響する。視界も霞んで白くぼやける。

			（涙のせい……かな？）

			　それだけならまだしも、真っ直ぐ歩いているつもりなのに、何度も壁に肩が当たった。

			「……鈴ちゃん？」

			　聞きなれた声に呼ばれて顔を上げる。その動きで、自分が足元ばかり見ていたのに気が付いた。のろのろと首を上げ、ぼんやりと眼に映るのは、緩やかに波打つ長い髪。

			「お姉さま……」

			「鈴ちゃん？　鈴ちゃん!?」

			　紗彩の声をどこか遠くに聞きながら、そこで鈴の意識はぷっつり切れた。

			　眼を覚ますと、見覚えのある天井だった。そして、横になっているだけでも分かる広々としたベッド。

			「ここは……」

			　寮の部屋。それも、鈴が最初に入った華姫部屋だ。何となく薄暗いと思ったら、窓の外の空が曇っている。首を動かすと、以前、自分が使っていた机が目に入った。

			　その片隅に、真新しい花瓶に挿された数本の白いユリの花が、静かに頭を垂れている。花びらの黄色い筋と赤い小さな斑点は、日本のヤマユリ。紗彩が飾ったのだろうか。

			「眼が覚めた？」

			　もっとよく見ようと頭を上げたら、不意に声をかけられた。ベッドの脇に、心配そうな顔の紗彩が座っている。だんだん頭がはっきりしてきた。気を失う直前に、彼女と会ったのを思い出す。

			「あ、はい。大丈夫です……。あの……今、何時ですか？」

			　でも時間感覚がまったくない。しかも、身体を起こそうとして自分の姿に驚いた。制服ではなく、パジャマを着ている。見覚えのあるこれは紗彩のもの。着替えさせられたのにも気づかずに、一体どれだけ寝ていたのか。

			「気にしないで休んでいなさい。大丈夫だから」

			　何が大丈夫なのかは分からないけど、少なくとも茶道教室に出席できないのだけは分かる。諦めて、枕に頭を沈めた。

			「鈴ちゃん、丸一日寝ていたのよ。それはもう、ぐっすりと。ふふっ、可愛い寝顔をいっぱい堪能できちゃった」

			「……え!?」

			　視線を巡らせ時計を探せば、針は十一時を回ったところ。窓の外の明るさから、昼間なのは間違いない。本当に、ほとんど一日中寝ていたことになる。

			「あの……お姉さま、授業は……」

			「華姫様は、こんなことでもないと公然とサボれないの。せっかくの機会は逃せないわ」

			　紗彩が楽しそうにウインクする。ずっと看病してくれた。でも、こんなことで華姫に学園を欠席させてしまって、申し訳なさと嬉しさとで胸が締め付けられる。

			「保健の先生は、過労だろうって。……もしかして、わたしが華姫になれなんて言ったせい……かしら？　だいぶ無茶をしていたみたいね」

			「お姉さま……どうしてそれを……」

			　香佳が転校してきて鈴と同室になってから、彼女とはほとんど会っていない。それなのに、どうして教養講座のことを知っているのだろう。

			「このわたしに隠しごとなんてムダ。学園の情報はどこからだって入ってくるんだから」

			　お姉さまにはお見通しだったらしい。でも無理をしたのは、そのせいだけでもない。気まずくなって毛布で口元を隠すと、おどけていた彼女は急に申し訳なさそうな顔になり、鈴の頬を優しく撫でた。

			「ごめんなさい。頑張っていたみたいだから、黙って見ていようと思ったのだけれど……わたし、あなたに変なプレッシャーを与えてしまったのね」

			「そんな、あたしは……」

			　優しい手に、疲れがどこかに溶けていく。倒れたのは自分の二股から眼を逸らすためなのに、触れてもらえるのが嬉しくて、うっとりと眼を閉じてしまう。

			「鈴ちゃん……」

			　吐息が覆い被さってくる気配を感じた。心地いい温かさと、疲労で鈍りきった思考のせいで、何も考えず、紗彩の柔らかな唇を受け入れてしまう。

			「はぁぁ……お姉さま……」

			　女の子の唇は、どうしてこんなに柔らかくて気持ちがいいんだろう。ただ触れ合っているだけのキスが、擦りきれそうな心を温かく癒やしてくれる。

			　でも、毛布の中に忍び込んだ手に胸を撫でられ、さすがにハッと我に返った。香佳を拒んでおきながら、紗彩の愛撫だけを受けるわけにはいかない。

			「駄目です、お姉さま……っ。こ、こんなこと……」

			「いいじゃない、久しぶりなんだし。それに今は寮に誰もいないから、どんな大声を出しちゃっても平気よ」

			「そ、そういうことじゃなくて…………んッ！」

			　いきなり挿し込まれた舌に、抗議する口を塞がれた。先端が軽く触れただけで、快感の記憶が離れていた時間を取り戻す。頭の中が蕩けてしまう。

			　力の抜けた鈴に、紗彩がのしかかった。毛布を剥き取られる。油断していた脚の間に紗彩の手が素早く潜り、パジャマの上から敏感な溝を撫でる。紗彩の肩を掴み、押し戻そうか抱き寄せようか、理性と欲求が拮抗した一瞬だった。

			「お楽しみのところ、悪いけれど」

			　風を切るような鋭さで、部屋のドアが開けられた。

			「きょ……きょうちゃん!?」

			　怒りを隠さず瞳を吊り上げた香佳が、ツカツカと部屋に乱入してくる。鈴は目を疑い、数秒の間、蒼褪めた顔で完全に凍りついた。

			（見られた……お姉さまとのこと、見られちゃった!!）

			　一番目撃されてはいけない場面を。頭より身体が先に動き、ベッドの端まで後ずさる。動揺し、狼狽し、乱れたわけでもない着衣を必死に直し、でも何も言い訳が出てこない。

			「きょ、きょうちゃん……！　これは……」

			　しかし、香佳は鈴を見ていなかった。紗彩も、少しも慌てた様子を見せず、ゆっくりと身体を起こす。ふたりはベッドの脇に立ち、ほぼ同じ高さの目線で睨み合った。

			「……あなた、鈴にお姉さまって呼ばせているんだ？」

			　香佳が、嘲るような口調で相手を挑発する。挑まれた紗彩は優雅に髪を掻き上げ、しかし、いつもは優しい瞳に苛立ちを隠そうともしなかった。

			「だーって、鈴ちゃん可愛いんだもの。ちっとも懐いてくれない実の妹と違って」

			　紗彩に妹がいたのか。こんな場面で、初耳の情報に驚かされる。鈴はベッドの隅で自分の胸を抱えながら、何とかこの場を納めなくてはと、無い知恵を必死に絞った。

			　でも、いくら考えても、決定的場面を目撃されて弁解の余地があるはずがない。紗彩に無理矢理されたと言えば、あるいは通るかもしれないけれど、彼女だけを悪者になんてできるわけがない。

			（……そうだよ。悪いのは、あたし……）

			　素直に認めるしかない。きっと、香佳との関係は終わる。もしかしたら紗彩とも。

			　そんなの嫌だ。胸が苦しい。涙が溢れそうになる。でも、これは鈴自身が招いたこと。彼女たちの愛情に甘え続けていれば、こうなるのは分かっていたはずなのに。

			　鈴は、挫けそうになる自分を叱った。懺悔のチャンスは、この瞬間しかない。

			「あの……あの、きょうちゃんっ！　お姉……紗彩先輩とは……その……その……！」

			「知っていたわ。紗彩と鈴が、こういう関係だってことは」

			「…………えっ？」

			　眉ひとつ動かさずに、香佳が鈴の告白を遮った。決死の覚悟が空振りに終わったばかりか、逆に信じられない事実に自分の耳を疑う。

			（知ってた？　……なんで、どうして!?）

			　混乱する鈴の横で、紗彩が呆れたように溜め息を吐いた。

			「やっぱり香佳だったのね。部活動発表週間の時、温室で鈴ちゃんと一緒にいるのを覗いていたのは」

			　香佳の眼が吊り上がった。怒りを抑えきれないように、その声が震え出す。

			「そうよ、驚いたわ。まさか紗彩が、私の鈴にあんなことを……」

			「それはこっちのセリフよ。後から来て、わたしから鈴ちゃんを奪おうとしたくせに」

			　紗彩の表情も、見たことがないほど険しい。鈴は、呆然とふたりの顔を見比べた。信じられなかった。温室で誰かに見られていた気はしていたけど、まさか香佳だったなんて。

			（じゃ、じゃあ……きょうちゃんは最初から、あたしとお姉さまの関係を……！）

			　それだけじゃない。紗彩も香佳とのことを知っていた。お互いに秘密の関係を知った上で、鈴と愛欲を交わしていた。そんな状態で愛され続けた自分に身震いする。彼女たちの気持ちを思うと、嬉しさよりも、罪の意識を強く抉られる。

			（それにしても──）

			　鈴は、さっきから違和感を覚えていた。彼女たちは、互いを呼び捨てにしている。昔からの知り合いといった感じで。

			「それに……部活動週間て、学園の関係者しか入れないはず……」

			　疑問が、独り言になって漏れた。香佳がこともなげに答える。

			「私も関係者よ。……父親が、この学園の経営者なの」

			「なに言ってるのきょうちゃん。それはお姉さまのお父様で……」

			　言いかけて、鈴は「あれ？」と首を傾げた。このふたり、背格好がよく似ている。髪の色も、眼つきも、性格だって全然違うのに。

			　けれど、思い出す。初めて紗彩と会った時、香佳と見間違えたことを。鈴を見詰める瞳の強さ、唇の感触、胸の形、乳首の色──。

			「……姉妹なの。わたしと香佳は。……腹違いのね」

			「姉妹……。え……っ？」

			　まるで手品の種明かしをされたように、目の前にあったモヤモヤが一気に晴れた。それなら最初から知り合いなのも納得がいく。

			「私は、紗彩を姉と思ったことはないけれど。……所詮、私は浮気相手の娘だから」

			　ただ──眼が開いた鈴とは対照的に、香佳は忌々しげに唇を噛んだ。それを咎めるように、紗彩が眉を顰める。

			「不遇だったって言いたいの？　あなたは認知されていたでしょう。養育費だって十分に渡されていたはずだし」

			「私生児っていうだけで、どれだけ後ろ指を指されてきたか、ぬくぬくと育ってきたあなたには分からないでしょう!!」

			　こんなに声を荒らげる香佳を初めて見た。本気で、自分の境遇を呪っているように。

			（そうだ……。きょうちゃんは、家庭の事情を詮索する人を嫌っていた……）

			　だから香佳は、そんなものを気にかけない鈴を気に入ってくれた。今頃になって、あの時の彼女の本当の気持ちが分かった気がする。

			「でも香佳。あなたは今回、その不遇な立場を利用したでしょ？　父は、あなたや、あなたの母親に対してずっと後ろめたい思いを抱いていた。その気持ちを利用して、この学園に通えるよう、強引に訴えた。違って？」

			「その通りよ。だって、鈴に会うためだもの!!」

			　開き直った香佳に、非難しようとしていた紗彩が一瞬、眼を見開いた。それは機嫌を損ねたというよりも、共感してしまった自分を責めているようにも見える。

			　その傍らで、鈴は激しく心を揺さぶられていた。紗彩との間にどんな確執があったのかは知らないけれど、そんなものを飛び越えて、嫌っている父親に無茶な要求をしてまで会いに来てくれた香佳の深すぎる愛に。でも──。

			「それなのに……やっと鈴の転校先を探し出したと思ったのに……」

			　香佳が、悲しげな眼で唇を噛む。その時すでに、鈴は紗彩のものになっていた。

			「あなたは、いつもそう……。私の欲しいものを奪い取って……！」

			「先に鈴ちゃんを手離したのは、香佳じゃない」

			　紗彩が責めると、香佳は動揺を隠せず視線を逸らした。

			「し……仕方ないでしょう！　だって……鈴から告白してくるなんて思わなくて……」

			「逃げたあなたに、鈴ちゃんは渡せないわ」

			「に……逃げたんじゃない！　鈴は私の大事な友達だもの！　悩んで当然でしょう!?　何よ！　紗彩だって、私の大事な人だって知ってたから、鈴を横取りしたんでしょう!?」

			「それは……」

			　反撃に遭い、今度は紗彩の顔色が変わった。鈴は目を疑った。その反応は、つまり彼女の言葉が事実ということ。香佳への当てつけに、鈴を誘惑したということ。

			「お姉さま……？」

			　突然、胸の中が虚ろになる。何かに突き離されたように、身体が急速に冷えていく。

			「違うの鈴ちゃん。香佳の名前を聞いた時には、確かにそういう気持ちがあったかもしれないわ……でも、最初からそうだったわけじゃないの！」

			　しかし香佳は、狼狽する紗彩をさらに追い詰めようと、彼女の言い訳を遮った。

			「何が違うの？　結局、鈴を一番傷つけたのは、あなたよ、紗彩！」

			「違うの！　本当に、鈴ちゃんになら素直な自分を見せられると思ったの！　わたしには鈴ちゃんが必要なの！　だから……鈴ちゃんをとらないで!!」

			「あなたに鈴は渡せない。この箱庭みたいな学園で、好きなだけ持て囃されるといいわ」

			　激しさを増す姉妹の口論を、鈴は、空虚な心で聞いていた。嫌だ。こんなの、もう聞きたくない。なのに、耳を塞いでも、ささくれ立った空気は消えてくれない。

			「やめて！」

			　突然の絶叫に、姉妹の怒号が止まった。ゆっくりと、揃って鈴を振り返る。

			「もうやめて。ふたりがケンカするとこなんか見たくない……。あたし……あたし……」

			　のろのろと、ベッドから降りる。無言で俯き、立ち尽くす。言い争っていたふたりが、怪訝そうに鈴の表情を窺おうとした。それを撥ねのけるように。

			「ふたりとも嫌い！　大っ嫌い!!」

			「り、鈴!?」「鈴ちゃん!?」

			　愕然とする姉妹を置き去りにして、鈴は部屋を飛び出した。ベッドの反対側に立っていたふたりは、即座に反応できない。何かを叫んでいたけれど、それは聞き取れなかった。

			「あら佐崎さん、身体の具合は……ちょっと!?」

			　玄関での寮監の声も、鈴の耳には届かなかった。どこに向かっているのかも分からず寮を飛び出す。厚い雲のかかった空の下を、衝動的に走り続けた。

			「はぁ……はぁ……」

			　足の裏が痛い。そういえば、靴も靴下も穿いていない裸足のまま。それでも構わなかった。どうすればいいのか分からない。ただ、ふたりが争うあの場から遠ざかりたかった。

			「あたし……何してるんだろう……」

			　元から体力がないので、すぐにとぼとぼ歩くことに。でも、空は薄暗くなってきたし、それに、学園から離れれば、周囲はうっそうとした雑木林。数キロの山道を降りて街に出るまで、寄り道する場所もない。さっき香佳が言った通り、この学園は塀で囲われた小さな箱庭。あの小さな敷地だけが、少女たちの楽園。鈴は、そこからはみ出した。

			「はみ出したって何よ。元から、お嬢様って柄じゃないのに」

			　立ち止まって自嘲する。箱庭を眺めているうちに、そこの住人になれたと勘違いしていたみたいだ。本好きはこれだから困る。すぐに妄想世界の住人になってしまう。

			「あ……」

			　ぽつりと、何かが頬を叩いた。それはすぐに無数の雨粒となって、空から降ってきた。かなりの土砂降り。もちろん傘なんて持っていないし、雨宿りできる場所すらない。

			「でも……ちょうどいいや」

			　空虚な胸を抱えた自分は、冷たい雨に打たれるくらいが気持ちいい。このまま家まで歩けそうな気さえしてくる。

			「帰ったところで、誰もいないけど……」

			　誰もいない。

			　早くどちらかを諦めるべきだった。そうすれば、彼女たちが争うこともなかったのに。

			　ふと、道端に咲くヤマユリが目に入った。紗彩の部屋に飾られていたのと同じ花。

			「ユリの花言葉は……『威厳』『純潔』『無垢』……」

			　紗彩の影響で、いつの間にか覚えた花言葉をぼんやりと呟く。でも、日本のユリには別の言葉もあった。それが、きっと彼女からのメッセージ。

			「……あなたは偽れない……あなたは、私を偽ることができない……」

			　紗彩は、鈴の迷いに気づいていた。そして香佳も。恋人の心を偽り続け、自分さえ偽って、愛され続ける夢想に耽っていた。それを、野の花なんかに気づかされるなんて。

			（でも……あたし、やっぱりふたりが好き。選ぶなんて、そんなのできない……）

			　この期に及んで、まだ諦められない自分に呆れる。それがこんな結果を招いたのに。どちらかを選ばなかったから、どちらも失ったのに。

			「こんなあたしなんて、きょうちゃんやお姉さまが好きになっちゃダメなんだ」

			　だから、これでいい。衝動的に「嫌い」と叫んでしまったけれど、あれで正しかったんだ。鈴は自分に言い聞かせ、雨の中、街灯もない山道を再び歩き始めた。

			　山を下っているのか上っているのか、それすらも分からない。もしかしたら、寮や学園で騒ぎになっているだろうか。そうなったら、今度こそ放校かもしれない。

			「それでも、いいや」

			　短い間だったけど、ふたりの少女に愛されて幸せだった。あんな夢のような時間、きっともう二度と訪れない。

			　また、足が止まった。嗚咽が胸を震わせ、耐えきれずに、漏れる。

			「お姉さま……。きょう……ちゃぁん……」

			　頬を伝い落ちる涙が、顔を打つ雨に混ざる。もう歩けない。どこにも行けない。鈴は、迷子になった幼い子供のように立ち尽くし、雨音に紛れて大声で泣き喚く。

			　だから、気が付かなかった。肩を抱かれるまで、足音が近づいていたことに。

			「バカ！　バカ鈴！　どこに行くつもりだったのよ!!」

			「鈴ちゃん！　こんなにずぶ濡れになって……風邪をひいたらどうするの!?」

			　眼を疑った。ふたりが、左右から鈴の腕にしがみついている。傘も持たず、ずぶ濡れになった長い髪を制服に絡ませて。

			「お姉さま……きょうちゃん。……は、離して！　全部あたしが悪いの！　あたしがいなくなれば、ふたりはケンカしなくて済むの！」

			「バカ言わないで!!」

			　振りほどこうと暴れる鈴を、姉妹はふたりがかりで抱きすくめた。

			「あなたは悪くないの、鈴ちゃん。わたしたち姉妹の争いに、あなたを巻き込んでしまった……。だから、あなたは何も悪くない」

			「そうよ、鈴。でも信じて。私たちは……本当にあなたが好きなの。あなたが必要なの。だから……いなくならないで……」

			　ずるずると、ふたりは鈴の身体を滑り落ちるように、水溜まりの中に座り込んだ。誰もが憧れる美少女たちが、雨の中、髪も服もびしょ濡れで泣き崩れている。

			「どうして……あたしなんか……」

			　紗彩や香佳に比べたら、つまらない平凡な女の子。彼女たちが、ここまで必死になる理由が分からない。

			「それは、きっと……」

			　香佳が顔を上げる。紗彩が頷く。

			「ひとりぼっちの寂しさを、忘れさせてくれる人だから」

			　寮の大浴場は、二十人ほどが入っても余裕がある。これを昼間から独占できるなんて、温泉宿でもなかなかできない贅沢。

			　鈴は肩までお湯に浸かりながら、乳房を左右から優しく揉まれていた。お湯の温かさと快感とで、逆上せたように身体が火照る。

			「ねえ、きょうちゃん。あたしのこと、好き？」

			「好き……好きぃ……」

			「お姉さまは？」

			「もちろん、大好きよ。愛してる……」

			　ふたりの乳房が腕を包み込み、頬に繰り返しキスされる。しかし、唇に口づけようとする香佳を、鈴は頬に手を当て押し留めた。

			「じゃあ、もうケンカしない？　仲良くしてくれる？」

			「しない。絶対にしない！」

			　必死になって許しを請う親友に、鈴は、思いきって命令してみた。

			「じゃあ……きょうちゃんとお姉さまで、キスして」

			　仲直りした証として。姉妹は目を見開き、戸惑いの表情を浮かべる。その顔を見て、少し後悔した。彼女たちの間に、どれだけ長い確執があったのか、複雑な感情があるのか、鈴は知らない。仲直りすると誓ってはくれたけど、これは彼女たち姉妹の問題。人と人との関係が、そう簡単に修復されるなら苦労はない。

			（もしかしたら、あたしが踏み込んじゃいけない部分なのかも……）

			　酷なお願いだっただろうか。もちろん、鈴に無理強いするつもりはなかった。

			「いいわ。見ててね、鈴ちゃん」

			　こんな時、先に動くのは、やはり紗彩。お湯を纏わせながら彼女が手を伸ばすと、香佳の身体と表情が目に見えて固くなる。

			「どうしたの香佳。わたしとキスしないと、鈴ちゃんにサヨナラされちゃうわよ？」

			「あ、いえ。あたしは……」

			　別にそんなつもりじゃない。そう言いかけた鈴を、紗彩がウインクで遮った。挑発された香佳は、無表情の彼女にしては、あからさまに苦悩を眉に滲ませ、それでも、覚悟を決めたように眼を閉じる。紗彩が、そっと唇を重ねた。香佳は必死に息を止め、葛藤と戦っている。姉へのそねみと、鈴への思慕と。

			「……きょうちゃん、キスは、もっと楽しくするものだよ？」

			　両手を握って耐える香佳が可愛くて、やっぱり鈴はお節介をしたくなった。完全に余裕を失っている彼女の秘部を、予告もなしに撫で上げる。

			「ふぁ!?」

			　鈴の不意打ちで緩んだ唇に、紗彩が舌を挿し込んだ。妹の口腔を掻き回し、誘い出した舌をじゅぶじゅぶと吸い立てる。

			「ん……ほら、もっと鈴ちゃんに見せて……ちゅ、ちゅる」

			「そ、そんなの分かって……あふっ、むッ……ちゅ、ちゅばっ！」

			　負けず嫌いに火が点いたのか、香佳も大胆に舌を動かし始めた。目の前で、姉妹が濃厚な口づけを交わす。自分からお願いしたとはいえ、舌と舌が絡み合い、とろとろの唾液が行き交うのを、鈴は指を咥えて見ているのが辛くなってきた。

			「あ……はぁ……」

			　彼女たちに合わせて、無意識に舌を動かしてしまう。やがて、本当に触れ合っているような錯覚を起こし、瞳がとろんと蕩けてくる。股間がうずうずして我慢できない。

			「あの……あたしも……！」

			　キスに加わろうとしたら、ふたりの唇が離れた。タイミングを外され戸惑う鈴を、背後に回った紗彩が抱き締める。ふたつの柔らかいクッションが背中を受け止め、肩甲骨に当たる硬い蕾が、鈴の心臓を一気に跳ね上げる。

			「んふ。仲直りさせてくれたお礼よ。今度こそ、鈴ちゃんが気持ちよくなる番……」

			「え、あのお姉さま……あっ、ふぁッ!?」

			　耳朶をねっとりと舐められた。堪らないゾクゾクに全身が脱力し、完全に背中を紗彩に預ける。その隙に、香佳が水面を滑るようにして脚の間に移動した。

			「よくも紗彩なんかとキスさせたわね。口直しさせてもらうわ」

			「きょ、きょうちゃん……そんなこと言うと……あんッ、ン、きゅふぁっ！」

			　さっきのお返しとばかりに、いきなり恥裂に指を食い込ませた。ふやけて柔らかくなった肉襞を掻き分けて、円を描くように膣口をくすぐってくる。

			「あんっ、んあっ……！　きょうちゃ……ンッ、そこ、そんな……あぅんっ！」

			　気持ちいい微電流を股間に流され、小さくひくつく身体がお湯を跳ね上げる。内腿を強張らせながらも、自分から脚を開いて、もっと深い愛撫をねだってしまう。紗彩も背後から腕を回して、掬い上げるように乳房を捏ね回した。下乳を揉まれるリズムに合わせて、背中が何度も反り返る。

			「あ、や……すご……い。もっと、あ……ッ！」

			　喘ぐ唇を香佳が舐める。鈴も舌を伸ばすけど、それはするりと避けられて、頸動脈を撫で上げられた。息を合わせるように、紗彩も耳の穴に舌を挿し込む。

			「あふぁ!?　あっ、きゅッ、ふぁあっ！」

			　二枚の舌に嬲られる快感に、堪らず顎を仰け反らせた。ゾクゾクが止まらない。紗彩の肩に頭を預け、強張る指で香佳を抱き締める。

			「あら。鈴たらお風呂の中でお漏らし？　お股からぬるぬるがいっぱい溢れてきたわよ」

			「そ、それは……きゃふぅン！」

			　陰唇を掻き回され、淫裂がまた恥蜜を吐き出した。性器が蠢く生々しい感触が恥ずかしくて、腰が溶けてしまいそうだ。

			（き……気持ちいい……。きょうちゃんとお姉さまが、いっぺんに……）

			　ついさっき、お別れしようと思って大泣きしていたのが嘘のよう。女の子の柔らかな身体と、風呂のお湯の温かさが、お姫様気分の夢心地に引きずり込んでいく。

			　なのに、鈴はどこか物足りなさを感じていた。胸も性器も気持ちいい。けれども彼女たちの指は、一番刺激的なポイントを微妙に外していた。紗彩は、胸の中心を触れてくれない。香佳も、膣の入り口を撫でるだけ。経験したての頃なら、これだけで頭も身体も沸騰していたかもしれない。

			（でも……でも……！）

			　腰をカクカク前後に動かし、もっと激しい愛撫を欲しがる。せめてキスをと舌を伸ばすけど、先端を舌先でくすぐられるだけ。焦らされて、欲求不満が身体の中に募っていく。

			「どうしたの鈴ちゃん。そんなに辛そうな顔をして」

			「そうよ。気持ちよくしてあげてるでしょ？」

			　鈴の性感を煽るだけ煽っておいて、姉妹は意地悪な笑みを浮かべた。乳首に近づいた紗彩の手が、乳輪の手前で蠢く。香佳の指も、膣口に食い込む素振りを見せるだけ。中途半端な快感に身体を炙られ、気がおかしくなりそうだ。

			「は……あふっ、うっ……あ、やんっ！　そんな……こんな……どうして……」

			「何が、どうしてなの？　言ってくれなくちゃ分からないわ」

			　耳朶を舐めながら、紗彩が優しくて意地悪な声で囁き掛ける。本当は、鈴もおねだりしたい。けれど、ふたりの前でそれをはっきり口にすることに、ためらいが生まれた。

			　この期に及んで、二股への罪悪感が甦る。自分で仲直りのキスをさせておきながら、もう拘こだわる必要はないと分かっていながら、心の底でブレーキを掛ける。

			「う……く……ッ！」

			　我慢できなくなって股間を弄ろうとしたら、手首を香佳に掴まれた。もう一方の手も、紗彩の指に指を搦め捕られる。最後の手段を封じられ、鈴は狂ったように腰を振り立てた。

			「でもでも……やぁぁぁ！　いやぁぁぁぁ!!」

			「ダメよ鈴。言って。私たちに何をして欲しいか、はっきりと」

			「鈴ちゃんが欲しいもの、わたしたちに全部見せて！」

			　ふたりとも鈴のためらいに気づいている。彼女たちの想いと、焦らされすぎた欲情が、鈴に躊躇のタガを緩ませる。

			「い……いいの？　あたし……あたし、あ……ッ。ふ、ふたりとも好きでいて……いい？」

			　その問い掛けが、そのまま彼女たちへの答えになった。両の乳首とクリトリスが、いっぺんに抓り上げられる。

			「いッ…………ひぃぃぃぃッ!!」

			　甲高い悲鳴が大浴場に響き渡った。溜まりに溜まった欲求が爆発し、一気に絶頂へと飛ばされる。暴れた腰が水面から飛び出す。同時に、鈴の股間に危機的な疼きが襲い来た。

			「あぅ、あふぁ、ふぁふッ、やッ……出ちゃう……でちゃうぅぅぅ!!」

			「まぁ！」

			　姉妹は目を見張った。水面に浮き上がった股間から、一筋の水流が迸る。

			「やぁぁ！　見ないで、見ないでぇぇぇ!!」

			「あらあら、たいへーん。ふふっ、鈴ちゃんたら、本当にお漏らししちゃった」

			「これは、みんなが帰ってくる前にお湯を入れ替えないといけないわね」

			　思いがけない失禁に、紗彩と香佳は、呆れたというよりは嬉しそうに顔を見合わせた。浴槽の栓を抜き、ふたりがかりで鈴を洗い場に運び出す。

			「ごめんなさい、ごめんなさぁぁぁい……」

			　この歳になってお漏らしを、しかも、大好きな人たちの前で。恥ずかしすぎて死んでしまいそうで、両手で顔を覆い隠す。でも、それも洗い場に身体を横たえられるまで。背中が床についた途端、快感の余韻が残る身体に、ふたりの姉妹が襲い掛かった。

			「ひっ!?　な……何して…………何これ、だめぇぇぇ!!」

			　紗彩が股間にシャワーを当てる。思わず閉じようとした膝が、紗彩の腕と脚とで大開脚を強いられた。脚が開いたことで性器も大きく口を開け、滝のような水流をまともに食らう。恥襞が振動するほど激しく嬲られ、鈴は堪らずタイルに爪を立てた。

			「何って、おしっこをキレイキレイしてるのよ」

			「そ、そんな……こんなの……あそこ、痺れッ……りゃめ、りゃめぇぇぇ!!」

			　逃げようとする鈴に香佳がのしかかった。丘のような胸を巨乳で圧迫し、悲鳴を上げる口を唇で塞ぐ。鈴は彼女の背中にしがみつき、伸びてきた舌に無我夢中で吸いついた。

			「あぶ……っ、きょうちゃん……きょう……んむっ！　ちゅ、じゅるじゅるちゅば！」

			「あは、鈴たらすごい……ちゅ、すごいエッチな顔……ん、ちゅば、じゅぱ!!」

			　舌同士が擦れ合い、頭の芯まで快感で痺れる。下半身では、シャワーを投げ捨てた紗彩が秘裂にキスをした。両手で陰唇を大きく開き、舌を押し当てながら、粘膜からクリトリスの裏まで繰り返し一気に舐め上げる。

			「んぶッ、ン、むぅぅぅ!!」

			　まるで身体の中に一本の糸が張られたように、快感という名の媚電流が走り抜けた。悲鳴は香佳が全て吸い取る。彼女は同時に、薄い爪の先で脇腹をなぞり、あまりくびれていない鈴の腰を、くねくねと卑猥に踊らせた。

			「や……ッ、それ……痺れ……りゅ、ふぁっ……みゅうぅぅぅっ！」

			　香佳の唇が離れたと思ったら、今度は紗彩が上半身に昇ってきた。姉妹は同時に胸に辿り着き、左右の乳首を甘噛みした。

			「ン、ふぁぐぅぅぅ！　そ……そんな一緒に、なんて……あぅ！」

			　歯に挟んだ乳首をコロコロ転がし、かと思えば激しく吸引する。さっきの焦らしプレイが嘘のような甘美な痛痒感に、鈴は拘束の弱くなった下半身を身も世もなくくねらせた。

			「んふ。鈴ちゃんは、本当に痛いのが好きね」

			「あら紗彩。この娘、こういうのも好きなのよ」

			　紗彩と入れ替わるように下半身に移動した香佳は、鈴の腰を持ち上げた。

			「きょうちゃん、何を…………！　だ、だめ！　それだめぇ!!」

			　気づいた時には遅かった。彼女は鈴の身体をひっくり返し、四つん這いの姿勢にさせると、お尻の中心へ、恥ずかしい窄まりへ舌を這わせた。

			「だ、だめぇぇぇ！　そこダメ、や……ひッ……きひぃぃぃ!!」

			「まあ凄い。鈴ちゃん、お尻もそんなに好きだったなんて」

			「ち、違うんですお姉さま！　これは……あッ、くッ……はぁぁぁン！」

			　声を抑えようとしたけれど、恥穴を舌先で抉られ思考が飛んだ。鈴の前で頬杖を突き、興味深そうに見詰める紗彩の視線が恥ずかしい。それなのに、身体が熱く火照って気持ちいいゾクゾクが全身を覆い尽くす。

			「違わないでしょ。鈴がどんなにお尻が好きか、紗彩に見てもらいなさい……ちゅっ」

			「お、お姉さま見ちゃ、だめ……。お、お尻で感じてるとこなんて……やぁぁぁンっ！」

			　じっと見詰める紗彩の眼が、鈴の羞恥という炎に油を注いだ。汗が噴き出すほど全身が熱く火照る。香佳に責められているお尻が激しく疼く。

			「や……やぁぁぁぁ!!　お尻、やあぁぁぁッ!!」

			　鈴の背中が三日月のように反った。お尻でというより、羞恥心で達してしまう。腕も腰も太腿も、あまりに激しく痙攣しすぎて、寝そべりたいのに脱力できない。

			「あぅ！　か……からだ、痺っ、れて……止まらな……ひきっ」

			　ようやく腕が崩れ落ち、腰を高く掲げる格好でうつ伏せになる。それでも震え続けるお尻の方で、香佳が紗彩を手招きした。

			「見て紗彩。さっきあなたが綺麗にしたのに、鈴のここ、またお漏らしよ」

			「あら本当。このまま膝の方まで流れてしまいそうね」

			「……えっ。そ、そんな…………！」

			　クスクス笑う姉妹の声に、鈴はまた粗相をしたのかと焦って振り返った。

			「ああ、心配しないで鈴ちゃん。これはおしっこじゃなくて、気持ちのいい時のあれよ」

			「そ……そうですか……。て、そういう問題じゃなくて！」

			　恥ずかしいものを見られていることに変わりない。視姦から逃れようとしてお尻を振るけど、逆に彼女たちを喜ばせてしまう。

			「んふ、鈴ちゃん、ふりふりして可愛いー。お尻もあそこも、ぜーんぶ丸見えー」

			「や、やぁぁぁ……ヒッ!?」

			　香佳が、開ききった淫裂をするりと撫でた。すかさず紗彩が、蜜いっぱいの恥襞を舐め上げる。軽く達しただけとはいえ、過敏になった性器には十分すぎるほど過酷な仕打ち。電気ショックのような衝撃が、頭のてっぺんまで一気に貫く。

			「ヒッいぃぃぃっ!!」

			　絶頂の余韻も抜けきらないのに、またも快感曲線を上昇させられる。ごろんと仰向けになった鈴に、ふたつの白い身体が重なってくる。涙目になった視界が、差し出されるふたりの唇を捉え、無我夢中で吸いついた。

			「あぁ……きょうちゃん……お姉さま……。あむっ、ちゅ、ちゅるる、ちゅば！」

			　まるで生き物のように絡み合う三枚の舌。誰のものかなんて無関係に舐め、吸い、貪り尽くす。吐息が混じり、思考が鈍る。攪拌された三人分の唾液が、鈴の口腔に流し込まれた。それを何も考えずに飲み込むと、激しい悦びに背筋が震える。

			「あう……もっと……もっとぉぉ！」

			「いいわよ。いっぱいお飲みなさい」

			　香佳は酔ったように妖しく微笑み、さっきはあれほど躊躇した紗彩の唇を奪った。姉の唾液をたっぷり奪い、自分のものと混ぜ、舌を樋のようにして鈴の口に流し込む。

			「あ……ん、ふぁ……あ、はぁぁぁ……」

			　ぷつぷつ泡立つ感触だけで身体が疼き、股間から涎が垂れる。姉妹はガクガク震える唇に口づけると、揃って身体を反転させた。並んでお尻をこちらに向けて、紗彩が鈴の右脚を、香佳が左脚を抱える。

			「さあ、鈴ちゃん。今度はみんなで気持ちよくなりましょう」

			「え……きゃあ!?」

			　ぐいっと開かれた脚の間に、姉妹が顔を突っ込んだ。ふたりの唇が濡れ肉襞を吸い上げる。舌で陰唇を舐り震わす。

			「ひぁ、そ……そんなっ、ふたりでなんて……ダメダメ、だめぇぇぇ!!」

			　二倍なんてものじゃない。二乗よりも大きな快感が鈴の身体を嬲り回し、大きな波で翻弄した。膝を閉じようにも、ふたりにガッチリ掴まれ叶わない。一方が頭を奥深く食い込ませ、膣口を舌で抉る。交代したと思ったら、今度は淫核を激しく吸い上げる。膝や鼠径部を交互に舐め、感電しそうな快感で鈴の身体を痺れさせる。

			「ン……ッ、はぁッ！　ひぃぃ、あぅん、あっ、らめ……そこ、舐めちゃだめぇぇ！」

			「そこって……どこ。ここ？」

			「んふっ。それとも、ここかしら？」

			　香佳が脚の付け根を、紗彩がクリトリスを、それぞれ思ったところを舐め上げる。でも全部が気持ちよくて、どれが駄目なのか鈴も自分で分からない。

			「あぅん、あ、そこも……そこ、も……ぜんぶ、きゅふぅぅあぁぁぅン!!」

			　半狂乱の鈴の声が浴室にこだまする。快感の嵐に弄ばれながら、それでも鈴は、自分も彼女たちに奉仕しなければと、震える身体に鞭打って首を上げた。

			　目の前に並ぶ、よく似た形のふたつの女性器。どちらも綺麗な色の唇が口を開け、キラキラ輝く蜜を流す。甘い匂いに、思わず唾を飲み込んだ。吸いつきたい欲求に駆られたけれど、唇を寄せた途端、膣口を指で抉られた。

			「はぁぁぅん！」

			　首が仰け反り、口での愛撫が叶わない。それなら指でと思っても、彼女たちの脚にしがみつくのが精一杯。それでも必死にもがく鈴に、紗彩が気づいた。

			「んふ、無理しなくていいわよ鈴ちゃん。いっぱい、イカせてあげるから……」

			　紗彩の身体が遠ざかった。空いたスペースに香佳が入り、顔に跨がってくる。鈴は、せめて彼女だけでもと、必死に恥裂にむしゃぶりついた。

			「あっ……鈴！」

			　がむしゃらに恥襞を舐め回すと、香佳も背中を震わせながら鈴の性器に吸いついた。まるで快感が循環するような、ふたりで輪になる相互愛撫に夢中になっていたら、急に腰が持ち上げられた。

			「それじゃ、わたしはこっち。……ちゅっ」

			「ふあぁぁぁ！　お、お姉さま……お尻、お尻ぃ！」

			　紗彩が、お尻に吸いついた。彼女だってそこは初めてのはずなのに、ためらいもせずに口づけしてくる。たっぷりの唾液をまぶし、形をなぞるように丹念に舐め上げる。

			「お姉さま！　そんなとこ……ひぃぃぃやぁぁん」

			「わたしだって、鈴ちゃんの全部を愛したいもの。だからぁ……ちゅ、れろっ」

			「紗彩ずるい。そこは私のものだったのに。だったら私は……ちゅぶ、ちゅば！」

			　香佳も対抗心を剥き出しに、陰唇を舐りまくった。前後を同時に責められて、身体の中も頭の中も、快感だけが吹き荒れる。

			「そ……そんなっ！　両方なんて……あ、あぐっ！　あたし……あた、しッ……おかしくなる、変に……なッちゃううぅぅぅ!!」
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			　もう反撃なんて考えることすらできない。お尻にまで流れ落ちる淫蜜をふたりに舐められ、啜られ、身体が全部蕩けてしまう。

			「あはっ。鈴ちゃん、いっぱい変になっちゃえ！」

			　紗彩がお尻の谷間を舐め上げた。香佳が淫核を吸い上げる。鈴の身体が絶頂に向かって暴走する。

			「らめらめ、イッちゃ……イッちゃう！　いぎゅ、い……きゅうぅぅぅぅ!!」

			　上に乗った香佳を跳ね上げるほど、鈴の腰が踊りまくった。キュッと締まった淫裂から愛液を飛沫のように飛ばし、姉妹の顔をべたべたに濡らす。

			「あぁぁぁ……すごい……鈴ちゃんの……」

			「鈴、もっと……もっとちょうだい……」

			　ふたりは、それをうっとりとした声で浴びた。やがて鈴が脱力すると、まるで彼女たちも達したように身体を重ねた。

			「はぁ、はぁ……はぁぁぁ……」

			　誰のものともつかない喘ぎで広い浴場が満たされる。紗彩と香佳が、のろのろと身体を起こした。四つん這いになって、鈴の顔に唇を寄せる。

			「可愛い、鈴ちゃん。好き……大好き……」

			「私もよ、鈴。愛してる……」

			「あぁ……お姉さま……きょうちゃん……。あたしも……あたしも、好き……あ……」

			　唇を捧げると、すぐに姉妹は舌を挿し入れてきた。そして、いまだ絶頂に震える身体を休ませまいとするように、恥裂に手を伸ばしながら、紗彩がそっと囁き掛けてきた。

			「んふ。いつか、鈴ちゃんのバージン、わたしにちょうだいね」

			「お、お姉さま……！」

			　淫靡な響きに身体が震えた。愛する人に、この身体を完全に奪われてしまう悦びを想像し、胸がときめく。もちろん、一筋縄でいくはずがなかった。それを聞き咎めた香佳の眼が、鋭角に吊り上がる。

			「ちょっと紗彩！　鈴のバージンは私のものよ。勝手に決めないで」

			「え……あの、ふたりとも！　ケンカしないで!!」

			　咎めるように叫ぶと、姉妹がくるりと振り返った。鈴を見る眼が妖しく輝く。

			「それなら、どっちが貰うか、鈴ちゃんに決めてもらいましょ」

			「そうね、それがいいわ。じゃあ、まずは手始めに……」

			「え……ちょ、そんな……きゃぁぁぁ!?」

			　ふたりが一斉に襲い掛かる。長期戦になりそうな鈴のバージン争奪戦、その勝負の第一ラウンドが、浴室に響く悲鳴とともに幕を開けた。

		

	

			終章　百合色に染まる部屋

			


			　通常は秋の華姫選挙が、急遽、梅雨明けに臨時で行われた。といっても、紗彩が引退したのではなく、空席になっているパートナーを求めたいと、彼女が表明したため。

			　二年間、紗彩がひとりで務めていたせいで、大半の生徒は二人華姫という本来の光景にピンとこない。それに、残りの任期も半年を切っている。今さらパートナーを欲しがることに、最初はみんな首を傾げた。

			「華姫は、単なる生徒の模範ではありません。学園の理念のひとつである、友情、友愛、慈しみの心を体現するのも、その務め。わたしは自分ならばひとりで十分と思い上がり、それらを疎かにしてきました。今回の臨時選挙は、その反省によるものです」

			　あの紗彩様が、思い上がりとか反省だなんて。選挙開催にあたってのスピーチを、一般の生徒たちは畏れ多い思いで受け止めた。

			　ともかく、ぐずぐずしていたら期末試験や夏季休暇になってしまう。立候補や推薦を大急ぎで募り、二週間の後には、もうひとりの華姫が誕生したのだった。

			「あーあ。わたしは、鈴ちゃんをパートナーにするつもりだったのに……んっ」

			「当てが外れて残念だったわね。それより、いつまで駄々を捏ねているつもり？　あれから一ヶ月近くも経っているのに……あんっ」

			　紗彩と香佳は、選挙結果で毎日のように言い争いをしていた。そのこと自体もさることながら、一番の問題は、そのシチュエーション。

			「もうふたりとも！　もうケンカしないって言ったじゃ……あんっ、あ、きゅふぁっ！」

			　諍いさかいを止めようとした鈴は、裸のお尻を浮かせて悶えた。左右の乳首に吸いついた紗彩と香佳が、淫裂の占有権を争って激しく指を蠢かす。

			「ごめんなさい鈴。気持ちよくしてあげるから許して」

			「ふふっ。華姫様に奉仕される気分はいかがかしら」

			「ふ……ふ、あっ。ふ、ふたりで……そんなにされたら……ンぁはあぁぁっ！」

			　左右同時に乳首を噛まれた。痛みの一歩手前の甘美な痺れに身体が悦び、股間から溢れた愛蜜で、ふたりの指をしとどに濡らす。鈴は、全裸で青い養生シートに横たわり、かれこれ三時間以上、一糸纏わぬ姉妹の奉仕を受けていた。

			　もうひとりの華姫に選ばれたのは、香佳だった。実は、鈴も頑張って立候補していた。けれど、にわか仕込みの教養なんかが役に立つはずもなく、あえなく予選敗退。けれど、それは他の候補者も似たようなもの。長身美人の並び立つ姿は学園中を魅了し、香佳は、予選でも本戦でも圧倒的な支持を得て、勝利を収めたのだった。

			　もちろん一部の学園関係者以外に、彼女たちが姉妹であることを知る人はいない。

			　香佳は華姫部屋に移り、鈴は再び部屋にひとりぼっち──にはならなかった。

			「あ……ン、はぅ……ン、きゅ、みゅうぅぅぅ！」

			「あらあら、鈴ちゃんどうしたの。もっと大きな声を出していいのよ？」

			「そうよ、どうせみんな夏休みの帰省中で、寮には私たちしかいないんだから」

			「でも……でも、恥ずかし……あぁあぁぁん！」

			　鈴は、毎夜のように華姫部屋に通っていた。夏季休暇に入ってからは、寮が無人になったのをいいことに、華姫部屋で寮内同棲という爛れた生活を満喫中。しかも、エッチの時は部屋の中にとどまらず、大浴場はもちろん、学園の教室や屋上など、あちこちを渡り歩いては三人で楽しんでいた。今日は、久しぶりの温室エッチ。

			　とはいえ。

			「ンもう。香佳、邪魔しないで。鈴ちゃんのクリちゃんは、わたしが可愛がるの」

			「なによ。紗彩ったら、いっつも私がしているところを横取りして」

			　対等の華姫になっても、彼女たちは何かにつけ──主に鈴の奪い合いで諍いを始めた。

			「だめぇぇぇ！　ケンカしちゃダメって、何度言ったら分かってくれるの!?」

			　以前のような確執とはまるで質が違うけど、口論には変わりない。いつまた本気のケンカに発展するかと思うと気が気でない。鈴は二人に罰を与えることにした。愛撫を拒否して逃亡し、養生シートの上に敷いていた毛布を頭から被って姿を隠す。

			「きゃあ！　また鈴ちゃんがおヘソを曲げちゃった」

			「ごめんなさい鈴！　紗彩と仲良くするから、出てきて。お願い！」

			　するとふたりは、まるでオモチャを取り上げられたように顔色を変え、揃って膝を突いて懺悔するのだった。

			「……本当？　もうケンカしない？」

			　真摯な声に、つい、いつも簡単に顔を出してしまう。けれど、これが間違い。それを待ち受けていた彼女たちが、いとも容易く毛布を剥ぎ取る。

			「えいっ！」

			「きゃあ！　ずるーい！」

			「ずるくないわ。だって……」

			　また逃げようとしたけれど、ふたりがかりでシートに磔にされてしまった。それぞれ鈴の身体を半分ずつ、手首を両手で掴み、脚を膝で挟み込む。そして、さっきまでのふざけた態度とは打って変わった、四つの真摯な瞳が見下ろしてくる。

			「鈴ちゃんが思うような仲良し姉妹には、すぐにはなれないかもしれないけれど……」

			「でも、鈴を困らせるようなことはしないわ、絶対に」

			　それは、あれから何度も繰り返された誓いの言葉だった。

			　彼女たちには、生まれてからの長い確執の時間がある。それは、簡単に解消できるものじゃない。ふたりもそれを自覚しているから、何度も誓いを立てることで変わろうとしているのかもしれなかった。

			「鈴ちゃんがいないと、わたしたち、またどうなるか分からない。だから……」

			「私たちを見捨てないで、鈴」

			　誓いは、いつしか懇願へ。鈴は、視線を逸らした。そんな顔をされたら怒れない。それに、姉妹の真顔は、怖いくらいに美しい。目の前で揺れる豊かな乳房も、細い腰も。

			「……やっぱり、ずるい……」

			　色々な意味で。拗ねた鈴をなだめるように、ふたつの唇が、ゆっくりと近づいてくる。濡れた朱色の隙間から覗く舌先に、鈴の嫉妬は、簡単に欲情へと塗り替えられた。

			「あぁ……」

			　鈴は、腕を伸ばしてふたりを抱き締めた。交互に、そして三人一緒にキスをする。三枚の舌が絡み合い、密やかな水音を広い温室に響かせた。

			「ちゅ、ぴちゅ、ちゅぱちゅぱ、じゅるっ。あぁ……キス……気持ちいい……んふぅ」

			　三人分の唾液が混じり合い、顎を濡らすほどに唇から溢れ出した。

			　唾液と、そして濃密な花の甘い匂いに包まれて、クラクラと心地いい目眩を起こす。たっぷりのキスを楽しんだふたりが、鈴の身体を移動し始めた。唾液で道を描きながら、紗彩は股間に顔を埋める。香佳は鈴のお腹に跨がって、乳首を抓る。

			「はぅん、あぅっ、あ、あああぁぁぁああぁ!!」

			　途端に、我慢できない快感が身体中を駆け巡った。硬くなった乳首を捻ひねられる、心地いい痛み。舌で小刻みに転がされる淫核の、甘美な痺れ。その両方が繋がって、鈴を身悶えさせずにいられない。

			「あ……あッ！　そんな……き、気持ちいいとこ全部なんて……こんな、ふぁあンッ！」

			「全部？　鈴ちゃんの全部は、こんなものじゃないでしょ。ほら」

			「ヒッあぅん!?　お、お姉さまッ、お尻までなんて……やぁうん、ンッ……きゅふぁ！」

			　指で陰唇を震わせながら、紗彩の唇がお尻にまで攻撃の手を広げた。相変わらず慣れない異様な感覚なのに、頭が真っ白になるほど気持ちいい。

			「んふ、鈴ったら……すっかりお尻が好きになっちゃって……」

			「ち、違うよきょうちゃん！　あたしは……はぅ!?　ふぁ、やだこれ……はぁぁぁぅ！」

			　お尻好きを否定する言葉が途切れた。香佳が、耳朶をねっとり舐め上げる。背中を這い回る妖しいゾクゾクが、のしかかる香佳ごと鈴の腰を跳ね上げさせる。

			「はぁぁぁう、あ、や……あぁぁぁぁ!!」

			「あは、すっごい。ねえ香佳。このまま鈴ちゃんをイカせちゃっていい？」

			「いいわ。でも鈴をイカせるのは私だけどね」

			「やぁぁん！　ふ、ふたりともまたケンカ……はッ、あッ……あぁぁぁ!!」

			　でも鈴は、もう何の心配もしていなかった。熱く触れ合う火照った肌が、悦んでいる。

			　快感で涙目になった瞳に、温室の片隅で咲き誇るヤマユリが映った。

			　もう、自分を偽るつもりなんてない。

			　紗彩と香佳の争うような激しい愛撫に、際限のない幸せを感じながら、鈴は、本だけが友達だった頃には考えられない絶頂へと、何度も何度も飛ばされ続けた。

		

	



あらおし悠ゆう




前作の「百合グラドル・優衣」に続いて、またもや百合作品です。しかも今度は王道のお嬢様学園が舞台！　百合作品愛好者なら一度は憧れるシチュエーションですねー。まさか自分がそんな世界を描ける日が来るとは思いませんでした。女の子たちの淫靡な禁断の世界を、どうぞご堪能ください。




アルデヒド




初めまして。素敵な作品の挿絵を担当させて頂きました。こうしてコメントを寄せている最中ですが、書店さんに並んだ所を想像して今からワクワクしています。どうぞよろしくお願い致します。 

http://arudehido.blog.fc2.com/









			二次元ドリーム文庫



			百合色学園寮

			恋人はルームメイト

			



			著者　あらおし悠

			

			装丁　キルタイムコミュニケーション制作部



			発行　株式会社キルタイムコミュニケーション



			〒１０４-００４１　東京都中央区新富１-３-７ヨドコウビル１Ｆ


			　編集部　ＴＥＬ ０３-３５５１-６１４７／ＦＡＸ ０３-３５５１-６１４６

			　販売部　ＴＥＬ ０３-３５５５-３４３１／ＦＡＸ ０３-３５５１-１２０８

			　ＵＲＬ　http://ktcom.jp/



			


			著作権　©Yuu Araoshi 2014

			




			当ファイルは、二次元ドリーム文庫『百合色学園寮　恋人はルームメイト』（２０１４年５月24日　初版発行）に基づいて作成しております。



			


			※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。本作品の内容を無断で改変、改ざん等行うことも禁止します。また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

			※本作品は電子書籍配信用に再編集しております。

		

	OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
Y | A ]
"’}l/TI:h ‘L‘ , :
i/
r—‘ﬁ
(::] ‘-Pd
IIIII 96 A K%‘l RoXaD U . / \

rAu.G@X4





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		目次


		序章　桜とともに散った告白


		第一章　初めてのキスは突然に


		第二章　サヨナラきょうちゃん


		第三章　思いがけないルームメイト


		第四章　三人でもいいですか


		終章　百合色に染まる部屋


		奥付









Guide



			Cover








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg
\“) 7 Q»

\‘“\‘Q‘« N





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg
/‘— VS





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
suAmRs @00

Characters

T XEDA

RAEEFEICAE->TL
FofZ il P,
HOUBEOWET, 5@
LRHOEY ZLFEIC
BRTBIEEL B,

» wared » |

JREI £

BRACHERRE

ok, $EG gu,bif;;;,
RLCEFVEDEL,

BH N

ﬁ%@%

ERKRT BFE - FRE
bT FEADHALICHEDR
B5%, ERLTELENY
DEHICHEL <HET B,






OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg





